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天
上
よ
り
降
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す
る
神
々
と
祖
霊
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中
国
古
代
玉
器
・
青
銅
器
の
図
像
学
的
考
察 

─

曽

布

川

寛

は
じ
め
に

中
国
古
代
の
玉
器
の
研
究
は
、
同
時
代
の
青
銅
器
の
研
究
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の

歴
史
は
ま
だ
浅
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
青
銅
器
は
銘
文
を
有
す
る

も
の
が
多
い
た
め
、
銘
文
を
主
に
取
り
扱
う
金
石
学
と
と
も
に
早
く
か
ら
発
達
し

た
が
、
玉
器
は
ほ
と
ん
ど
銘
文
を
有
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国

の
人
々
は
古
来
か
ら
玉
に
神
秘
的
な
力
を
見
出
し
、
特
別
な
愛
着
を
も
っ
て
接
し

大
切
に
し
て
き
た
。

玉
器
の
本
格
的
な
研
究
が
遅
れ
た
原
因
は
、
確
か
な
遺
構
か
ら
の
出
土
品
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
、
つ
い
近
年
ま
で
玉
器
の
研
究
と
い
え
ば
伝
世
品
の
研

究
が
主
で
あ
っ
た
。
玉
器
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
各
地
の
博
物
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
集
め
た
図
録（

（
（

が
作
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
だ
が
、
年
代
を
判

定
す
る
の
に
必
要
な
、
考
古
学
の
科
学
的
発
掘
に
よ
る
基
本
資
料
を
欠
い
た
た

め
、
ま
と
も
な
年
代
さ
え
決
め
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
特
に
本
稿
が
主

に
取
り
上
げ
る
新
石
器
時
代
の
玉
器
に
つ
い
て
言
え
ば
、
未
だ
何
の
イ
メ
ー
ジ
す

ら
持
て
ず
、
伝
世
す
る
こ
の
時
代
の
玉
器
を
漢
代
頃
に
編
年
す
る
研
究
が
多
く
み

ら
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
山
東
日
照
両
城
鎮
遺

跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
斧
の
発
表
で
あ
る
。
石
斧
の
発
見
は
一
九
六
三
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
劉
敦
愿
氏
が
『
考
古
』
誌
上
に
短
い
報
告
記
事
を
発
表
し
た
の
は

一
九
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（
（

。
石
斧
の
両
面
に
は
奇
異
な
獣
面
文
が
陰
刻
さ

れ
、
同
じ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
黒
陶
の
文
様
と
似
る
こ
と
か
ら
、
龍
山
文
化
時
期

の
遺
物
と
す
べ
き
だ
と
し
た
。
当
座
は
ほ
と
ん
ど
反
響
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

林
巳
奈
夫
が
最
初
に
反
応
を
示
し
、
一
九
七
六
年
の
『
M
U
S
E
U
M
』
誌
上
で

報
告
に
同
調
し
改
め
て
紹
介
し
た（

（
（

。
そ
し
て
三
年
後
、
再
び
『
M
U
S
E
U
M
』

誌
に
「
先
殷
式
の
玉
器
文
化
」
と
題
す
る
論
考（

（
（

を
発
表
し
、
石
斧
の
獣
面
文
を
基

準
に
す
え
て
、
こ
れ
と
類
似
す
る
伝
世
の
獣
面
文
玉
器
を
龍
山
文
化
と
位
置
づ
け

た
。
欧
米
の
公
私
の
博
物
館
や
台
北
の
故
宮
博
物
院
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
伝
世
品

は
、
一
九
七
五
年
に
ド
ー
レ
ン
ウ
ェ
ン
ド
女
史
に
よ
っ
て
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て

反
響
を
呼
ん
だ
が（

（
（

、
遺
憾
な
こ
と
に
古
い
編
年
に
基
づ
い
て
お
り
、
林
巳
奈
夫
は

こ
れ
ら
の
新
た
な
編
年
と
文
様
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
中
国
各
地
の
遺
構
で
玉
器
が
次
々
と
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
玉
器

研
究
も
出
土
品
が
中
心
と
な
り
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
と
り
わ
け
一
九
八
六

年
の
浙
江
余
杭
反
山
、
翌
年
の
瑶
山
な
ど
良
渚
文
化
の
墓
か
ら
璧
、
琮
、
鉞
、
璜
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な
ど
の
大
量
の
玉
器
が
出
土
し
た（

（
（

。
新
石
器
後
期
を
金
属
器
に
よ
る
時
代
区
分
に

因
ん
で
「
玉
器
時
代
」
と
命
名
す
る
研
究
者
も
出
る
程
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き

は
、
遼
寧
一
帯
の
紅
山
文
化
遺
跡
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
の
出
土
地
が
概
し
て
南
の

長
江
流
域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
、
下
流
の
良
渚
文
化
遺
跡
を
始
め
、
一
九
八

七
年
か
ら
発
掘
が
始
ま
っ
た
安
徽
含
山
凌
家
灘
遺
跡（

（
（

は
中
流
に
位
置
し
、
ま
た
同

年
か
ら
発
掘
が
行
わ
れ
た
湖
北
天
門
肖
家
屋
脊
の
石
家
河
文
化
遺
跡（

（
（

は
漢
水
流
域

に
属
す
る
。
特
に
天
門
、
京
山
一
帯
に
拡
が
る
石
家
河
文
化
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

玉
器
は
、
従
来
の
龍
山
文
化
伝
世
玉
器
と
共
通
す
る
要
素
が
多
い
た
め
弁
別
し
が

た
く
、
林
巳
奈
夫
は
こ
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
だ（

（
（

。

 

林
巳
奈
夫
は
こ
の
よ
う
に
中
国
古
代
の
玉
器
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
専
門

家
と
し
て
常
に
先
頭
を
走
り
、
そ
の
研
究
成
果
は
『
中
国
古
玉
の
研
究
』（
一
九

九
一
年
刊
）
や
『
中
国
古
玉
器
総
説
』（
一
九
九
九
年
刊
）
に
纏
め
ら
れ
た
。
現

在
で
は
ほ
か
に
も
玉
器
研
究
の
専
門
家
が
輩
出
し
、
張
明
華
、
方
向
明
、
鄧
聰
、

鄧
淑
蘋
な
ど
の
諸
氏
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り（

（1
（

、
玉
器
研
究
の
盛
況
を
み

る
に
至
っ
て
い
る
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
新
石
器
時
代
の
玉
器
を
取
り
上
げ
、
主

に
図
像
学
の
見
地
か
ら
考
察
す
る
。
筆
者
は
こ
こ
数
年
来
、
四
川
広
漢
三
星
堆
祭

祀
坑
出
土
の
遺
物
を
図
像
学
的
に
考
察
す
る
作
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
た（

（1
（

が
、

一
九
八
六
年
に
発
見
さ
れ
た
二
つ
の
祭
祀
坑
は
、
墳
墓
で
は
な
く
、
当
時
実
際
に

祭
祀
に
用
い
た
器
物
を
何
ら
か
の
理
由
で
埋
め
た
祭
祀
器
物
坑
と
も
い
う
べ
き
遺

構
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
殷
後
期
に
四
川
の
地
方
王
国
で
行
わ

れ
た
祭
祀
の
有
様
や
、
そ
の
背
景
に
存
在
し
た
神
話
伝
説
や
宗
教
文
化
な
ど
を
知

る
恰
好
の
材
料
で
あ
っ
た
。
し
か
も
長
江
上
流
に
位
置
し
て
、
北
方
の
黄
河
文
明

を
反
映
し
た
安
陽
殷
墟
遺
跡
な
ど
と
異
な
り
、
新
石
器
の
河
姆
渡
文
化
や
良
渚
文

化
以
来
の
南
方
独
自
の
長
江
文
明
を
反
映
し
た
遺
物
で
あ
っ
た
。
三
星
堆
祭
祀
坑

の
銅
獣
面
と
関
連
し
て
良
渚
文
化
玉
器
の
神
人
獣
面
文
を
研
究
し
た
の
も
そ
れ
を

実
証
す
る
た
め（

（1
（

で
、
長
江
を
通
じ
て
前
者
は
確
実
に
そ
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
た
。

ま
た
標
題
に
掲
げ
た
祖
霊
の
表
現
を
突
き
止
め
た
の
も
、
縦
目
銅
人
面
具
な
ど
の

考
察
を
通
し
て（

（1
（

で
あ
り
、前
後
の
時
代
に
わ
た
る
広
大
な
拡
が
り
を
推
測
さ
せ
た
。

そ
こ
で
三
星
堆
祭
祀
坑
の
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
、
こ
れ
に
先
立
つ

新
石
器
時
代
の
玉
器
を
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
切
り
口
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
考

え
る
。
実
際
、
時
代
が
接
近
す
る
う
え
に
、
舞
台
も
と
も
に
広
い
意
味
で
の
長
江

文
明
に
属
す
る
た
め
、
多
く
の
共
通
要
素
が
み
つ
か
り
、
新
石
器
の
玉
器
解
釈
の

た
め
の
有
効
な
武
器
と
な
り
得
る
。
例
え
ば
喙
が
鉤
状
に
曲
が
っ
た
鳥
は
、
龍
山

文
化
、
石
家
河
文
化
、
良
渚
文
化
、
凌
家
灘
文
化
、
三
星
堆
祭
祀
坑
を
通
じ
て
遺

物
に
登
場
す
る
重
要
な
鍵
で
あ
る
が
、
こ
の
鳥
の
確
か
な
性
格
は
豊
富
な
資
料
が

出
土
し
た
祭
祀
坑
の
遺
物
に
よ
っ
て
の
み
知
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の

鳥
に
つ
い
て
は
、
林
巳
奈
夫
も
文
様
学
的
な
重
要
要
素
と
し
て
扱
っ
た
け
れ
ど

も
、
著
し
い
研
究
成
果
を
挙
げ
た
河
姆
渡
文
化
の
太
陽
信
仰
に
基
づ
く
文
様
な
ど

と
混
同
し
て
認
識
を
誤
り
、
引
い
て
は
全
体
の
意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
に

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
林
巳
奈
夫
が
収
集
し
た
多
く
の
資
料
を
借
用
し
、
補
い
正

す
意
味
を
込
め
て
、
こ
の
鳥
を
基
軸
に
据
え
改
め
て
研
究
し
直
す
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
新
石
器
の
玉
器
と
並
ん
で
殷
代
の
一
部
青
銅
器
を
取
り
上
げ
る
。
安
徽

阜
南
出
土
の
龍
虎
尊
、
湖
南
寧
郷
辺
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
虎
卣
（
泉
屋
博
古
館

蔵
）、
江
西
新
干
大
洋
洲
遺
跡
出
土
の
虎
耳
鼎
や
双
尾
銅
虎
な
ど
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
有
名
な
青
銅
器
で
研
究
し
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
虎

の
形
象
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
新
石
器
玉
器
の
神
面
文
、
神
人
文
な
ど
と
密
接

な
関
係
を
有
し
、
改
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
出
土

地
が
み
な
広
い
意
味
で
の
南
方
に
属
す
る
こ
と
も
意
義
深
い
が
、
特
に
新
干
大
洋

洲
遺
跡（

（1
（

は
樟
樹
市
の
呉
城
遺
跡
を
中
心
と
す
る
呉
城
文
化
に
属
し
、
殷
王
朝
辺
境
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図６ 内行花文鏡 後漢 径16.4㎝ 図５ 方格規矩四神鏡（拓本） 前漢 径18.5㎝
和泉市久保惣記念美術館

図４ 湖北雲夢大墳頭１号墓 六博局盤（模本）
前漢 38×36㎝

図３ 甘肅武威磨咀子62号墓 六壬式盤
（模本） 新 辺長9㎝

図２ 安徽含山凌家灘4号墓 玉版（模本）
家岡文化 長11㎝

図１ 安徽含山凌家灘4号墓 玉亀 家岡文化
長9.4㎝
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に
位
置
し
た
虎
方
国
の
地
と
も
目
さ
れ
て
、
祖
霊
と
関
連
し
興
味
深
い
問
題
を
提

起
す
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
最
初
に
凌
家
灘
遺
跡
出
土
の
玉
版
と
玉
鷹
を
取
り
上
げ

る
。
玉
版
の
図
像
は
、
本
紀
要
の
前
号
で
論
じ
た
戦
国
、
漢
代
の
銅
鏡
、
六
博
局

盤
、
式
盤
の
宇
宙
表
現（

（1
（

と
密
接
に
関
わ
り
、
新
石
器
時
代
の
宇
宙
観
を
開
示
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
新
石
器
の
人
々
が
標
題
の
「
天
上
」
に
つ
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
玉
鷹
は
、
鉤
状
の
喙
を
持
つ
鳥
そ
の
も

の
で
、
三
星
堆
の
図
像
と
他
の
新
石
器
の
図
像
と
を
繋
ぐ
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
小
玉
片
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
図
像
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
実
に
重
大

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
、
凌
家
灘
遺
跡
出
土
玉
器

（
一
）
玉
版

安
徽
省
含
山
県
凌
家
灘
遺
跡
は
長
江
の
北
岸
、
巣
湖
の
東
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
裕
溪
河
北
側
の
凌
家
灘
自
然
村
に
位
置
し
て
い
た
。
一
九
八
七
年
、
遺
跡
の

南
部
の
四
号
墓
で
玉
器
一
〇
三
件
が
出
土
し
て
玉
版
が
発
見
さ
れ
、
一
九
九
八

年
、
西
南
部
の
二
九
号
墓
で
玉
器
五
二
件
が
出
土
し
、
玉
鷹
と
玉
人
三
件
が
発
見

さ
れ
た（

（1
（

。
玉
器
は
、
祭
政
一
致
の
社
会
で
は
、
神
権
、
王
権
の
象
徴
で
あ
り
、
墓

主
の
地
位
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

 

ま
ず
、
凌
家
灘
四
号
墓
出
土
の
玉
版
は
、
亀
を
か
た
ど
っ
た
玉
亀
の
甲
羅
の
背

と
腹
の
間
に
挟
む
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
。
玉
亀
（
図
1
）
は
背
と
腹
の
二
枚
か

ら
成
り
、
背
甲
は
長
さ
九
・
四
、
幅
七
・
五
、
腹
甲
は
長
さ
七
・
九
、
幅
七
・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
各
々
両
側
に
二
箇
所
ず
つ
円
孔
が
開
け
ら
れ
紐
で
閉
じ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
、
人
骨
は
ほ
と
ん
ど
朽
ち
果
て
て
い
た
が
、
玉
亀
は
ほ
ぼ

胸
の
上
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
た（

（1
（

。

こ
の
玉
亀
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
た
玉
版
（
口
絵
1

図
31
）
は
、
弯
曲
し
た

長
方
形
の
板
状
を
な
し
て
、
長
さ
一
一
、
幅
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
左
右
両

端
は
少
し
内
側
に
凹
ん
で
い
た
。
玉
版
の
上
辺
と
左
右
の
二
辺
は
凹
辺
を
作
っ
て

孔
を
開
け
、
明
ら
か
に
何
か
に
取
り
付
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た（

（1
（

。

玉
版
の
表
面
に
は
実
に
興
味
深
い
図
像
（
図
2
）
が
刻
さ
れ
て
い
た
。
長
方
形

の
内
側
に
ま
ず
大
き
く
円
形
（
大
円
）
を
刻
ん
で
、
内
部
は
中
央
に
小
さ
な
円

形
（
小
円
）
を
刻
し
て
内
側
に
八
角
星
文
を
描
き
、
小
円
の
外
側
は
直
線
で
八
区

画
に
等
分
し
て
、
各
区
内
に
一
個
ず
つ
四
角
柱
状
の
文
様
を
配
し
て
小
円
と
大
円

と
を
繋
げ
て
い
た
。
ま
た
四
角
柱
状
の
文
様
は
大
円
の
外
側
に
も
配
さ
れ
、
長
方

形
の
四
隅
か
ら
大
円
の
円
周
へ
と
伸
び
て
い
た
。
四
角
柱
は
下
が
太
く
、
上
が
細

く
、
三
段
、
或
い
は
四
段
に
層
を
入
れ
て
、
矢
羽
根
状
に
作
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
発
掘
以
来
多
く
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
紹

介
や
論
評
は
省
い
て
、
筆
者
が
戦
国
、
漢
代
の
宇
宙
表
現
の
図
像
に
つ
い
て
考
察

し
た
前
稿（

（1
（

の
考
え
を
基
に
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
こ
の
図
像
を
見
て
直
ち
に
思
い
当
た
る
の
は
、
中
国
古
来
の
宇
宙
観
の
金

科
玉
条
と
も
い
う
べ
き
天
円
地
方
の
思
想
で
あ
り
、
そ
の
思
想
に
基
づ
い
て
制
作

さ
れ
た
戦
国
初
期
以
来
の
占
卜
用
の
式
盤
（
図
3
）、
戦
国
中
期
以
来
の
六
博
の

博
局
盤
（
図
4
）、
前
漢
初
期
以
来
の
方
格
規
矩
鏡
（
図
5
）、
王
莽
期
の
内
行
花

文
鏡
（
図
6
）
な
ど
の
図
像
で
あ
る
。

天
円
地
方
と
は
、『
淮
南
子
』
の
原
道
訓
に
、
伝
統
的
な
宇
宙
観
で
あ
る
蓋
天

説
を
説
明
し
て
、

以
天
為
蓋
、
則
無
不
覆
也
、
以
地
為
輿
、
則
無
不
載
也
。

と
記
す
通
り
、
万
物
を
載
せ
る
大
地
は
方
形
を
し
て
、
そ
の
上
に
円
形
の
天
が
蓋

（
笠
）
の
よ
う
に
か
ぶ
さ
っ
て
覆
い
尽
く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
式
盤
、
六
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博
局
盤
、
方
格
規
矩
鏡
、
内
行
花
文
鏡
の
何
れ
も
こ
の
考
え
方
に
則
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
が
、
式
盤
と
方
格
規
矩
鏡
の
場
合
は
天
が
円
形
、
大
地
が
方
形
で
作
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
六
博
局
盤
の
場
合
は
便
宜
的
に
外
側
の
天
も
内
側
の
地
も

方
形
に
作
ら
れ
、
内
行
花
文
鏡
の
場
合
は
ど
ち
ら
も
円
形
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
式
盤
の
場
合
は
外
側
方
格
が
大
地
、
内
側
円
形
が
天
を
表
し
て
、
大
地
の
方
が

大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
方
格
規
矩
鏡
、
内
行
花
文
鏡
の
場
合
は
内

区
内
側
の
方
格
、
円
形
が
大
地
、、
内
区
外
側
円
形
が
天
を
表
し
て
、
天
の
方
が

大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
玉
版
の
表
現
方
法
は
式
盤
の
そ
れ
に
近

く
、
と
も
に
外
縁
の
方
形
大
地
の
内
側
に
円
形
の
天
が
小
さ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
、
天
円
地
方
と
い
う
考
え
方
が
遙
か
新
石
器
時
代
に
遡
っ
て
存
在
し
た

こ
と
に
な
る
が
、
良
渚
文
化
の
代
表
的
な
玉
器
で
あ
る
玉
琮
は
こ
の
天
円
地
方
の

宇
宙
観
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
既
に
判
明
し
て
い
る（

（2
（

。
例
え
ば
餘
杭
反

山
一
二
号
墓
出
土
の
「
琮
王
」
と
呼
ば
れ
る
玉
琮
（
図
7
）
は
、
玉
製
四
角
柱
の

上
端
と
下
端
を
円
形
に
削
っ
て
、
他
は
方
形
の
ま
ま
残
し
、
上
端
の
円
形
部
分
を

天
に
、
下
部
方
形
部
分
を
大
地
に
見
立
て
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
、
こ

の
初
期
玉
琮
を
更
に
発
展
さ
せ
た
上
海
博
物
館
や
国
家
博
物
館
所
蔵
の
後
期
長
型

玉
琮
（
図
8
）
で
は
、
上
端
円
形
の
側
面
に
翼
を
広
げ
た
鳥
や
、
太
陽
と
そ
の
下

に
飛
ぶ
鳥
を
刻
し
て
、
中
国
古
代
の
太
陽
神
話
に
基
づ
い
た
背
に
日
輪
を
載
せ
て

天
空
を
運
行
す
る
鳥
が
表
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
そ
の
天
を
表
す
大
円
内
部
の
八
区
画
と
小
円
、
八
本
の
四
角
柱
状
の
文

様
、
中
央
の
八
角
星
文
は
何
を
表
し
て
い
よ
う
か
。
ま
ず
天
を
八
個
に
均
等
分
割

し
た
八
区
画
と
中
央
の
小
円
は
、
九
天
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
九
天
と
は

九
野
と
も
い
い
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
は
、

天
有
九
野
、
九
千
九
百
九
十
九
隅
、
去
地
五
億
万
里
。（
略
）
何
謂
九
野
。

中
央
曰
鈞
天
、
其
星
角
・
亢
・
氐
。

東
方
曰
蒼
天
、
其
星
房
・
心
・
尾
。
東
北
曰
変
天
、
其
星
箕
・
斗
・
牽
牛
。

北
方
曰
玄
天
、
其
星
須
女
・
虚
・
危
・
営
室
。
西
北
方
幽
天
、
其
星
東
壁
・

奎
・
婁
。

西
方
曰
顥
天
、
其
星
胃
・
昴
・
畢
。
西
南
方
曰
朱
天
、
其
星
觜

・
参
・
東

井
。

南
方
曰
炎
天
、
其
星
輿
鬼
・
柳
・
七
星
。
東
南
方
曰
陽
天
、
其
星
張
・
翼
・

軫
。

と
あ
る
。
即
ち
天
を
九
つ
の
分
野
に
分
割
し
て
、
中
央
を
鈞
天
、
東
方
を
蒼
天
、

東
北
を
変
天
、
北
方
を
玄
天
、
西
北
を
幽
天
、
西
方
を
顥
天
、
西
南
を
朱
天
、
南

方
を
炎
天
、
東
南
を
陽
天
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
属
す
る
角
、
房
、
箕
な
ど

二
十
八
宿
の
星
座
の
名
前
を
後
ろ
に
掲
げ
る
。

こ
の
『
淮
南
子
』
天
文
訓
の
九
天
の
考
え
方
を
造
形
的
に
表
し
た
も
の
が
、
前

漢
の
連
弧
文
銘
帯
鏡
、
そ
し
て
そ
れ
を
更
に
明
瞭
に
示
し
た
王
莽
期
の
内
行
花
文

鏡
で
あ
る（

（2
（

。
い
ま
改
め
て
内
行
花
文
鏡
（
図
9
）
を
例
に
説
明
す
る
と
、
鏡
背
文

様
は
半
円
球
状
の
鈕
を
中
心
に
周
り
に
四
弁
花
文
を
配
し
た
内
側
の
円
圏
と
外
側

の
円
圏
の
二
部
に
分
か
れ
、
外
側
円
圏
の
内
部
、
つ
ま
り
内
区
に
は
内
向
き
の
弧

文
八
個
を
連
環
状
に
め
ぐ
ら
し
た
連
弧
文
を
配
し
、
そ
の
弧
文
と
弧
文
と
の
境
目

に
は
、
内
側
円
圏
の
側
か
ら
半
円
の
山
形
と
そ
の
頂
き
か
ら
三
本
線
が
伸
び
る
文

様
と
、
外
側
円
圏
の
側
か
ら
三
本
線
の
紐
が
左
右
に
分
か
れ
て
垂
れ
る
結
び
目
文

と
を
交
互
に
計
四
つ
ず
つ
配
し
、
更
に
八
個
の
弧
文
と
内
側
円
圏
と
を
短
い
三
本

線
で
繋
い
で
い
る
。

こ
こ
で
は
外
側
円
圏
が
方
格
規
矩
鏡
の
場
合
と
同
じ
く
天
を
表
す
の
に
対
し

て
、
内
側
円
圏
は
円
形
で
は
あ
る
が
方
格
規
矩
鏡
の
方
格
と
同
じ
く
大
地
を
表

し
、
大
地
の
上
に
立
つ
円
形
山
岳
の
頂
き
か
ら
天
を
支
え
る
三
本
線
が
上
に
向

か
っ
て
伸
び
る
形
式
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
八
個
の
弧
文
は
天
の
九
天
の
う
ち
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図９ 内行花文鏡（部分） 後漢

図８b 玉琮刻文（模本）

図８a �長型玉琮 良渚文化 
高49.2㎝ 国家博物館

図７ 浙江余杭反山12号墓 玉琮（琮王） 良渚文化
高8.9㎝
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の
八
方
の
分
野
を
示
す
蒼
天
、
変
天
な
ど
の
八
天
を
表
し
、
八
天
は
結
び
目
文
に

よ
っ
て
天
の
辺
縁
に
繋
が
れ
る
と
同
時
に
、
隣
同
志
で
互
い
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
で
は
、
残
る
も
う
一
つ
の
天
、
す
な
わ
ち
中
央
の
鈞
天
が
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
う
と
、
内
側
円
圏
が
そ
れ
に
相
当
し
、
鈕
の
周
り
の
四
弁
花
文
は
蓮
の
花
を

表
し
て
、
天
の
中
心
に
位
置
す
る
天
極
星
（
北
極
星
）
の
神
、
つ
ま
り
太
一
を
象

徴
し
て
い
る（

（2
（

。
す
る
と
内
側
円
圏
は
大
地
を
表
す
と
同
時
に
天
の
中
央
の
鈞
天
を

表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
を
可
能
に
す
る

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
と
い
え
ば
、
下
に
広
が
る
方
形
（
円
形
）
の
大
地
と
、
そ

の
上
に
蓋
状
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
円
形
の
天
と
を
、
天
の
外
か
ら
、
つ
ま
り
天
の
中

心
の
天
極
星
の
真
上
か
ら
俯
瞰
し
て
見
る
以
外
に
あ
る
ま
い（

（2
（

。
い
ま
そ
の
概
念
図

（
図
10
）
を
示
し
て
お
く
。
中
央
の
鈞
天
が
大
き
な
真
円
で
描
か
れ
、
本
来
は
半

円
形
を
な
す
八
天
が
や
や
ひ
し
ゃ
げ
た
弧
文
の
形
に
小
ぶ
り
に
描
か
れ
る
の
も
、

そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
内
行
花
文
鏡
の
鏡
背
文
様
は
、
一
見
こ
じ
ん
ま
り
し
た
平
面
の
よ

う
に
見
え
て
、
実
は
立
体
的
か
つ
壮
大
な
天
地
の
構
造
、
ま
さ
し
く
宇
宙
を
示
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
方
格
規
矩
鏡
（
図
5
）
も
同
様
で
あ
り
、
こ
ち
ら

は
九
天
こ
そ
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
心
の
鈕
の
周
り
に
四
弁
花
文
が
描
か
れ

る
よ
う
に
、
中
央
の
方
格
は
大
地
と
同
時
に
天
の
中
央
の
鈞
天
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
し
て
表
し
て
お
り
、
方
格
の
各
辺
の
真
ん
中
に
立
つ
Ｔ
字
文
は
天
を
支
え
る

柱
、
そ
れ
に
対
向
し
て
周
縁
の
円
形
の
方
か
ら
垂
れ
下
が
る
Ｌ
字
文
は
大
地
を
吊

す
た
め
の
鉤
を
表
し
、
ま
た
内
区
に
描
か
れ
た
青
龍
・
白
虎
・
朱
雀
・
玄
武
の
四

神
は
天
の
側
に
足
を
置
い
て
、
天
の
四
方
の
星
宿
を
象
徴
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く

宇
宙
の
構
造
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

九
天
は
、
更
に
遡
っ
て
、
同
じ
く
宇
宙
の
表
現
を
テ
ー
マ
と
し
た
戦
国
時
代
の

折
疊
式
菱
形
文
鏡
や
式
図
鏡
な
ど
の
鏡
背
文
様
、
更
に
は
曽
侯
乙
墓
か
ら
出
土
し

た
彩
漆
八
花
文
衣
装
箱
の
蓋
板
図
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
先
の
論
考
で
示
し
た
通
り
で
あ
る（

（2
（

が
、
い
ま
は
本
章
の
課
題
で
あ
る
凌
家
灘

遺
跡
出
土
の
玉
版
と
頗
る
近
似
の
造
形
を
示
す
安
徽
阜
陽
双
古
堆
の
淮
陰
侯
墓
出

土
の
太
一
九
宮
式
盤
（
図
11
）
を
取
り
上
げ
、
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
見
る
こ
と

に
す
る
。
こ
の
式
盤
は
、
前
漢
の
文
帝
七
年
（
前
一
五
七
年
）
の
銘
を
有
し
、
式

盤
と
し
て
は
王
莽
期
の
甘
肅
武
威
磨
咀
子
六
二
号
墓
の
六
壬
式
盤
（
図
3
）
よ
り

古
い
形
式
を
示
し
て
い
る（

（2
（

。
式
盤
は
方
形
の
地
盤
の
上
に
円
形
の
天
盤
が
の
り
、

天
盤
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
占
卜
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た（

（2
（

。
ま
ず
天

盤
は
中
心
の
点
を
通
る
八
本
の
直
線
に
よ
っ
て
八
分
割
さ
れ
、
右
回
り
に
一
君
、

八
、
三
相
、
四
、
九
百
姓
、
二
、
七
将
、
六
と
書
か
れ
、
挿
図
に
は
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
中
心
点
の
周
り
に
も
「
五
吏
」、「
招
揺
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

数
字
の
下
の
君
、
相
、
百
姓
、
将
、
吏
は
、
そ
の
数
字
の
位
置
で
占
う
対
象
者
の

職
分
を
示
す
。
招
揺
は
九
宮
名
の
一
つ
で
、
中
央
の
も
の
を
指
す
。
ま
た
地
盤
は

方
格
で
内
外
に
分
け
ら
れ
、
内
側
に
は
「
当
た
る
者
は
憂
い
有
り
」
と
い
っ
た
占

い
の
文
句
、
外
側
に
は
「
冬
至
、
冬
至
・
汁
蟄
・
卌
六
日
・
廃
明
日
」
な
ど
と
、

暦
の
八
節
名
（
二
至
・
二
分
・
四
立
）、
九
宮
名
、
日
数
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
太
一
九
宮
式
盤
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
漢
代
の
医
学
書
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
九
宮
八
風
篇
の
記
事
、
緯
書
『
易

緯
乾
鑿
度
』
巻
下
の
簡
単
な
記
事
と
そ
の
鄭
玄
注
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
北
極

星
の
紫
微
宮
に
住
ま
う
太
一
（
天
帝
）
が
、
冬
至
や
立
春
の
日
に
九
つ
の
宮
を
め

ぐ
り
、
天
盤
を
回
す
こ
と
を
何
回
も
繰
り
返
し
な
が
ら
占
う
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
式

盤
に
は
汁
蟄
・
天
溜
・
蒼
門
・
陰
洛
・
上
天
・
玄
委
・
倉
果
・
新
洛
の
八
宮
と
中

央
の
招
揺
宮
と
を
併
せ
九
宮
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
鄭
玄
注
で
は
『
易
』

の
八
卦
名
と
「
中
央
」
を
用
い
て
命
名
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
天
盤
に
記
さ

れ
た
一
か
ら
九
ま
で
の
数
字
が
九
宮
の
名
前
と
方
角
位
置
を
表
し
て
い
た
こ
と
に
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な
る
。
例
え
ば
一
宮
（
汁
蟄
宮
、
坎
宮
）
は
南
の
方
角
に
位
置
し
、
二
宮
（
天
溜

宮
、
坤
宮
）
は
西
南
の
方
角
に
位
置
し
て
い
る
。
中
宮
（
招
揺
宮
）
は
太
一
自
ら

の
宮
で
、
天
盤
の
四
方
の
線
が
交
差
す
る
点
が
そ
の
位
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
式
盤
は
太
一
の
中
宮
を
中
心
と
し
た
九
宮
が
表
現
さ
れ
て
お

り
、
い
み
じ
く
も
「
太
一
九
宮
式
盤
」
と
名
づ
け
た
所
以
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
凌
家
灘
遺
跡
出
土
玉
版
の
天
盤
の
大
円
内
部
の
八
区
画
と

中
央
の
小
円
は
、
こ
れ
ら
太
一
九
宮
式
盤
、
内
行
花
文
鏡
の
図
像
と
の
比
較
対
照

に
よ
り
、
周
囲
の
八
天
と
中
央
の
鈞
天
に
相
応
し
、
併
せ
て
天
上
世
界
の
九
天
を

表
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
中
央
小
円
内
部
の
八
角
星
文
が
何
か
と
い
う
に
、
こ
れ
ま
で
に

見
た
内
行
花
文
鏡
や
方
格
規
矩
鏡
の
四
弁
花
文
の
位
置
に
置
か
れ
て
お
り
、
星
形

文
と
花
形
文
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
四
弁
花
文
の
蓮
の
花
に
象
徴
さ
れ
る
、
天
の
中

心
の
天
極
星
（
北
極
星
）
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
星
形
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
天
上
の
星
に
当
て
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
八
角
星

文
は
同
じ
く
凌
家
灘
遺
跡
の
二
九
号
墓
か
ら
出
土
し
た
玉
鷹
に
も
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
詳
し
い
考
察
は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

 

そ
れ
で
は
最
後
に
残
っ
た
四
角
柱
文
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
四
角
柱
文
は
大
円
の

内
側
と
外
側
に
置
か
れ
、
内
側
の
八
本
は
等
分
さ
れ
た
八
区
画
に
一
本
ず
つ
配
さ

れ
て
大
円
と
小
円
を
繋
ぎ
、
外
側
の
四
本
は
長
方
形
の
四
隅
か
ら
大
円
の
円
周
に

向
か
っ
て
斜
め
に
伸
び
て
い
た
。
ま
ず
外
側
の
四
本
で
思
い
当
た
る
の
は
、
上
引

の
武
威
磨
咀
子
六
二
号
墓
出
土
の
王
莽
期
の
六
壬
式
盤（

（3
（

（
図
3
）
で
あ
る
。
こ
の

式
盤
で
も
地
盤
の
四
隅
か
ら
幅
広
の
帯
が
天
盤
の
円
周
へ
と
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
帯
に
は
そ
れ
ぞ
れ
丸
い
点
が
二
つ
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
上
海
博
物
館
所

蔵
の
六
朝
時
代
の
銅
製
六
壬
式
盤
（
図
12
）
で
は
、
同
じ
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
右
回

り
に
「
西
北
天
門
乾
」、「
西
南
人
門
坤
」、「
東
南
地
戸
巽
」、「
東
北
鬼
門
艮
」
と

銘
文
が
記
さ
れ
、
下
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
八
卦
文
が
描
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
ら

の
銘
文
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
天
と
地
を
繋
い
で
帯
状
に
表
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
天
と
地
を
連
絡
す
る
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
、
ま
た
題
銘
に
「
門
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
を
往
来
す
る
神
々
が
出
入
り
す

る
門
の
機
能
も
具
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
莊
子
』
大
宗
師
篇
に
、

傅
説
得
之
、
以
相
武
丁
、
奄
有
天
下
、
乘
東
維
、
騎
箕
尾
而
比
於
列
星
。

即
ち
、
道
を
体
得
し
て
、
殷
王
武
丁
の
宰
相
と
な
り
天
下
を
統
治
し
た
傅
説
が
、

「
東
維
」
を
の
ぼ
り
、
天
上
の
箕
と
尾
の
上
に
ま
た
が
り
、
星
の
一
つ
に
な
っ
た

と
あ
る
が
、
東
維
は
同
じ
よ
う
に
東
方
に
あ
っ
た
天
と
地
を
結
ぶ
綱
（
地
維
）
を

指
し
、
傅
説
も
そ
れ
を
よ
じ
っ
て
天
に
上
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、
玉
版
の
四
角
柱
文
は
帯
と
い
う
よ
り
、
文
字
通
り
四
角
張
っ
た
柱

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
地
か
ら
天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
柱
と
い
え
ば
、
方

格
規
矩
鏡
の
内
区
の
Ｔ
字
文
が
思
い
当
た
る
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
Ｔ

字
文
は
、
後
漢
の
王
充
の
『
論
衡
』
談
天
に
、

共
工
與
顓
頊
爭
為
天
子
、
不
勝
、
怒
而
觸
不
周
之
山
、
使
天
柱
折
、
地
維

絶
、
女
媧
銷
煉
五
色
石
以
補
蒼
天
、
斷
鼇
足
以
立
四
極
。

と
記
さ
れ
、
共
工
が
顓
頊
と
の
争
い
に
負
け
て
、
怒
り
の
余
り
不
周
山
を
突
き
、

天
を
支
え
る
柱
（
天
柱
）
を
折
り
、
地
を
繋
い
だ
綱
（
地
維
）
を
切
っ
た
の
で
、

女
媧
が
大
亀
の
鼇
の
足
を
切
っ
て
立
て
た
と
い
う
「
四
極
」
に
相
当
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
極
に
は
柱
の
意
味
が
あ
り
、「
四
極
を
立
て
た
」
と
い
う
の
は
、

天
を
支
え
る
四
本
の
柱
（
天
柱
）
を
立
て
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
Ｔ
字
文
は
単

に
柱
が
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
上
に
横
棒
の
梁
を
わ
た
し
、
い
か
に
も
天
を
支
え

る
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
し
て
い
る
。

ま
た
、『
淮
南
子
』
墬
形
訓
は
、
地
の
果
て
の
八
紘
の
外
に
八
極
が
あ
る
と

し
、
東
北
方
の
方
土
之
山
、
東
方
の
東
極
之
山
、
そ
し
て
西
北
方
の
不
周
之
山
、



9

図11 安徽阜陽双古堆汝陰侯墓
太一九宮式盤（模本） 前漢 辺長25.6㎝

図14b 銅神壇（部分） 図14a �広漢三星堆２号祭祀坑 
銅神壇（孫華復原）

図13 山東莒県陵陽河採集 陶尊図像
（拓本） 大汶口文化

図12 銅製六壬式盤（模本） 六朝 辺長11㎝ 上海博物館

図10 内行花文鏡の天極・九天概念図
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北
方
の
北
極
之
山
な
ど
八
山
を
挙
げ
て
い
る（

（3
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
不
周
之

山
（
不
周
山
）
が
八
極
、
八
山
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
で
、
先
に
引
用
し
た
『
論

衡
』
談
天
に
、
共
工
が
怒
っ
て
不
周
山
を
突
き
、
た
め
に
天
柱
が
折
れ
、
地
維
が

断
ち
切
れ
た
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
天
柱
と
は
無
論
不
周
山
自
身
の
こ
と
で
、
不

周
山
に
天
を
支
え
る
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
内
行
花
文
鏡
に
お
い

て
、
大
地
を
示
す
内
側
円
圏
の
側
か
ら
外
側
円
圏
の
天
に
向
か
っ
て
聳
え
る
半
円

形
の
山
岳
は
、
ま
さ
に
こ
の
天
を
支
え
る
八
山
の
う
ち
の
四
山
を
表
し
て
い
よ

う
。こ

の
よ
う
に
方
格
規
矩
鏡
の
Ｔ
字
文
、
内
行
花
文
鏡
の
山
形
文
は
と
も
に
天
を

支
え
る
四
本
の
天
柱
を
表
し
て
お
り
、
玉
版
の
四
角
柱
文
も
同
じ
く
大
地
の
側
か

ら
天
に
向
か
っ
て
四
本
伸
び
、
天
を
支
え
る
天
柱
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
鏡
文
の
天
柱
と
玉
版
の
天
柱
と
で
は
、
形
状
が
や
や

異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
玉
版
に
み
ら
れ
る
、
四
角
い
柱
状
を
し

て
、
側
面
に
複
数
の
層
を
描
い
た
形
態
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
天
円
地
方
の
宇
宙
観
を
説
明
し
て
取
り
上
げ
た
良
渚
文
化
後
期
の
長
型
玉

琮
（
図
8
）
が
思
い
当
た
る
。
こ
の
玉
琮
は
現
存
す
る
玉
琮
の
中
で
は
最
も
高
く

四
九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
四
角
柱
部
分
は
一
九
段
か
ら
成
り
、
層
次
が

側
面
に
は
っ
き
り
と
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
型
玉
琮
の
四
角
柱
部
分
を

四
方
に
配
す
れ
ば
、
玉
版
の
よ
う
な
形
に
な
る
筈
で
あ
り
、
逆
に
玉
版
の
四
角
柱

文
は
良
渚
文
化
の
長
型
玉
琮
に
系
譜
的
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
決
し

て
新
石
器
時
代
の
文
化
に
お
い
て
孤
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
長
型
玉
琮
の
四
角
柱
部
分
は
何
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

に
は
山
東
莒
県
陵
陽
河
や
安
徽
蒙
城
県
尉
遅
寺
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
大
汶
口
文
化

の
陶
尊
や
陶
罐
の
刻
文
（
図
13
）
が
参
考
に
な
る（

（3
（

。
下
に
五
つ
の
突
起
を
も
つ
山

岳
文
が
配
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
上
に
長
型
玉
琮
と
同
じ
く
、
日
輪
を
載
せ
て
運
ぶ
鳥

が
翼
を
広
げ
舞
っ
て
い
る
。
山
岳
と
日
輪
と
の
位
置
関
係
、
太
陽
を
背
に
乗
せ
て

運
ぶ
鳥
の
形
状
が
類
似
し
て
お
り
、
玉
琮
の
四
角
柱
は
形
状
的
に
は
確
か
に
柱
の

形
を
し
て
い
る
が
、
同
時
に
山
岳
を
も
表
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

は
、
先
に
考
証
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
神
話
に
お
い
て
天
を
支
え
る
天
柱
が
八

極
、
八
山
な
ど
、
柱
と
呼
ば
れ
た
り
山
と
呼
ば
れ
た
り
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ

せ
、
事
実
、
漢
代
の
方
格
規
矩
鏡
や
内
行
花
文
鏡
な
ど
の
銅
鏡
で
も
、
天
柱
は
柱

と
山
岳
の
二
種
類
の
表
現
が
と
ら
れ
、
い
ず
れ
も
天
柱
を
表
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
玉
琮
は
初
期
の
段
階
で
は
二
、
三
段
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
時
代
と
と

も
に
段
数
を
増
や
し
て
ま
す
ま
す
高
層
化
し
、
頂
き
部
分
の
鳥
に
運
ば
れ
る
太
陽

と
と
も
に
表
さ
れ
た
円
形
の
天
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
、
天
柱
と
し
て
天
を
支
え
ん

と
す
る
意
志
が
見
出
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
玉
版
の
大
円
の
外
側
の
四
本
の
四
角
柱
文
は
、
大
地
に

立
っ
て
大
円
の
天
を
支
え
る
天
柱
を
表
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
、
大
円
の
内
側

の
八
個
に
均
等
分
割
さ
れ
た
各
区
画
内
に
刻
さ
れ
た
四
角
柱
文
は
何
を
表
し
て
い

よ
う
か
。
八
個
の
区
画
が
八
天
を
表
し
、
中
央
の
小
円
の
鈞
天
と
と
も
に
天
の
九

天
を
表
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
八
個
の
四
角
柱
文
は
天

の
周
縁
に
脚
を
置
い
て
、
中
央
の
鈞
天
に
向
か
っ
て
伸
び
、
八
天
の
そ
れ
ぞ
れ
と

鈞
天
を
繋
げ
て
い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
た
表
現
は
、
内
行
花
文
鏡
、
ひ
い
て
は
連

弧
文
銘
帯
鏡
の
天
の
表
現
に
も
見
出
さ
れ
る
。

内
行
花
文
鏡
の
内
区
文
様
（
図
9
）
を
よ
く
見
る
と
、
周
縁
の
八
個
の
弧
文
の

そ
れ
ぞ
れ
と
内
側
円
圏
と
が
短
い
三
本
線
で
繋
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
天
と
地
と
い
う
縦
の
関
係
で
は
な
く
、
天
の
八
天
と
鈞
天
と
い
う
天
上
の
横
の

関
係
に
お
い
て
、
鈞
天
と
周
り
の
八
天
を
つ
な
ぐ
綱
を
表
し
、
具
体
的
に
は
天
が

不
動
の
北
極
星
を
中
心
と
し
て
左
周
り
に
回
転
す
る
際
に
、
鈞
天
の
回
転
の
動
き

を
周
囲
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
と
い
え
る
。『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
は
、
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紫
宮
執
斗
而
左
旋
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
天
の
回
転
は
紫
微
宮
に
住
ま
う
天
帝
が
主
宰
し
、
斗
、
す
な
わ

ち
北
斗
七
星
に
命
令
し
て
左
旋
さ
せ
る
と
い
う
。
同
じ
こ
と
を
、
天
文
訓
は
ま
た

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

帝
張
四
維
、
運
之
以
斗
。

即
ち
、
そ
の
際
に
天
帝
が
四
維
、
つ
ま
り
四
本
の
大
綱
を
張
り
、
こ
れ
を
北
斗
七

星
に
命
じ
て
回
転
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
内
行
花
文
鏡
に
適
用
す
れ

ば
、
中
心
の
四
弁
花
文
に
象
徴
さ
れ
る
北
極
星
の
紫
微
宮
に
住
ま
う
天
帝
が
ま
ず

内
側
円
圏
の
鈞
天
を
回
転
さ
せ
、
そ
の
回
転
が
円
圏
と
各
弧
文
を
結
ぶ
三
本
線
に

よ
っ
て
連
弧
文
に
伝
え
ら
れ
、
天
全
体
が
左
回
り
に
回
転
す
る
と
い
う
仕
組
み
に

な
る（

（3
（

。
こ
の
場
合
、
維
（
綱
）
は
八
箇
所
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
方
格
規
矩
鏡
で

は
、
鈞
天
を
意
味
す
る
中
央
方
格
の
角か
ど

と
円
圏
の
四
維
の
方
角
に
位
置
す
る
Ｖ
字

文
の
鈎
に
綱
が
繋
が
っ
て
回
転
が
伝
え
ら
れ
、
綱
は
四
本
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

ま
た
武
威
磨
咀
子
出
土
の
六
壬
式
盤
（
図
3
）
で
は
、
天
盤
の
中
央
に
北
斗
七
星

が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
斗
七
星
の
実
際
の
位
置
と
は
関
係
な
く
、
天
帝

の
命
令
で
北
斗
七
星
が
自
ら
時
計
の
針
の
よ
う
に
回
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周

り
の
天
も
回
転
す
る
仕
組
み
を
強
調
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
行
花
文
鏡
や
方
格
規
矩
鏡
の
銅
鏡
で
は
、
鈞
天
の
回
転
を
天

全
体
に
伝
え
る
た
め
の
綱
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
凌
家
灘
遺
跡
の
玉
版
で
は
、
明

ら
か
に
八
本
の
柱
に
よ
っ
て
鈞
天
と
八
天
が
繋
が
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
の
原
因

が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
銅
鏡
や
式
盤
で
は
、
天
が
左
旋
す
る
こ
と
を
前

提
に
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
石
器
時
代
の
玉
版
で
は
未
だ
天
の

左
旋
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鈞
天
と
八
天
の
関
係
を
あ
く
ま
で
静
止
的
に
捉
え

て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
鈞
天
と
八
天
の
各
々
を
四
角
柱
で
つ

な
ぎ
、
固
定
し
た
感
じ
に
描
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
描
こ
う
と
し
た
の
は
左
旋

す
る
動
的
な
天
の
構
造
で
は
な
く
、
固
定
さ
れ
た
静
的
な
天
の
構
造
で
あ
り
、
大

地
の
側
か
ら
天
を
支
え
る
四
角
柱
の
天
柱
と
同
様
に
、
同
じ
四
角
柱
を
用
い
て
周

り
の
八
天
の
側
か
ら
鈞
天
を
支
え
る
天
の
構
造
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
確

か
に
天
円
地
方
理
論
の
天
は
笠
の
形
に
似
て
中
心
が
高
く
周
り
が
低
い
構
造
を
し

て
お
り
、
そ
れ
を
玉
版
は
、
鈞
天
が
八
本
の
四
角
柱
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
に
描
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
凌
家
灘
遺
跡
の
玉
版
に
描
か
れ
た
宇
宙
は
、
戦
国
、
漢

代
の
銅
鏡
や
式
盤
の
宇
宙
表
現
と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
未
だ
静
的
な
宇
宙
表

現
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
中
国
の
宇
宙
図
の
原
型
が
既
に
新
石
器
時
代
に
出
来
上

が
っ
て
い
た
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
え
る
。
三
星
堆
祭
祀
坑
出
土
の
銅
神
壇

（
図
14
）
は
殷
後
期
の
地
方
王
国
に
お
け
る
宇
宙
表
現
を
開
示
し
た（

（3
（

が
、
我
々
は

今
こ
こ
に
更
に
新
石
器
後
期
に
遡
る
宇
宙
表
現
を
得
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
玉
鷹

凌
家
灘
遺
跡
第
二
九
号
墓（

（3
（

か
ら
出
土
し
た
玉
鷹
（
口
絵
2
）
は
、
高
さ
三
・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
・
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
頭
を
斜
め
上
に
も
た
げ
、

両
翼
を
大
き
く
広
げ
た
鳥
の
形
に
作
ら
れ
て
い
る
。
頭
部
は
円
く
孔
を
開
け
た
眼

と
、
鉤
状
に
折
れ
曲
が
っ
た
喙
が
あ
り
、
尾
翼
を
扇
形
に
広
げ
て
刻
み
を
入
れ
て

い
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
翼
の
両
端
は
口
を
半
ば
開
け
た
豚
の
頭
に
象
ら
れ
、
三

日
月
形
の
眼
と
先
端
の
円
い
鼻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
孔
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
胸

部
に
は
大
き
な
円
と
内
側
に
八
角
星
文
を
刻
し
、
そ
の
中
央
に
小
円
を
配
し
て
中

に
孔
を
穿
っ
て
い
る
。
脚
が
尾
翼
に
隠
れ
て
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
次
章
で
取
り

上
げ
る
石
家
河
文
化
の
玉
器
の
鳥
表
現
と
の
類
似
か
ら
、
空
か
ら
降
り
立
っ
た
と

こ
ろ
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
鳥
は
鷹
も
し
く
は
鷲
の
猛
禽
の
類
が
原
形
と
な
っ
て
お

り
、
今
は
便
宜
的
に
報
告
書
通
り
玉
鷹
の
名
称
を
採
用
し
て
お
く
。
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さ
て
、
こ
の
玉
鷹
は
何
を
表
現
し
て
い
よ
う
か
。
鳥
と
豚
と
八
角
星
文
と
い
う

取
り
合
わ
せ
は
、
こ
れ
ま
で
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
玉
鷹
の
解
釈
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
て
い
る
。
い
ま
は
主
に
筆

者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
従
っ
て
述
べ
る
。

ま
ず
円
形
内
に
描
か
れ
た
八
角
星
文（

（3
（

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
類
似
の
表
現
が
同

じ
く
凌
家
灘
遺
跡
の
四
号
墓
か
ら
出
土
し
た
玉
版
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
述
の

通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
天
を
九
つ
に
区
分
し
た
九
天
の
う
ち
、
中
央
に
位
置

す
る
鈞
天
の
内
部
に
八
角
星
文
が
配
さ
れ
て
お
り
、
漢
代
の
内
行
花
文
鏡
な
ど
に

見
ら
れ
る
四
弁
花
文
と
同
じ
く
、
天
の
中
心
に
位
置
す
る
北
極
星
を
象
徴
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
述
べ
て
お
い
た
。

こ
れ
に
対
す
る
従
来
の
有
力
な
見
解
の
一
つ
は
、
八
角
星
文
は
太
陽
を
象
徴
し

て
お
り
、
内
側
の
小
円
が
太
陽
を
表
し
、
八
角
の
角
は
光
輝
く
太
陽
の
光
芒
を
表

し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
確
か
に
太
陽
の
表
現
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
浙

江
余
姚
河
姆
渡
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
双
鳥
朝
陽
文
象
牙
彫
刻
（
図
15
）
な
ど
に
見

ら
れ（

（4
（

、
円
形
の
太
陽
の
周
り
に
光
芒
が
表
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
後
代
の
殷
代
末

か
ら
西
周
初
期
の
四
川
成
都
金
沙
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
金
箔
の
四
鳥
繞
日
飾

り
（
図
16
）
や
銅
立
人
像
（
図
17
）
の
頭
頂
に
も
、
太
陽
と
光
芒
が
表
さ
れ
て
い

た（
（4
（

。
し
か
し
、
河
姆
渡
遺
跡
の
場
合
は
、
光
芒
が
ロ
ウ
ソ
ク
の
ゆ
ら
め
く
炎
の
よ

う
に
描
か
れ
、
ま
た
金
沙
遺
跡
の
場
合
は
、
光
芒
が
右
回
り
に
回
転
す
る
さ
ま
に

刻
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
多
く
の
例
に
照
ら
し
て
も
、
こ
の
玉
鷹
の
場
合
の
よ

う
に
、
い
み
じ
く
も
八
角
星
文
と
い
う
名
が
示
す
通
り
、
太
陽
の
光
芒
が
複
数
の

角
を
も
っ
た
星
形
に
象
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶
え
て
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
。

ま
た
、
こ
の
太
陽
説
を
主
張
す
る
研
究
者
は
、
八
角
星
文
を
胸
に
抱
い
た
鳥
が

太
陽
を
運
ぶ
鳥
で
あ
る
こ
と
を
有
力
な
根
拠
に
挙
げ
る（

（4
（

。
確
か
に
四
川
彭
県
か
ら

出
土
し
た
後
漢
時
代
の
日
神
羽
人
画
像
磚
（
図
18
）
な
ど
を
見
る
と
、
人
面
鳥
身

の
太
陽
神
が
、
中
に
烏
の
い
る
円
形
の
太
陽
を
胸
に
抱
い
て
空
中
を
飛
ぶ
様
が
描

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
玉
鷹
に
表
さ
れ
た
鳥
は
太
陽
を
運
ぶ
鳥
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
鉤
状
に
折
れ
曲
が
っ
た
喙
を
も
つ
鳥
が
、
胸
に
北
極
星
を
象
徴
す
る
八
角

星
文
を
付
け
る
の
は
、
こ
の
鳥
の
帰
属
先
を
表
さ
ん
が
た
め
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
天
の
中
心
に
位
置
す
る
北
極
星
は
太
一
の
住
ま
う
場
所
で
あ
り
、
こ
の
鳥
は

そ
こ
に
帰
属
し
、
そ
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
じ
く
鉤
状
に
折
れ
曲
が
っ
た
喙
を
持
つ
鳥
は
、
四
川
広
漢
三
星
堆
の
二
号
祭

祀
坑
か
ら
出
土
し
た
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
も
の
一
号
銅
大
型
神
樹
（
図
19
）
の
枝

先
に
九
羽
止
ま
っ
て
お
り
、
二
号
銅
大
型
神
樹
（
図
20
）
の
桃
の
実
状
の
花
果
の

先
に
も
止
ま
っ
て
い
た
。
一
号
神
樹
は
大
地
の
中
央
に
聳
え
、
天
上
世
界
と
地
上

世
界
を
連
絡
す
る
宇
宙
規
模
の
天
梯
と
し
て
の
建
木
を
表
し
て
お
り
、
鳥
は
天
上

世
界
か
ら
舞
い
降
り
て
神
樹
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鳥
は
二
号
坑
で

は
、
柄
の
先
に
つ
け
て
祭
祀
に
用
い
た
銅
鳥
頭
（
図
21
）
に
も
表
さ
れ
た
が
、
銅

鳥
足
羽
人
像
（
図
22
）
で
は
、
胴
体
以
下
を
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
こ
の
二
羽
の
鳥

の
頭
頂
に
立
乗
し
た
羽
人
が
表
さ
れ
て
い
た
。
肩
に
羽
根
を
つ
け
鳥
の
喙
と
爪
を

も
っ
た
羽
人
は
、
天
上
世
界
に
住
む
神
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
鳥

が
、
天
上
世
界
の
神
々
を
地
上
へ
と
運
ぶ
機
能
を
も
っ
た
一
種
の
乗
物
と
し
て
の

神
鳥
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
一
号
祭
祀
坑
か
ら
出
土
し
た
金
杖
（
図
23
）
は
、
こ
の
鉤
状
の
喙
を

持
っ
た
神
鳥
に
は
ま
た
別
の
機
能
が
有
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
木
製
の
杖
を
包

ん
だ
金
製
の
板
の
表
面
に
は
、
鳥
、
魚
、
矢
か
ら
成
る
三
点
セ
ッ
ト
の
図
（
図
23

ｂ
）
が
二
段
二
層
に
わ
た
っ
て
四
点
刻
さ
れ
、
区
切
ら
れ
た
最
下
段
に
は
、
鋸
歯

状
の
冠
に
耳
飾
り
を
つ
け
た
人
面
二
面
が
刻
さ
れ
て
い
た
。
金
杖
が
当
時
三
星
堆
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図20 �広漢三星堆２号祭祀坑 ２号大型銅神樹
（模本） 殷

図18 �四川彭県太平鄕 日神羽人画像磚（拓本） 後漢  
幅47.2㎝

図17 �成都金沙遺跡 銅立人像（模本） 
殷〜西周 高14.6㎝

図16 �成都金沙遺跡 金四鳥繞日飾 殷〜西周
径12.5㎝

図15 �浙江余姚河姆渡遺址 双鳥朝陽文象牙蝶形器
河姆渡文化 長16.6㎝

図19b �１号大型銅神樹
（部分） 鳥

図19a �広漢三星堆２号祭祀坑
１号大型銅神樹  
殷 高396㎝



14

に
あ
っ
た
魚
鳬
王
国
の
王
の
持
物
で
あ
り
、
人
面
と
人
面
の
間
に
祖
霊
を
象
徴
す

る
蕨
手
文
状
の
双
頭
巻
雲
文
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
頭
は
魚
鳬
王

国
の
建
国
者
で
あ
る
と
と
も
に
今
や
祖
霊
と
し
て
祀
ら
れ
る
魚
鳬
を
表
し
て
お

り
、
王
は
祖
霊
の
魚
鳬
を
金
杖
に
刻
ん
で
信
奉
の
意
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
鳥
、
魚
、
矢
の
三
点
セ
ッ
ト
も
祖
霊
信
仰
に
関
係
し
て
い
た
。
図
は
獲
物

の
鯉
に
似
た
魚
を
射
抜
い
た
矢
を
、
鉤
状
の
喙
を
も
っ
た
鳥
が
魚
ご
と
肩
に
担
い

で
運
ぶ
さ
ま
を
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
魚
は
無
論
単
な
る
魚
で
は
な
く
、
山

東
嘉
祥
宋
山
出
土
の
祠
堂
天
井
に
置
か
れ
た
四
弁
花
文
画
像
石
（
図
24
）
や
、
四

川
南
溪
出
土
の
二
号
石
棺
の
蓋
の
双
魚
四
弁
花
文
画
像
石
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、

四
弁
花
文
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
、
太
一
の
天
極
に
住
む
神
魚
で
あ
る
。
図
に
お

い
て
祖
霊
の
側
か
ら
矢
が
放
た
れ
て
い
る
よ
う
に
、
死
後
に
神
格
化
し
て
天
上
に

上
っ
た
魚
鳬
の
祖
霊
が
、
弓
矢
を
放
っ
て
そ
の
神
魚
を
射
止
め
、
神
鳥
が
地
上
へ

と
運
ぶ
と
こ
ろ
が
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

ま
た
三
星
堆
二
号
祭
祀
坑
で
は
、
こ
の
神
魚
は
神
樹
に
吊
す
掛
飾
と
し
て
も
表

さ
れ
た
。
掛
飾
に
は
銅
掛
飾
と
箔
飾
の
二
種
類
が
あ
り
、
大
き
さ
は
10
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
内
外
で
、
鈴
形
、
円
形
、
亀
背
形
、
扇
貝
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
し

た
銅
掛
飾
の
ほ
か
、
銅
や
金
を
用
い
た
魚
形
、
璋
形
な
ど
の
箔
飾
が
あ
っ
た
。
魚

形
の
銅
箔
飾
（
図
25
）
は
長
さ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
数
匹
の
魚
が
ま
と
め
て
円

形
掛
架
に
吊
さ
れ
、
更
に
小
型
銅
神
樹
の
枝
に
吊
さ
れ
て
い
た
（
図
26
）。
こ
れ

ら
は
恵
み
物
と
し
て
天
上
世
界
か
ら
地
上
に
下
さ
れ
た
も
の
で
、
鉤
形
の
喙
を

も
っ
た
二
羽
の
鳥
が
頭
頂
に
円
形
銅
掛
飾
を
載
せ
る
（
図
27
）
よ
う
に
、
そ
の
運

び
手
は
神
鳥
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
神
鳥
が
天
上
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
恵

み
物
を
も
た
ら
し
、
神
々
の
た
め
の
憑
り
代
で
あ
る
神
樹
に
止
ま
っ
て
恵
み
物
を

枝
に
掛
け
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
金
杖
の
線
刻
図
に
お
い
て
も
、
掛
飾
に
お
い
て
も
、
天
上
世
界
に

上
っ
た
祖
霊
に
よ
る
地
上
の
子
孫
へ
の
恵
み
の
施
し
が
表
さ
れ
、
特
に
金
杖
の
線

刻
図
で
は
祖
霊
の
魚
鳬
に
よ
る
魚
の
恵
み
の
施
し
が
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
祖
霊

に
対
す
る
信
仰
は
、
天
上
世
界
の
主
宰
者
た
る
太
一
に
対
す
る
信
仰
と
並
ん
で
、

三
星
堆
王
国
の
宗
教
祭
祀
の
二
大
テ
ー
マ
を
成
し
、
祭
祀
坑
の
代
表
的
遺
物
で
あ

る
大
型
の
縦
目
銅
人
面
具
は
ま
さ
に
こ
の
祖
霊
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

古
代
蜀
王
国
の
王
た
ち
に
つ
い
て
は
、
前
漢
の
揚
雄
撰
の
伝
承
の
あ
る
『
蜀
王

本
紀
』
に
、

蜀
王
之
先
名
蚕
叢
、
後
代
名
曰
柏
灌
、
後
者
名
魚
鳬
。
此
三
代
各
数
百
歳
、

皆
神
化
而
不
死
。

と
記
す
よ
う
に
、
蚕
叢
、
柏
灌
、
魚
鳬
の
三
代
の
王
が
あ
り
、
そ
の
王
朝
は
そ
れ

ぞ
れ
数
百
年
続
き
、
三
人
の
王
は
み
な
神
格
化
し
て
不
死
の
存
在
と
な
っ
た
と
あ

る
。
ま
た
、
東
晋
の
常
璩
の
撰
述
し
た
『
華
陽
国
志
』
蜀
志
に
は
、
蚕
叢
に
つ
い

て
、

有
蜀
侯
蚕
叢
、
其
目
縦
、
始
称
王
。

と
あ
り
、
古
代
蜀
に
お
い
て
最
初
に
王
国
を
建
て
た
蚕
叢
王
は
、
特
異
に
も
そ
の

目
が
縦
目
の
形
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
目
が
縦
に
突
き
出
た
縦

目
人
面
具
は
蚕
叢
王
を
表
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
祖
霊
の
し
る
し
と
し
て
の

双
頭
巻
雲
文
を
あ
し
ら
っ
た
立
ち
飾
り
を
失
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
幅
が
一
三
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
最
も
大
型
の
人
面
具
（
図
28
ａ
）
が
蚕
叢
で
あ
り
、
少

し
小
型
の
二
件
（
図
28
ｂ
）
は
「
王
に
従
っ
て
化
し
去
っ
た
」（『
蜀
王
本
紀
』）

と
い
う
従
者
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
号
坑
か
ら
は
更
に
通
常
型
の
銅

人
面
具
が
大
小
二
四
件
出
土
し
て
お
り
、
最
大
の
一
件
（
図
29
ａ
）
は
損
壊
し
て

い
た
け
れ
ど
も
破
片
か
ら
推
定
す
る
と
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
目
人
面
具
以
上
あ
っ

た
。
こ
の
特
大
型
人
面
具
が
三
代
目
王
朝
の
魚
鳬
王
を
表
し
、
他
の
人
面
具
（
図

29
ｂ
）
は
従
者
た
ち
を
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。
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図24 山東嘉祥宋山出土 蓮華銘文画像石（拓本） 後漢 幅122㎝

図23b 三星堆１号祭祀坑 金杖（模本 部分）

図23a �広漢三星堆１号祭祀坑  
金杖 殷 長142㎝

図22 �広漢三星堆２号祭祀坑  
銅人身鳥足人像（模本） 殷 残高81.6㎝

図21 �広漢三星堆２号祭祀坑 銅鳥頭 殷 高40.3㎝

図27 �広漢三星堆２号祭祀坑  
円形銅掛飾（模本） 
殷 径7.1㎝

図26b �小型銅神樹 
（模本 部分）

図26a �広漢三星堆２号祭祀坑  
小型銅神樹（模本） 
殷 残高50㎝

図25 �広漢三星堆２号祭祀坑  
銅魚及掛架 
殷 魚残長6㎝



16

三
星
堆
の
王
国
は
、
文
献
史
料
と
出
土
文
物
の
年
代
を
照
合
し
推
算
す
る
と
、

魚
鳬
王
が
創
建
し
た
王
朝
に
該
当
す
る（

（4
（

。
三
星
堆
王
国
で
は
、
自
ら
の
王
朝
を
建

て
た
魚
鳬
に
対
し
祖
霊
と
し
て
巨
大
な
人
面
具
を
青
銅
で
作
り
祭
祀
を
行
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
古
代
蜀
王
国
を
最
初
に
創
建
し
た
蚕

叢
に
対
し
て
も
祖
霊
と
し
て
縦
目
人
面
具
を
作
っ
て
盛
大
に
祭
祀
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
上
述
の
如
く
、
三
星
堆
一
号
祭
祀
坑
出
土
の
金
杖
に
は
人

面
の
祖
霊
が
表
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
祖
霊
は
無
論
魚
鳬
の
そ
れ
で
あ
り
、
天
上

世
界
に
上
っ
た
魚
鳬
の
祖
霊
が
弓
矢
で
神
魚
を
射
て
、
そ
れ
を
鉤
形
の
喙
を
も
っ

た
神
鳥
に
地
上
へ
と
運
ば
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
三
星
堆
王
国
の
王
は
自
ら
の

金
杖
に
祖
霊
と
三
点
セ
ッ
ト
の
図
を
刻
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魚
鳬
の
祖
霊
が
地

上
の
子
孫
た
ち
に
神
魚
の
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と
、
ひ
い
て
は
当
時
の
狩
猟
社
会

に
あ
っ
て
魚
の
豊
漁
を
祈
願
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
当
時
の

人
々
の
祖
霊
信
仰
の
顕
著
な
現
れ
の
一
つ
と
い
え
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
祖
霊
と
鳥
・
魚
・
矢
の
三
点
セ
ッ
ト
の
図
が
、
古
代
蜀

王
国
で
は
蚕
叢
・
柏
灌
・
魚
鳬
の
三
代
の
次
に
興
っ
た
杜
宇
王
朝
で
も
王
冠
に
採

用
さ
れ
、
か
な
り
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
二
〇
〇
一

年
、
成
都
市
の
城
西
に
当
た
る
金
沙
遺
跡
の
梅
苑
祭
祀
区
で
金
冠
帯
が
出
土
し
、

長
さ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
金
冠
の
帯
（
図
30
ａ
）
に
は
、
正
面
に
円
形
人
面

文
を
置
い
て
、
左
右
両
側
に
三
点
セ
ッ
ト
の
図
（
図
30
ｂ
）、
更
に
奥
へ
と
円
形

人
面
文
、
三
点
セ
ッ
ト
の
図
を
順
に
配
し
、
背
面
中
央
に
は
円
形
人
面
文
一
個
を

配
し
て
い
た（

（4
（

。
両
眼
を
中
に
し
て
上
下
に
眉
を
刻
し
た
奇
妙
な
円
形
文
様
は
、
実

は
祖
霊
の
杜
宇
を
表
し
て
お
り
、『
蜀
王
本
紀
』
に
、

後
有
一
男
子
、
名
曰
杜
宇
、
従
天
堕
止
朱
提
。
有
一
女
子
名
利
、
従
江
源
井

中
出
、
為
杜
宇
妻
。
乃
自
立
為
蜀
王
、
号
曰
望
帝
。

と
あ
る
通
り
、
杜
宇
は
も
と
も
と
「
天
従よ

り
堕
ち
て
」
来
、
後
に
自
立
し
て
蜀
王

に
な
っ
た
と
い
う
稀
有
な
出
自
の
存
在
で
あ
る
。
事
実
、
前
王
朝
に
当
た
る
三
星

堆
二
号
祭
祀
坑
出
土
の
円
形
銅
掛
飾
（
図
27
）
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
人
面
文
を
表

し
た
も
の
が
あ
り
、
鉤
形
の
喙
を
持
っ
た
神
鳥
二
羽
の
頭
頂
に
乗
っ
て
天
か
ら
降

り
て
き
た
と
こ
ろ
が
表
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
金
沙
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

金
冠
帯
の
図
も
、
天
上
に
上
っ
た
杜
宇
の
祖
霊
が
、
神
魚
を
弓
で
射
て
、
神
鳥
が

そ
れ
を
祖
霊
か
ら
の
恵
み
と
し
て
地
上
に
運
ぶ
と
こ
ろ
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
よ

う（
（4
（

。
杜
宇
王
朝
の
王
は
こ
の
金
冠
を
着
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
霊
の
杜
宇
に
対

し
て
信
奉
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
魚
の
恵
み
が
天
か
ら
下
さ
れ
る
こ
と
を
祈
願

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
天
上
に
上
っ
た
祖
霊
と
天
上
に
あ
っ
て
宇
宙
を
主
宰
す
る
天
帝
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
殷
墟
な
ど
か
ら
出
土
す
る
殷
代
の
甲
骨
に
記
さ
れ
た
卜
辞
が
参
考

に
な
ろ
う
。
殷
代
の
甲
骨
文
に
は
後
の
天
帝
に
相
当
す
る
帝
も
し
く
は
上
帝
と
い

う
言
葉
が
み
え
、
最
高
神
と
し
て
、
他
国
を
征
伐
し
た
り
都
市
に
災
禍
を
降
し
た

り
絶
大
の
権
能
を
有
し
て
い
た
。
他
に
も
風
、
雷
、
雨
な
ど
の
自
然
を
司
る
自
然

神
、
殷
王
室
の
先
王
や
遠
祖
な
ど
の
祖
先
神
が
い
た
が
、
天
帝
は
こ
れ
ら
に
命
令

を
下
す
権
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
帝
が
甲
骨
文
字
に
頻
繁
に
登

場
し
、
祭
祀
の
対
象
に
な
る
の
は
、
甲
骨
文
字
の
初
期
、
す
な
わ
ち
殷
代
後
期
に

当
た
る
殷
墟
文
化
の
初
期
だ
け
で
、
中
期
以
降
に
は
帝
は
次
第
に
登
場
し
な
く
な

る
。
代
わ
り
に
自
然
神
や
祖
先
神
が
祀
ら
れ
て
天
帝
の
権
力
を
代
行
す
る
よ
う
に

な
り
、
最
終
的
に
は
祖
先
神
に
集
中
し
て
殷
王
室
の
先
王
の
権
威
が
高
め
ら
れ
る

方
向
に
移
行
す
る
。
な
か
で
も
先
公
遠
祖
と
呼
ば
れ
る
遠
い
祖
先
神
に
対
し
て
、

実
り
が
祈
願
さ
れ
、
遠
祖
た
ち
が
、
作
物
の
生
長
に
不
可
欠
な
雨
を
も
た
ら
す
か

ど
う
か
が
占
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
殷
王
朝
の
遠
祖
す
な
わ
ち
祖
霊
が
、
天

上
に
あ
っ
て
天
帝
の
機
能
を
代
行
し
、
子
孫
た
ち
に
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。



17

図30b 成都金沙遺跡 金冠帯（模本 部分）

図30a 成都金沙遺跡 金冠帯（模本） 殷〜西周 幅2.68〜2.80㎝

図29b 三星堆２号祭祀坑 銅人面具 幅61.0㎝

図29a �広漢三星堆２号祭祀坑 銅人面具（模本）
耳、口断片 殷 （耳）残高38.6㎝

図28b �三星堆２号祭祀坑  
銅縦目人面具 高82.5㎝

図28a 広漢三星堆２号祭祀坑 銅縦目人面具 殷 幅138㎝
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凌
家
灘
遺
跡
の
二
九
号
墓
か
ら
出
土
し
た
新
石
器
時
代
の
玉
鷹
（
図
31
）
も
、

三
星
堆
一
号
祭
祀
坑
の
金
杖
、
金
沙
遺
跡
の
王
冠
帯
の
三
点
セ
ッ
ト
図
像
と
同
じ

考
え
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
は
正
面
観
と
側
面
観
、
或
い
は
翼
を
広

げ
た
状
態
と
閉
じ
た
状
態
と
い
う
相
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
体
型
が
ほ
ぼ
似
る
上

に
、
円
い
頭
部
や
扇
形
の
尾
翼
が
共
通
し
、
何
よ
り
も
こ
の
鳥
の
最
大
の
特
徴
と

も
い
う
べ
き
鉤
形
の
喙
を
共
に
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
星
堆
で
は
こ
の
鳥
は
天

上
に
属
し
て
、
羽
人
な
ど
の
天
上
の
神
々
や
恵
み
物
を
地
上
に
運
ぶ
神
鳥
で
あ
っ

た
が
、
凌
家
灘
で
も
こ
の
鳥
は
胸
に
天
の
中
心
の
北
極
星
を
象
徴
す
る
八
角
星
文

を
描
い
て
天
上
に
帰
属
す
る
神
鳥
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
た
。
但
し
、
矢
で

射
た
魚
と
翼
の
両
端
の
豚
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
両
者
は
神
鳥
に
よ
っ
て
運
ば

れ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
、
三
点
セ
ッ
ト
の
場
合
は
、
射
た
矢
ご
と
神
鳥
が
魚

を
運
ぶ
の
に
対
し
て
、
玉
鷹
の
場
合
は
、
両
翼
に
豚
を
乗
せ
て
運
ぶ
よ
う
に
表
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
三
点
セ
ッ
ト
の
魚
は
天
上
か
ら
地
上
へ
の
神
聖
な
恵
み
物
と
し

て
の
食
料
の
一
種
で
あ
っ
た
が
、
玉
鷹
の
豚
も
単
な
る
豚
で
は
な
く
、
同
じ
く
天

上
か
ら
地
上
へ
の
神
聖
な
恵
み
物
と
し
て
の
食
料
の
一
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。新

石
器
時
代
の
墓
葬
中
か
ら
、
豚
の
骨
（
特
に
下
顎
骨
）
が
盛
ん
に
随
葬
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
野
性
の
猪
が
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
、
豚
は
家
畜
と
し
て
飼
養
さ

れ
、
重
要
な
食
糧
と
な
っ
て
い
た（

（5
（

。
例
え
ば
浙
江
余
姚
の
河
姆
渡
遺
跡
第
一
期
文

化
層
か
ら
出
土
し
た
黒
陶
の
円
角
長
方
鉢
（
図
32
）
は
、
両
側
面
に
豚
が
一
頭
ず

つ
線
刻
さ
れ
て
い
た
。
豚
は
口
が
長
く
、
脚
も
細
く
、
背
中
に
粗
い
毛
が
生
え

て
、
猪
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
同
じ
第
一
文
化
層
出
土
の
陶
製
の
豚

（
図
33
）
は
全
体
に
ま
る
ま
る
と
象
ら
れ
て
、
脚
も
太
く
、
い
か
に
も
飼
育
さ
れ

た
家
畜
の
豚
の
風
体
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
確
か
に
家
畜
の
豚
は
当
時
存
在
し
て

い
た
が
、
方
鉢
の
豚
は
、
脇
腹
に
象
徴
的
な
二
重
の
円
形
が
大
き
く
施
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
通
常
の
豚
で
は
な
く
、
祭
祀
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
神
聖
な
豚
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
稍
や
デ
フ
ォ
ル
メ
を
加
え
て
黒
陶
の
鉢
に
大
き
く
存
在
感
豊
か

に
表
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
良
渚
文
化
の
玉
猪
（
図
34
）
に
象
ら
れ
た
豚
も
、
特

別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
型
の
玉
豚
の
飾
り
は
、
下
部
に
孔
が
ふ
た
つ
開
い

て
何
か
に
取
り
付
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
が
、
豚
は
大
き
な
眼
を
も
ち
、
体

一
面
、
細
か
い
線
刻
の
渦
文
や
紐
文
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。
良
渚
文
化
の
玉

器
に
刻
さ
れ
た
神
人
、
神
鳥
、
神
獣
な
ど
の
神
々
と
同
じ
く
、
豚
が
神
格
的
な
扱

い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
時
代
は
殷
後
期
に
降
っ
て
、
湖
南
湘
潭
県
船
形
山
出
土
の
銅
豕
尊
（
図

35
）
は
、
背
中
に
蓋
が
あ
っ
て
酒
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
豚
の
前

肢
や
後
肢
の
上
に
夔
龍
文
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
上
に
、
蓋
の
上
に
は
鳥
が
一
羽

止
ま
り
、
尋
常
の
豚
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る（

（5
（

。
鳥
は
頭
頂
に
冠
羽
を
つ
け
た
鳳

凰
の
一
種
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
様
の
鳥
は
後
述
す
る
江
西
新
干
大
洋

洲
遺
跡
出
土
の
伏
鳥
双
尾
銅
虎
（
図
92
）
の
背
に
も
乗
っ
て
お
り
、
豚
が
天
上
に

属
す
る
神
聖
な
動
物
で
あ
る
こ
と
を
、
天
上
世
界
か
ら
の
使
い
で
あ
る
鳳
凰
の
像

を
借
り
て
象
徴
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
時
に
神
格
化
さ
れ
た
扱
い
を
受
け
る
ほ
ど
に
神
聖
な
豚
が
、
凌
家

灘
の
玉
鷹
に
お
い
て
、
鉤
状
の
鉤
を
持
ち
、
天
上
の
神
々
を
地
上
に
運
ぶ
機
能
を

持
っ
た
神
鳥
の
両
翼
に
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
こ
の
豚
は
天
上
の
豚
で
あ

り
、
そ
れ
が
神
鳥
に
よ
っ
て
地
上
に
運
ば
れ
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
と
み
な
し
て
よ

か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
三
星
堆
祭
祀
坑
出
土
の
金
杖
の
場
合
は
魚
で
あ
っ
た
が
、
凌

家
灘
で
は
豚
が
地
上
へ
の
恵
み
物
の
食
料
に
選
ば
れ
、
神
鳥
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
玉
鷹
の
豚
も
、
も
は
や
野
性
の
猪
で
は
な
く
、
鼻
も
頭
も
首
も

ふ
く
よ
か
な
丸
み
を
帯
び
た
家
畜
と
し
て
の
豚
で
あ
り
、
神
獣
ら
し
い
気
品
を
備
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図35 湖南湘潭船形山出土 豕尊 殷 長72㎝ 図34 玉猪（模本） 良渚文化 東京国立博物館

図33 �浙江余姚河姆渡出土 陶猪 河姆渡文化 
長6.3㎝

図32 �浙江余姚河姆渡遺跡 猪文黒陶鉢  
河姆渡文化 高11.7㎝

図31 安徽含山凌家灘29号墓 玉鷹（模本） 家岡文化 幅6.35㎝
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え
る
と
同
時
に
、
い
か
に
も
食
欲
を
そ
そ
る
食
料
に
ふ
さ
わ
し
い
極
上
の
豚
に
表

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
恵
み
物
の
豚
が
天
上
か
ら
降
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
地

上
の
側
で
も
当
然
そ
れ
に
見
合
う
祭
祀
が
行
わ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
玉
鷹
の
出
土

し
た
凌
家
灘
遺
跡
二
九
号
墓
か
ら
三
体
の
玉
人
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
玉
人
（
図

36
）
は
い
ず
れ
も
高
さ
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
、
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
厚
み
に
平
た
く
彫
刻
を
施
し
、
顎
の
張
っ
た
四
角
い
顔
は
大
き
な
眼
、
鼻
、
口

を
浮
彫
し
て
、
耳
に
は
耳
飾
り
用
の
孔
を
開
け
て
い
る
。
頭
に
は
中
央
が
突
起
し

た
帯
状
の
冠
を
つ
け
、
腕
は
両
手
を
曲
げ
て
胸
の
上
で
指
を
開
く
意
味
あ
り
げ
な

仕
草
を
し
、
多
数
の
腕
輪
を
幾
層
も
の
線
で
表
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
仕
草
は
遼
寧
牛

河
梁
第
一
六
積
石
冢
中
心
大
墓
か
ら
出
土
し
た
玉
人
（
図
37
）
も
し
て
お
り（

（5
（

、
同

じ
意
味
を
帯
び
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
帯
を
締
め
た
腰
か
ら
下
は
前
と

横
に
袋
状
に
張
り
出
し
て
お
り
、
脚
を
少
し
曲
げ
て
い
る
様
が
窺
え
る
。
凌
家
灘

で
は
他
に
一
号
墓
か
ら
高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
三
体
の
玉
人
（
図

38
）
が
出
土
し
て
い
る
が（

（5
（

、
細
身
の
脚
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
お
り
、
姿
勢
は

は
っ
き
り
異
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
玉
人
は
祭
祀
を
行
う
祭
司
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫（

（5
（

）
と
み
な
す
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
祭
祀
に
用
い
た
祭
器
を
埋
め
た
三
星
堆
祭
祀
坑
か
ら

は
、
上
天
の
祭
祀
を
行
う
シ
ャ
ー
マ
ン（

（5
（

、
大
地
を
支
え
る
神
を
ま
つ
る
シ
ャ
ー
マ

ン（
（5
（

、
祖
霊
を
迎
え
る
シ
ャ
ー
マ
ン（

（6
（

な
ど
様
々
な
シ
ャ
ー
マ
ン
が
発
見
さ
れ
、
金
沙

遺
跡
で
も
太
陽
を
ま
つ
る
シ
ャ
ー
マ
ン（

（6
（

が
確
認
さ
れ
た
。
三
星
堆
で
こ
の
凌
家
灘

の
玉
人
に
相
応
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
二
号
祭
祀
坑
の
三
体
の
銅
跪
坐
人
像

（
図
39
）
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
膝
に
両
手
を
当
て
跪
坐
し
て
い
る
が
、
う
ち
二
体

は
立
て
た
両
足
の
踝
の
上
に
尻
を
の
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
残
り
の
一
体
は
両
脚

を
や
や
斜
め
前
に
向
け
て
右
の
片
膝
の
み
地
に
つ
け
て
い
る
。
み
な
釣
り
上
が
っ

た
眼
に
大
き
な
口
を
し
た
三
星
堆
独
特
の
顔
立
ち
を
し
て
、
両
端
に
角
を
立
て
た

冠
を
か
ぶ
り
、
大
き
さ
は
一
二
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
円
彫
像
で
は
あ
る
が

や
や
扁
平
に
作
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
跪
坐
人
像
と
し
て
は
祖
霊
を
迎
え
る
三
星
堆
の
跪

坐
人
像
（
図
40
ａ
）
や
殷
墟
婦
好
墓
の
跪
坐
人
像
（
図
40
ｂ
）
と
比
べ
る
と
、
跪

拝
像
と
し
て
厳
肅
味
に
欠
け
る
う
え
に
、
明
ら
か
に
や
や
粗
末
に
作
ら
れ
て
い

る
。
二
九
号
墓
の
玉
人
は
跪
坐
人
像
で
は
な
い
が
、
一
号
墓
の
直
立
像
に
比
べ
脚

を
曲
げ
て
お
り
、
こ
れ
も
一
種
の
跪
拝
像
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
三
体
と
い
う

数
も
見
事
に
対
応
し
て
い
る
。

で
は
、
何
に
対
し
て
跪
拝
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
先
に
三
星
堆
の
銅
跪
坐

人
像
を
考
察
し
た
時
に
は
未
だ
曖
昧
で
あ
っ
た（

（6
（

が
、
こ
の
凌
家
灘
の
二
九
号
墓
で

は
こ
の
玉
人
に
対
応
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
玉
鷹
し
か
見
当
た
ら
ず
、
天
上
か
ら

豚
の
恵
み
物
を
の
せ
て
降
り
て
き
た
神
鳥
に
対
し
て
拝
礼
の
意
を
表
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
体
の
玉
人
が
、
恵
み
物
と
と
も
に
地
上
に
降
っ

た
神
鳥
に
対
し
拝
礼
し
て
迎
え
る
祭
祀
の
光
景
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。

三
星
堆
祭
祀
坑
か
ら
出
土
し
た
、
鉤
形
の
喙
を
持
っ
た
神
鳥
は
、
凌
家
灘
遺
跡

二
九
号
墓
出
土
の
新
石
器
時
代
後
期
の
凌
家
灘
の
玉
鷹
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

知
れ
た
が
、
新
石
器
時
代
に
は
更
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

二
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
玉
器

（
一
）
透
彫
神
鳥
人
頭
玉
佩

龍
山
文
化
の
玉
器
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
内
容
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
一
九
六
三
年
に
山
東
日
照
両
城
鎮
で
獣
面
文
玉
斧
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん

で
、
そ
の
一
端
が
知
れ
た
。
こ
の
石
斧
は
両
城
鎮
の
龍
山
文
化
の
遺
跡
で
採
集
さ

れ
た
だ
け
で
な
く
、
表
裏
に
陰
刻
さ
れ
た
文
様
が
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
黒
陶
の
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図40b �河南安陽殷墟婦好墓 跪坐玉人 殷 
高8.5㎝

図40a �広漢三星堆１号祭祀坑  
銅跪坐人像 殷 高14.6㎝

図39 広漢三星堆２号祭祀坑 銅跪坐人像 殷 右高13.3㎝ 図38 �安徽含山凌家灘１号墓  
玉人（模本） 家岡文化 高9.6㎝

図37 �遼寧牛河梁積石冢中心大墓  
玉人 紅山文化 高18.5㎝

図36b 玉人（背面） 図36a �安徽含山凌家灘29号墓  
玉人 家岡文化 高8.1㎝
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文
様
と
似
る
こ
と
か
ら
、
龍
山
文
化
時
期
の
も
の
と
判
明
し
た
の
で
あ
る（

（6
（

。
そ
し

て
更
に
そ
の
文
様
を
欧
米
の
個
人
や
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
台
北
故
宮
博
物

院
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
獣
面
文
の
伝
世
玉
器
と
比
較
す
る
と
、
似
る
も
の
が
多

く
、
そ
れ
ら
の
玉
器
も
龍
山
文
化
の
遺
物
と
推
定
さ
れ
た（

（6
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
確

か
な
発
掘
品
も
な
い
状
態
が
続
い
た
が
、
一
九
八
七
年
に
湖
北
天
門
の
肖
家
屋
脊

の
石
家
河
文
化
遺
跡
か
ら
多
く
の
玉
器
が
発
掘
さ
れ
る
と（

（6
（

、
そ
れ
ま
で
一
九
五
五

年
に
発
掘
さ
れ
た
天
門
石
家
河
羅
家
柏
嶺
の
玉
器（

（6
（

な
ど
が
見
直
さ
れ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
湖
南
澧
県
孫
家
崗
な
ど
で
発
掘
が
行
わ
れ（

（6
（

、
次
第
に
数
量
が
増
え
て

石
家
河
文
化
玉
器
の
全
貌
が
知
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
玉

器
の
形
式
は
、
先
に
龍
山
文
化
と
さ
れ
た
伝
世
玉
器
と
文
様
や
表
現
技
法
に
お
い

て
共
通
点
が
多
く
、
一
部
は
石
家
河
文
化
玉
器
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
両
者
の

線
引
き
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
混
迷
を
極
め
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る（

（6
（

。

従
っ
て
こ
こ
で
は
便
宜
的
な
措
置
と
し
て
、
出
土
地
の
明
確
な
発
掘
品
は
龍
山
文

化
と
石
家
河
文
化
に
分
類
す
る
け
れ
ど
も
、
伝
世
品
は
龍
山
・
石
家
河
文
化
と
し

て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
伝
世
す
る
透
し
彫
り
の
玉
佩
（
図
41
）
は
、
高

さ
九
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
鉤
形
の
喙
を
持
ち
、
頭
を
横
に
向
け
て
翼
を
左
右

に
拡
げ
た
正
面
形
の
鳥
を
上
に
配
し
、
下
に
は
頭
髪
を
長
く
垂
ら
し
て
カ
ー
ル
さ

せ
た
人
頭
二
つ
を
背
中
合
わ
せ
の
外
向
き
に
配
し
て
い
る
。
い
か
に
も
鷹
か
鷲
を

思
わ
せ
る
猛
禽
の
鳥
は
、
片
足
ず
つ
下
の
人
頭
の
上
に
置
い
て
、
鋭
い
爪
が
人
頭

の
上
に
触
れ
て
い
る
。

ま
た
上
海
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
同
じ
く
両
面
透
し
彫
り
の
玉
佩
（
図
42
）

は
、
高
さ
一
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
鉤
形
の
喙
を
持
っ
た
猛
禽
の
鳥
を
、
翼

を
半
ば
拡
げ
て
側
視
形
に
大
き
く
表
し
、
長
い
髪
を
垂
ら
し
た
人
頭
を
下
端
に
小

さ
く
表
し
て
、
細
か
く
見
る
と
、
鳥
の
足
の
鋭
い
爪
が
人
頭
の
上
に
触
れ
て
い

る
。
ま
た
鳥
の
背
後
に
は
上
を
向
い
た
小
型
の
同
種
の
鳥
を
外
向
き
に
置
き
、
間

に
帯
状
に
長
く
く
ね
る
龍
を
思
わ
せ
る
も
の
を
配
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
件
の
佩
玉
に
対
す
る
従
来
の
解
釈
は
、
例
え
ば
、
鳥
の
爪
が
人
間
の

頭
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
間
を
攫
う
光
景
と
解
し
、「
鷹
攫
人
首
佩
」

な
ど
の
題
が
付
け
ら
れ
た
り
し
た（

（7
（

。
し
か
し
、
鳥
は
、
攫
う
時
に
み
せ
る
爪
で

し
っ
か
り
掴
む
と
い
う
仕
草
で
は
な
く
、
爪
は
わ
ず
か
に
頭
に
触
れ
る
程
度
で
あ

り
、
全
く
見
当
違
い
の
解
釈
と
い
え
る（

（7
（

。

鳥
は
凌
家
灘
玉
鷹
の
鳥
と
同
じ
く
、
天
上
か
ら
地
上
に
降
り
立
っ
た
神
鳥
と
解

さ
れ
る
。
形
状
的
に
と
も
に
喙
が
鉤
形
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
が
、
鳥
の
姿
態
も
、
同
じ
く
正
面
形
を
表
し
た
玉
鷹
と
故
宮
博
物
院

の
佩
玉
と
を
比
べ
る
と
、
前
者
が
主
題
の
違
い
か
ら
翼
の
両
端
に
豚
を
表
し
て
い

る
こ
と
を
除
け
ば
、
両
者
は
と
も
に
頭
を
横
に
向
け
て
翼
を
拡
げ
、
扇
形
の
尾
羽

根
を
地
に
着
け
て
立
っ
て
い
る
。
爪
も
主
題
の
違
い
か
ら
、
前
者
は
尾
羽
根
に
隠

れ
、
後
者
は
人
頭
の
上
に
顕
わ
に
表
し
た
だ
け
で
あ
る
。
制
作
の
地
域
、
時
代
を

越
え
た
こ
の
類
似
は
大
き
い
と
言
え
る
。
佩
玉
の
鳥
は
翼
を
完
全
に
は
拡
げ
ず
、

半
ば
拡
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
空
中
を
舞
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
頭

に
触
れ
る
た
め
に
天
か
ら
地
上
に
降
り
立
と
う
と
し
て
い
る
光
景
と
解
さ
れ
る
。

玉
鷹
の
場
合
は
、
鳥
の
帰
属
先
を
示
す
も
の
と
し
て
胸
の
八
角
星
文
が
あ
っ
た

が
、
上
海
博
物
館
の
佩
玉
に
表
さ
れ
た
小
型
の
鳥
が
頭
を
上
方
に
向
け
、
大
型
の

鳥
と
飛
ん
で
き
た
帰
属
先
の
天
を
見
上
げ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
を
示
す
も
の
と
言

え
る（

（7
（

。
で
は
、
頭
だ
け
表
さ
れ
た
人
間
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
人
頭
は
冠
を
着
け
る
の

で
も
な
け
れ
ば
髪
を
結
う
の
で
も
な
く
、
大
き
く
表
さ
れ
た
故
宮
博
物
院
の
玉
佩

で
は
、
頭
の
上
の
髪
を
短
く
刈
り
込
ん
で
、
後
ろ
は
長
く
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
の

髪
型
は
ザ
ン
バ
ラ
髪
、
即
ち
被
髪
の
一
種
で
、「
被
髪
左
衽
」（
礼
記･

王
制
）、
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「
被
髪
文
身
」（
論
語
・
憲
問
）
と
い
う
如
く
、
蛮
族
の
風
俗
と
さ
れ
る
の
が
一
般

で
あ
る
が
、
ま
た
中
国
古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
髪
型
の
一
種
で
も
あ
っ
た（

（7
（

。
天
上

か
ら
降
り
て
来
た
神
鳥
が
何
故
に
人
間
と
関
わ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
の
人
間
が
祭

祀
に
お
い
て
よ
り
ま
し
（
憑
巫
）、
即
ち
憑
り
代
の
役
を
つ
と
め
る
シ
ャ
ー
マ
ン

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
神
鳥
の
爪
は
人
間
の
頭
を
掴
む
こ
と
な

く
、
僅
か
に
触
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
人
頭
を
傷
つ
け
る
必
要
は
さ
ら

さ
ら
な
く
、
憑
依
の
方
法
と
し
て
は
象
徴
的
に
人
頭
に
触
れ
れ
ば
足
り
た
か
ら
で

あ
る
。

憑
り
代
は
、
殷
後
期
の
広
漢
三
星
堆
祭
祀
坑
で
は
、
大
形
銅
神
樹
の
枝
先
に
つ

い
た
桃
の
実
状
の
花
果
が
そ
の
役
を
果
た
し
、
天
上
か
ら
舞
い
降
り
た
神
鳥
が
果

実
に
止
ま
り
、
特
に
二
号
大
型
神
樹
（
図
19
）
に
止
ま
っ
た
神
鳥
は
、
そ
の
胸
に

桃
の
実
状
の
文
様
を
あ
し
ら
い
、
神
樹
の
花
果
と
の
符
合
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
小
型
銅
神
樹
（
図
26
）
の
場
合
は
、
枝
先
の
花
果
に
人
間
の
寿
命
を
掌
る
句

芒
に
似
た
人
面
鳥
身
の
神
人
が
止
ま
っ
て
い
た
。
更
に
玉
器
も
憑
り
代
と
し
て
使

わ
れ
、
二
号
祭
祀
坑
出
土
の
銅
持
璋
小
人
像
（
図
43
）
で
は
祭
司
が
牙
璋
を
天
に

向
け
て
前
に
突
き
出
し
、
天
の
使
い
の
鳥
が
降
り
て
く
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お

り
、
実
際
、
一
号
祭
祀
坑
出
土
の
玉
璋
（
図
44
）
で
は
、
そ
の
鳥
が
降
り
て
先
端

に
止
ま
る
と
こ
ろ
が
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
少
し
時
代
の
下
っ
た
金
沙
遺
跡
で

も
同
様
で
あ
り
、
王
の
祖
霊
の
一
種
が
二
羽
の
神
鳥
に
乗
っ
て
天
か
ら
降
り
憑
っ

た
と
こ
ろ
が
、
祭
祀
区
出
土
の
牙
璋
（
図
45
）
に
描
か
れ
て
い
た（

（7
（

。

こ
の
よ
う
な
憑
り
代
は
、
新
石
器
時
代
以
来
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
遡
っ
て
良
渚
文
化
の
遺
跡
で
は
も
っ
ぱ
ら
玉
器
が
憑
り
代
と
し
て
使
わ
れ
、

後
述
す
る
よ
う
に
浙
江
餘
杭
反
山
や
瑶
山
の
墓
葬
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
玉
器
の

琮
、
三
叉
形
器
、
冠
状
器
な
ど
に
は
各
種
の
神
々
が
集
ま
り
、
そ
の
神
々
の
像
が

表
面
に
表
さ
れ
て
い
た
。

玉
器
は
徳
、
す
な
わ
ち
生
命
を
再
生
さ
せ
る
神
秘
的
な
力
を
備
え
て
お
り
、
例

え
ば
佩
玉
と
し
て
身
に
つ
け
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
命
力
を
増
益
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
り
、
葬
玉
と
し
て
遺
体
の
旁
ら
に
置
い
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
死

者
を
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
或
い
は
腐
敗
か
ら
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
っ

た（
（7
（

。
ま
た
天
地
の
神
々
を
憑
ら
し
め
る
神
秘
的
な
力
を
備
え
て
お
り
、
例
え
ば
祭

玉
と
し
て
祭
壇
に
置
い
た
の
は
、
そ
こ
に
神
を
降
ろ
し
憑
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
前
漢
初
期
の
湖
南
長
沙
砂
子
塘
墓（

（7
（

の
外
棺
漆
画
（
図
46
）
に
は
、
二
羽

の
鶴
に
似
た
鳥
の
首
が
、
上
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
玉
璧
の
孔
を
貫
い
て
い
る
様

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
天
帝
の
側
近
の
み
が
許
さ
れ
る
独
特
の
冠
を
つ

け
、
長
い
尾
羽
根
を
翻
し
た
二
羽
の
鳳
凰
が
、
死
者
の
霊
魂
を
迎
え
る
た
め
に
天

帝
の
使
者
と
し
て
地
上
に
降
り
、
祭
壇
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
玉
璧
に
憑
っ
た
と
こ

ろ
が
表
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。
こ
の
他
、
特
殊
な
人
間
が
憑
り
代
と
し
て
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
よ
り
ま
し
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
。

中
国
古
代
の
祭
政
一
致
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
神
権
の
み
な
ら

ず
王
権
を
も
掌
握
し
、
国
事
の
一
切
を
決
定
す
る
祭
祀
を
主
宰
し
た
。
従
っ
て

シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
は
祭
祀
を
遂
行
す
る
祭
司
と
し
て
の
そ
れ
が
主
で
あ
っ
た
。

実
際
の
祭
祀
に
用
い
た
祭
具
の
一
切
を
埋
め
た
三
星
堆
祭
祀
坑
の
遺
物
は
、
当
時

の
祭
祀
を
再
現
す
る
に
足
る
十
分
な
内
容
を
具
え
、
従
っ
て
青
銅
で
作
ら
れ
た
祭

司
、
祭
官
の
像
も
数
多
く
出
土
し
た
ば
か
り
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
祀
に
お
け
る
役

割
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

総
高
二
六
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
大
型
銅
立
人
像
（
図
47
）
は
、
大

き
さ
か
ら
み
て
も
大
巫
師
と
も
言
う
べ
き
祭
祀
を
統
括
す
る
祭
司
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
両
腕
を
曲
げ
、
両
手
を
円
環
状
に
作
っ
て
胸
の
前
に
置
い
た
独
特
の

仕
草
は
、
他
の
祭
司
、
祭
官
た
ち
と
同
じ
く
、
天
に
対
す
る
敬
虔
の
意
を
込
め
た

一
種
の
サ
イ
ン
で
あ
り
、
当
時
の
上
天
祭
祀
の
構
造
を
示
す
玉
辺
璋
線
刻
画
（
図
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図47b �銅大型立人像 衣服龍文様 
（模本 部分）

図47a �広漢三星堆２号祭祀坑  
銅大型立人像 殷  
高262㎝

図46 �湖南長沙砂子塘１号漢墓 
外棺頭部漆画 前漢

図45 �成都金沙遺跡 刻紋玉璋 
（模本） 殷〜西周 長39.2㎝

図44 �広漢三星堆１号祭祀坑  
玉璋 殷 長38.2㎝

図43 �広漢三星堆２号祭祀坑  
銅持璋小人像 殷 高4.7㎝

図42 �透彫神鳥人頭玉佩（拓本） 高10.2㎝  
上海博物館

図41b �透彫神鳥人物頭佩 
（模本）

図41a �透彫神鳥人頭玉佩 高9.1㎝  
北京故宮博物院
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48
）
に
表
さ
れ
た
よ
う
に
、
天
は
こ
れ
に
対
し
て
同
じ
サ
イ
ン
を
作
っ
て
応
じ
、

地
上
に
恵
み
物
を
降
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た（

（7
（

。
ま
た
こ
の
祭
司
の
職
掌

は
、
着
衣
の
腹
部
に
二
段
二
列
に
わ
た
っ
て
四
頭
の
龍
が
表
さ
れ
て
い
る
通
り

（
図
47
ｂ
）、
龍
を
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
龍
は
一
号
大
型
銅
神
樹
の
片
側
に
表

さ
れ
た
よ
う
に
、
天
上
と
地
上
の
間
を
往
来
し
て
神
々
を
運
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い

た
か
ら
、
天
地
の
円
満
な
交
通
が
こ
の
祭
司
の
役
目
で
あ
っ
た
と
い
え
る（
注
）。

ま
た

獣
首
冠
人
物
像
（
図
49
）
は
、
そ
の
冠
が
、
天
上
、
地
上
、
地
下
に
わ
た
る
宇
宙

を
表
現
し
た
銅
神
壇
（
図
14
ａ
）
に
お
い
て
最
も
下
層
の
地
下
世
界
で
大
地
を
支

え
る
神
獣
の
頭
部
（
図
14
ｂ
）
を
象
っ
て
お
り
、
と
り
も
直
さ
ず
大
地
を
平
穏
に

維
持
す
る
こ
と
が
こ
の
祭
司
の
役
割
で
あ
っ
た（

（7
（

。

し
か
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
神
々
を
自
ら
の
身
に
憑

依
さ
せ
、
神
々
に
代
わ
っ
て
そ
の
意
を
伝
え
る
よ
り
ま
し
と
し
て
の
役
目
が
あ
っ

た
。
よ
り
ま
し
に
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
中
で
も
特
殊
な
才
能
を
有
し
た
者
が
選
ば
れ

た
が
、
後
の
形
式
化
さ
れ
た
祭
祀
儀
礼
を
述
べ
た
『
儀
礼
』
少
牢
饋
食
礼
で
は
、

尸
と
呼
ば
れ
、
祖
先
祭
祀
の
場
で
演
じ
ら
れ
る
尸
の
行
動
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て

い
る（

（8
（

。
即
ち
、
祭
司
の
祝
に
よ
っ
て
廟
の
門
で
迎
え
ら
れ
た
尸
は
、
祝
の
案
内
で

堂
に
升
っ
て
座
に
坐
り
、
十
一
飯
の
懇
ろ
な
饗
応
を
受
け
た
後
、
祖
先
神
と
し
て

祝
福
の
言
葉
の
嘏
辞
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
少
牢
饋
食
礼
は
こ
の
儀
礼
の
核
心
部

分
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

尸
執
以
命
祝
。
卒
命
祝
。
祝
受
以
東
、
北
面
于
戸
西
。
以
嘏
于
主
人
、
曰
。

「
皇
尸
命
工
祝
。
承
致
多
福
無
疆
于
女
孝
孫
。
來
女
孝
孫
。
使
女
受
祿
于
天
。

宜
稼
于
田
。
眉
壽
萬
年
。
勿
替
引
之
。」
主
人
坐
奠
爵
。
興
。
再
拜
稽
首
。

尸
が
祝
に
嘏
辞
を
伝
達
す
る
と
、
祝
は
東
に
進
ん
で
北
面
し
、
主
人
に
嘏
辞
を
述

べ
る
。
そ
の
祝
福
の
言
葉
に
は
、「
輝
か
し
い
尸
は
、
工
祝
に
、
次
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
た
。
な
ん
じ
孝
孫
に
は
、
無
限
の
多
福
を
伝
え
取
ら
せ
よ
う
。
な
ん
じ
孝

孫
へ
の
た
ま
も
の
と
し
て
、
天
よ
り
の
祿
（
さ
い
わ
い
）
を
受
け
さ
せ
、
農
地
で

は
穀
物
の
で
き
が
良
好
で
、
万
年
ま
で
の
長
寿
を
得
さ
せ
よ
う
。
怠
る
こ
と
な

く
、
こ
の
幸
い
を
末
長
く
守
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
」（
小
南
一
郎
氏
訳
）
と
あ
る
。

伝
え
ら
れ
た
主
人
は
、
坐
っ
て
爵
を
置
く
と
立
ち
上
が
り
、
再
拝
稽
首
し
て
ひ
と

ま
ず
こ
の
儀
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

儒
教
の
礼
儀
は
常
に
複
雑
で
あ
る
が
、
上
述
の
佩
玉
に
表
さ
れ
た
人
頭
の

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
こ
の
尸
が
廟
の
門
に
入
っ
て
祭
祀
が
行
わ
れ
る
前
段
階
、
天
上

か
ら
神
も
し
く
は
恵
み
物
を
の
せ
た
神
鳥
が
、
憑
り
代
と
し
て
の
自
ら
の
頭
に
降

臨
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
時
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
の
姿
も
、
何
の
恵
み
物

も
見
え
な
い
が
、
初
期
の
降
臨
の
生
々
し
い
素
朴
な
光
景
を
伝
え
る
も
の
と
い
え

る
。こ

の
よ
う
に
シ
ャ
ー
マ
ン
に
は
祭
司･

祭
官
と
よ
り
ま
し
の
二
種
類
が
い
た

が
、
新
石
器
や
殷
・
西
周
の
上
古
に
あ
っ
て
は
通
常
、
祭
司
、
祭
官
は
着
衣
の
姿

で
、
冠
な
ど
を
着
け
て
表
さ
れ
た
の
に
対
し
、
よ
り
ま
し
は
裸
体
の
姿
で
、
被
髪

の
ま
ま
に
表
さ
れ
た（

（8
（

。
上
述
の
凌
家
灘
の
玉
人
、
三
星
堆
祭
祀
坑
の
銅
立
人
像
な

ど
は
前
者
の
例
で
、
殷
墟
婦
好
墓
出
土
の
男
女
を
表
裏
に
表
し
た
玉
立
人
像
（
図

50
）
や
甘
肅
霊
台
草
坡
西
周
墓
出
土
の
玉
立
人
像
（
図
51
）、
そ
し
て
こ
の
佩
玉

の
人
頭
が
後
者
の
例
に
相
当
す
る
。
ま
た
遡
っ
て
パ
リ
の
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術

館
所
蔵
の
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
玉
製
人
物
像
（
図
52
）
も
、
被
髪
の
さ
ま
は
北

京
故
宮
博
物
院
の
佩
玉
の
人
物
と
同
じ
で
、
よ
り
ま
し
と
認
め
て
よ
か
ろ
う（

（8
（

。

（
二
）
神
鳥
獣
面
文
玉
圭

さ
て
、
龍
山
・
石
家
河
時
代
の
伝
世
玉
器
三
件
に
は
、
鉤
形
の
喙
の
鳥
が
ま
た

別
の
パ
タ
ー
ン
で
表
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
台
北
故
宮
博
物
院
（
図
53
）、
天

津
博
物
館
（
図
54
）、
上
海
博
物
館
（
図
55
）
が
収
蔵
し
、
い
ず
れ
も
長
方
形
の
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図52 �玉製人物像  
チェルヌスキー 
美術館

図51 �甘肅霊台白草坡 
１号墓 玉人  
西周 高17.6㎝

図50b 玉人（背面 女） 図50a �河南安陽殷墟婦好墓  
玉人（男） 殷 
高12.5㎝

図49 �広漢三星堆２号坑出土 銅獣首冠人像 
（模本） 殷 残高81.6㎝

図48 �広漢三星堆２号祭祀坑 玉辺璋祭祀図 
（模本） 殷



27

板
状
を
し
た
有
孔
玉
圭（

（8
（

の
片
面
に
刻
さ
れ
る
。
も
う
一
面
に
は
獣
面
を
刻
し
、
そ

の
位
置
も
み
な
柄
と
身
を
分
か
つ
二
段
の
横
線
の
上
に
配
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

い
ず
れ
の
鳥
も
北
京
故
宮
博
物
院
の
玉
佩
の
鳥
と
同
様
に
、
翼
を
半
ば
拡
げ
た
状

態
で
正
面
向
き
に
表
さ
れ
、
爪
を
拡
げ
て
横
線
の
上
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
頭
は

横
で
は
な
く
上
を
向
い
て
い
た
。
表
現
方
法
に
様
式
、
精
粗
の
差
こ
そ
あ
れ
、
佩

玉
の
鳥
と
同
じ
く
神
鳥
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
、
獣
面
の
方
は
図
柄
に
相
当
の
差
異
が
見
ら
れ
、
台
北
故
宮
博
物
院
の
玉

圭
に
は
、
二
重
の
瞳
を
持
っ
た
円
目
が
大
き
く
表
さ
れ
て
、
頭
頂
に
は
左
右
に
草

葉
文
状
の
角
な
ど
が
高
く
翻
り
、
中
央
に
は
亭
式
文
が
高
く
聳
え
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
天
津
博
物
館
の
場
合
は
、
円
目
の
瞳
は
一
重
で
小
振
り
と
な
り
、
両
側

の
角
も
中
央
の
亭
式
文
も
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
亭
式
文
は
形
を
整
え
て
存
在
感

を
増
し
、
上
海
博
物
館
の
場
合
は
亭
式
文
が
更
に
横
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
拡
が
っ

て
、
威
圧
感
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
獣
面
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
天
津
博
物
館
が
所
蔵
す
る
透
し
彫
り

玉
佩
（
図
56
）
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
、
上
部
に
は
北
京
故
宮
博
物
院
の
玉
佩

と
同
じ
く
、
鉤
形
の
喙
を
持
つ
猛
禽
の
鳥
が
翼
を
半
ば
拡
げ
て
正
面
向
き
に
表
さ

れ
、
下
部
に
は
豪
華
な
装
飾
を
あ
し
ら
っ
た
台
が
置
か
れ
て
い
る
。
爪
を
拡
げ
た

鳥
の
足
の
下
に
、
両
目
の
つ
い
た
人
面
ら
し
き
も
の
が
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
従
来
、
北
京
故
宮
博
物
院
の
玉
佩
な
ど
と
同
じ
主
題
を
扱
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
て
き
た（

（8
（

。
し
か
し
、
詳
し
く
見
る
と
、
下
の
人
面
ら
し
き
も
の
は
実
は
人
面
で

は
な
く
、
上
海
博
物
館
の
玉
圭
の
獣
面
文
（
図
55
）
に
似
て
、
頭
頂
の
亭
式
文
を

横
に
大
き
く
描
い
た
獣
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
鳥
は
よ
り
ま
し
の

人
頭
に
降
臨
し
た
の
で
は
な
く
、
獣
面
を
憑
り
代
と
し
て
降
臨
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
も
、
明
ら
か
に
鳥
の
爪
は
頭
に
触
れ
ず
に
宙
に
浮
い
て
お
り
、
獣

面
の
頭
を
掴
ま
え
る
の
で
は
な
く
、
僅
か
に
扇
形
の
尾
羽
根
で
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
獣
面
に
降
臨
し
た
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
津
博
物
館
の
玉
佩
は
、
図
像
内
容
か
ら
玉
圭
の
部
類
に
属
す
る

こ
と
が
知
れ
、
玉
圭
は
、
玉
佩
で
は
一
図
と
し
て
上
下
に
表
さ
れ
て
い
た
神
鳥
と

獣
面
を
、
表
と
裏
に
別
々
に
分
け
、
神
鳥
の
獣
面
神
へ
の
降
臨
と
い
う
同
じ
モ

チ
ー
フ
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
鳥
が
獣
面
に
降
臨
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
以
前
に
考
証
し
た（

（8
（

よ
う
に
良

渚
文
化
の
玉
琮
、
玉
冠
状
飾
、
玉
三
叉
形
器
な
ど
の
玉
器
に
も
数
多
く
表
さ
れ
て

い
た
。
最
も
端
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
余
杭
瑶
山
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
玉
冠
状

器
（
図
57
）
で
は
、
中
央
に
神
人
と
獣
面
の
上
下
に
合
体
し
た
図
が
置
か
れ
、
両

端
に
抽
象
的
な
文
様
の
鳥
が
一
羽
ず
つ
左
右
相
称
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
最

初
に
大
き
な
円
い
目
の
獣
面
神
が
玉
器
に
憑
り
付
き
、
次
に
羽
状
の
大
き
な
冠
を

つ
け
た
神
人
が
鳥
に
乗
っ
て
天
か
ら
降
り
て
来
、
と
も
ど
も
玉
器
に
憑
っ
て
、
獣

面
神
と
合
体
し
た
と
こ
ろ
を
表
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

改
め
て
玉
三
叉
形
器
に
よ
り
順
序
立
て
て
説
明
す
れ
ば
、
三
叉
形
器
に
は
何

も
文
様
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
余
杭
瑶
山
一
〇
号
墓
の
三
叉
形

器
（
図
58
）
で
は
円
目
の
獣
面
神
が
憑
っ
て
い
る
。
三
叉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
上

端
が
ま
る
で
林
の
よ
う
に
茂
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
天
上
か

ら
神
々
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
で
あ
り
、
上
述
し
た
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
玉

圭
（
図
53
）
に
お
い
て
獣
面
の
頭
頂
が
角
な
ど
で
林
の
よ
う
に
賑
や
か
に
表
さ
れ

て
い
た
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
案
の
定
、
反
山
一
四
号
墓
の

三
叉
形
器
（
図
59
）
で
は
左
右
の
叉
に
は
、
鳥
が
降
臨
し
て
憑
り
付
き
、
ま
た
瑶

山
七
号
墓
の
三
叉
形
器
（
図
60
）
で
は
神
人
が
降
臨
し
て
い
る
。
こ
の
神
人
が
瑶

山
二
号
墓
の
玉
冠
状
形
器
（
図
57
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
中
央
下
部
の
獣
面
神
と

合
体
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
玉
琮
で
も
同
様
で
、
反
山
一
二
号
墓
か
ら
出
土
し

た
所
謂
「
琮
王
」（
図
7
）
の
場
合
は
、
二
段
か
ら
成
る
方
形
部
分
の
各
段
ご
と
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図57 浙江余杭瑶山２号墓 玉冠状器（模本） 良渚文化 高5.8㎝

図56 �神鳥獣面玉佩 幅4.7㎝  
天津博物館

図55 �神鳥獣面文玉圭（模本）  
上海博物館

図54 神鳥獣面玉圭（部分 模本） 天津博物館

図53 �神鳥獣面文玉圭（部分 模本）  
台北故宮博物院
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に
、
四
隅
に
神
人
、
鳥
、
獣
面
神
を
簡
略
に
表
し（

（8
（

、
別
に
神
人
と
獣
面
神
の
合
体

し
た
神
人
獣
面
文
を
各
面
の
中
央
に
大
き
く
精
細
に
刻
し
て
い
る
。

そ
の
神
人
獣
面
文
（
図
61
）
を
詳
し
く
見
る
と
、
羽
状
冠
を
つ
け
た
神
人
の
目

の
左
右
眼
角
に
小
さ
な
突
起
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
こ
の
神
人
を
特
徴
付
け

る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
り
、
三
星
堆
二
号
祭
祀
坑
出
土
の
銅
獣
面
の
神
人
に
も

表
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
出
土
し
た
九
件
の
銅
獣
面
（
図
62
）
は
三
種
類
に
分
か

れ
、
良
渚
玉
器
と
同
じ
よ
う
に
神
人
或
い
は
獣
面
神
の
み
か
、
神
人
と
獣
面
神
と

の
合
体
が
表
さ
れ
て
い
た
が
、
神
人
の
目
は
ど
れ
も
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
突

起
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
銅
獣
面
自
体
は
三
星
堆
で
は
そ
れ
ほ
ど
盛
行
し
た

と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
長
江
下
流
の
良
渚
文
化
は
長
江
を
遡
っ
て
上
流
の
三
星
堆

文
化
に
ま
で
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（8
（

。

こ
の
よ
う
に
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
玉
圭
の
鳥
、
獣
面
神
は
、
良
渚
文
化
玉

器
に
お
い
て
も
、
少
し
形
が
異
な
り
こ
そ
す
れ
、
共
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、
双
方
の
鳥
は
凌
家
灘
の
玉
鷹
な
ど
と
同
じ
天
上
か
ら
降
臨
し
た
神

鳥
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
も
う
一
方
の
獣
面
神
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
良
渚
文
化
玉
器
の
獣
面
神
に
つ
い
て
は
、
先
の
論
考
に
お
い
て
、
青
銅

器
の
獣
面
文
（
饕
餮
文
）
と
同
じ
く
地
上
に
帰
属
す
る
土
地
神
で
あ
る
こ
と
を
考

証
し
た（

（8
（

が
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
玉
器
の
獣
面
神
に
つ
い
て
は
、
上
海
博
物
館
所

蔵
の
人
面
文
玉
刀
に
そ
れ
を
解
く
鍵
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
玉
刀
（
図
63
）
は
長
さ
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
、
表
裏
に
人
面
と
獣
面
が
一
つ
ず
つ
凸
線
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

右
端
部
の
表
裏
に
彫
ら
れ
た
横
向
き
の
人
面
文
は
、
先
に
み
た
北
京
故
宮
博
物
院

の
透
彫
玉
佩
（
図
41
）
と
同
じ
よ
う
に
、
頭
の
上
の
髪
を
短
く
刈
り
込
ん
で
、
後

ろ
の
髪
は
長
く
伸
ば
し
て
垂
ら
し
て
い
る（

（8
（

。
耳
に
は
耳
輪
を
着
け
、
伸
ば
し
た
髪

に
は
草
葉
文
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
面
も
よ
り
ま
し
と
し
て
の

シ
ャ
ー
マ
ン
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
表
裏
の
獣
面
文
は
と
も
に
左
端
寄
り

に
配
さ
れ
て
お
り
、
厳
密
に
言
え
ば
位
置
も
大
き
さ
も
異
な
る
け
れ
ど
も
、
文
様

自
体
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
円
目
を
し
て
、
口
を
唇
裂
形
に
作
り
、
頭
頂
に
は
中

央
の
尖
っ
た
亭
式
文
が
表
さ
れ
て
い
る
。
円
目
と
頭
頂
の
亭
式
文
は
、
台
北
故
宮

博
物
院
の
玉
圭
（
図
53
）
に
刻
さ
れ
た
獣
面
と
共
通
す
る
。
同
じ
玉
刀
に
並
列
的

に
表
さ
れ
た
右
端
部
の
人
面
が
地
上
に
属
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
か
ら
に
は
、

こ
の
獣
面
も
地
上
に
属
し
、
と
も
に
憑
り
代
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
存
在
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
玉
刀
は
、
憑
り
代
の
機
能
を
持
っ
た
人
面
と
獣
面

を
刻
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
し
た
三
星
堆
二
号
祭
祀
坑
の
持
璋
小
人
像
（
図

43
）
が
持
つ
牙
璋
と
同
じ
く
、
そ
こ
に
天
上
の
神
々
を
憑
ら
し
め
る
こ
と
が
意
図

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
獣
面
神
が
地
上
に
属
す
る
神
的
存

在
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
よ
う
。
な
お
フ
リ
ア
美
術
館
に
も

人
面
文
玉
刀
が
伝
世
し
、
獣
面
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、
片
面
の
左
端
に
上
海
博
物

館
の
玉
刀
の
被
髪
の
人
面
文
（
図
64
）
を
配
す
る（

（9
（

。
刻
線
の
人
頭
と
四
足
獣
は
後

刻
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
玉
圭
に
刻
さ
れ
て
い
た
鳥
と
獣

面
は
、
鳥
が
天
上
の
神
鳥
、
獣
面
が
地
上
神
を
表
し
て
、
両
者
は
表
と
裏
に
分
か

れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
地
上
の
憑
り
代
と
し
て
の
獣
面
神
に
天
上
か
ら
神
鳥
が

降
っ
て
憑
り
付
き
、
福
を
も
た
ら
す
こ
と
が
祈
願
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
玉
神
面

伝
世
玉
器
に
は
も
う
一
つ
の
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
サ
ッ
ク

ラ
ー
美
術
館
の
玉
神
面
（
図
65
）
は
、
長
さ
七
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
柄
の
先

端
部
分
に
表
裏
相
異
な
っ
た
神
面
が
彫
ら
れ
、
一
面
に
は
人
間
型
の
目
を
し
て
、
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図62c 銅獣面（神人獣面） 幅23.4㎝ 図62b 銅獣面（獣面） 幅28㎝

図62a �広漢三星堆２号祭祀坑 銅獣面（神人） 
殷 幅39㎝

図61 �浙江余杭反山12号墓 玉琮（琮王） 
神人獣面文（模本） 良渚文化

図60 �浙江余杭瑶山７号墓 玉三叉形器 
（模本） 良渚文化 高4.8㎝

図59 �浙江余杭反山14号墓 玉三叉形器（模本） 
良渚文化 幅5.9㎝

図58 �浙江余杭瑶山９号墓 玉三叉形器 
（模本） 良渚文化 高5.2㎝
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歯
を
露
わ
に
し
た
口
の
両
端
に
は
上
下
に
長
い
牙
が
あ
り
、
頭
頂
は
平
ら
で
耳
に

耳
輪
を
つ
け
、
頭
の
横
に
は
翼
状
の
突
起
が
出
て
先
端
を
巻
い
て
い
る
。
ま
た
も

う
一
面
も
ほ
ぼ
同
じ
形
を
し
て
い
る
が
、
円
い
目
と
歯
を
み
せ
た
唇
裂
形
の
口
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
柄
の
後
端
に
は
動
物
の
頭
が
あ
し
ら
わ
れ
、
湖
北
天
門
肖
家

屋
脊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
家
河
文
化
の
玉
虎
頭
像
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（9
（

。
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
に
は
こ
れ
に
類
し
た
玉
神
面
（
図
66
）
が
も
う
一
点
あ

り
、
表
裏
に
二
種
の
似
た
神
面
を
や
や
面
長
に
作
っ
て
、
頭
上
に
束
ね
た
高
い
羽

根
飾
り
を
着
け
、
先
端
は
円
目
の
あ
る
顔
の
側
に
反
り
返
っ
て
い
る
。
反
対
の
人

間
型
の
目
を
し
た
方
が
表
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
表
裏
二
つ
の
神
面
の
う
ち
、
唇
裂
形
の
口
を
持
っ
た
神
面
（
図
65

ｂ
）
を
見
て
思
い
当
た
る
の
は
、
先
に
見
た
上
海
博
物
館
の
玉
刀
に
彫
ら
れ
た
獣

面
（
図
63
）
で
あ
り
、
同
じ
く
円
目
と
唇
裂
形
の
口
を
持
っ
て
い
た
。
頭
頂
が
二

層
に
な
っ
て
上
に
亭
式
形
の
飾
り
を
付
け
て
い
る
の
が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
両
者

は
同
じ
神
格
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
地
上
に
住
む
獣
面
神
を
表
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
二
種
類
の
神
面
の
取
り
合
わ
せ
は
、
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の

玉
圭
（
図
67
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
全
体
に
円
く
童
顔
に
作
ら
れ
た
神
面
の
方

は
確
か
に
人
間
型
の
目
と
長
い
牙
を
持
っ
て
お
り
、
目
が
円
く
頭
上
に
亭
式
文
を

持
つ
神
面
の
方
は
、
唇
裂
形
の
口
は
刻
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
上
述
し
た
天

津
博
物
館
所
蔵
玉
圭
の
獣
面
（
図
54
）
に
似
て
お
り
、
や
は
り
獣
面
神
を
表
し
て

い
た
。
因
み
に
、
山
東
日
照
両
城
鎮
で
発
見
さ
れ
た
山
東
龍
山
文
化
の
石
斧
（
図

68
）
の
場
合
は
、
上
端
両
面
に
や
や
抽
象
的
な
神
面
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

ち
ら
は
逆
に
獣
面
神
の
方
が
大
き
な
円
い
目
と
唇
裂
形
の
口
が
は
っ
き
り
認
め
ら

れ
る
。
も
う
一
面
は
目
が
小
さ
く
円
く
描
か
れ
、
牙
の
生
え
た
口
も
な
い
け
れ
ど

も
、
他
と
同
じ
二
種
の
神
面
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（9
（

。

こ
の
よ
う
に
片
方
が
獣
面
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
型
の
目
を
し
て
長
い
牙

を
持
っ
た
神
面
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
類
型
で
は
、
管
見
の
限
り
表
裏

に
二
種
類
を
表
し
た
玉
神
面
の
遺
物
は
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
所
蔵
の
二
点
だ
け

で
、
そ
の
他
は
表
に
一
種
類
の
み
を
表
し
て
い
る
。
し
か
も
シ
カ
ゴ
美
術
館
の
作

品
（
図
69
）
が
獣
面
神
を
彫
る
の
を
除
け
ば
、
他
は
み
な
人
間
型
の
目
を
し
て
長

い
牙
を
持
っ
た
神
面
を
彫
っ
て
お
り
、
そ
の
系
譜
は
殷
代
を
経
て
西
周
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
湖
北
天
門
石
家
河
の
肖
家
屋
脊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
玉
神
頭
（
図

70
）
が
確
実
に
石
家
河
文
化
に
属
す
る（

（9
（

ほ
か
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
に
属
す
る
と

考
え
ら
れ
る
伝
世
品
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
（
図
71
ａ
）、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
ジ
ア
美
術
館
（
図
71
ｂ
）、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館

（
図
71
ｃ
）
な
ど
の
蔵
品
が
あ
り
、
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
の
場
合
は
両
面
に
牙
の

あ
る
神
面
を
刻
し
、
ア
ジ
ア
美
術
館
と
大
英
博
物
館
の
場
合
は
円
彫
り
に
近
く
肉

厚
に
作
ら
れ
て
い
る
。
肖
家
屋
脊
遺
跡
の
神
頭
が
、
顔
の
横
の
翼
形
の
突
起
が
ほ

と
ん
ど
消
え
か
か
っ
て
い
る
他
は
、
ほ
ぼ
一
様
に
突
起
の
出
た
面
貌
が
作
ら
れ
て

い
る
。
続
い
て
殷
代
の
江
西
新
干
大
洋
洲
の
遺
跡
で
出
土
し
た
神
面
（
図
72
）

は
、
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
の
牙
の
あ
る
神
面
と
同
じ
く
、
頭
上
に
高
い
羽
根
の
飾

り
を
付
け
、
頂
き
で
左
右
に
反
っ
て
い
る（

（9
（

。
ま
た
西
周
初
期
の
陜
西
長
安
豊
鎬
遺

跡
一
七
号
墓
か
ら
出
土
し
た
神
面
（
図
73
）
は
、
新
干
大
洋
洲
遺
跡
の
神
面
と
と

も
に
、
人
間
型
の
目
、
長
い
牙
な
ど
図
像
的
き
ま
り
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
硬
直
化
し
、
ぎ
こ
ち
な
さ
が
目
立
つ（

（9
（

。

こ
れ
ら
片
面
の
み
の
神
面
は
、
獣
面
神
を
表
し
た
神
面
が
一
面
だ
け
認
め
ら
れ

る
以
上
、
人
間
型
の
目
と
長
い
牙
を
持
っ
た
神
面
と
ペ
ア
ー
で
製
作
さ
れ
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
圧
倒
的
な
数
量
の
差
は
、
後
世
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
後
者
だ
け
が
製
作
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
く
、
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
前
者
の

獣
面
神
よ
り
も
後
者
の
神
面
が
優
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
二
種

の
神
面
の
優
劣
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
に
保
存
さ
れ
る
表
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図68 �山東日照両城鎮遺址  
神面獣面文石斧（模本 部分）  
龍山文化 幅4.5㎝

図67b �神面獣面文玉圭 
（裏 模本）

図67a �神面獣面文玉圭 
（表 模本）高24.6㎝  
台北故宮博物院

図66 �玉神面（表 裏）高7.7㎝  
サックラー美術館

図65b 玉神面（裏） 図65a �玉神面（表） 高7.9㎝  
サックラー美術館

図64 �人面文玉刀 人面文 
（模本） フリア美術館

図63 人面獣面文玉刀（拓本） 長23㎝ 上海博物館
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図71a �玉神面（拓本） 幅7㎝  
サックラー美術館

図74b 玉人頭（拓本）

図74a 玉人頭 高6.2㎝ 上海博物館

図73 � 西豊鎬遺址 玉神面 
西周 高5.2㎝

図72 �江西新干大洋洲遺跡  
玉神面 殷 高16.2㎝

図71c �玉神頭 高4.5㎝ 
大英博物館

図71b �玉神頭 幅4.8㎝  
サンフランシスコ アジア美術館

図70 �湖北天門肖家屋脊遺址 玉神頭  
石家河文化 高3.2㎝

図69 玉獣面 幅8.9㎝ シカゴ美術研究所
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裏
の
二
神
面
（
図
66
）
の
表
現
方
法
に
注
目
す
る
と
、
林
巳
奈
夫
も
指
摘
し
た（

（9
（

よ

う
に
、
頭
上
の
高
い
羽
根
形
の
飾
り
は
、
長
い
牙
を
持
っ
た
神
面
の
側
か
ら
後
ろ

に
そ
り
反
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
、
こ
ち
ら
が
正
面
に
当
た
り
優
位
に
立
つ
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
上
海
博
物
館
所
蔵
の
玉
人
頭
（
図
74

ａ
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
片
面
だ
け
を
表
し
た
円
彫
り
型
の
神
面
の
一
種
で
、
や
や

形
骸
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
人
間
型
の
目
と
二
本
の
長
い
牙
を
持
っ
た
神
面
が

は
っ
き
り
彫
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
背
面
に
彫
ら
れ
た
鳥
の
表
現
（
図
74

ｂ
左
）
で
、
彫
り
が
浅
く
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
翼
を
半
ば
拡
げ
て
正
面
向
き
に

立
つ
鷹
形
の
神
鳥
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
神
鳥
は
正
面
の
神
面
と
密
接
な

関
係
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
神
鳥
が
正
面
の
神
面
を
天
上
か
ら
乗
せ
て
降

り
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（9
（

。
神
鳥
が
神
面
に
比
し
て

小
さ
く
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
運
搬
役
で
あ
り
、
主
役
は
正
面
の

神
面
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
三
星
堆
祭
祀
坑
出
土
の
銅
鳥
足
羽
人

残
像
（
図
22
）
で
も
金
沙
遺
跡
の
刻
紋
玉
璋
（
図
45
）
で
も
、
乗
客
の
羽
人
や
祖

霊
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
く
表
さ
れ
て
い
た
。

す
る
と
、
こ
の
類
型
の
二
種
類
の
神
面
は
、
あ
た
か
も
良
渚
文
化
の
余
杭
瑶
山

二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
玉
冠
状
器
（
図
57
）
の
中
央
に
表
さ
れ
た
上
の
神
人
と
下

の
獣
面
神
に
該
当
す
る
ば
か
り
か
、
上
の
神
人
が
天
上
か
ら
両
端
の
神
鳥
に
乗
っ

て
降
り
て
来
た
状
況
も
同
じ
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
二
種
類
の
神
面
の
関
係
も
、

こ
の
玉
冠
状
器
の
神
人
と
獣
面
神
の
関
係
と
同
じ
で
、
両
者
は
別
々
の
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
も
、
表
の
神
人
が
天
上
か
ら
神
鳥
に
乗
っ
て
降
り
て
来
、
裏
面
の
憑

り
代
と
し
て
の
獣
面
神
に
憑
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
円
目
で
長
い
牙
を
持
っ
た
神
面
は
天
上
に
帰
属
す
る
神
格
で
あ
り
、
天
上

か
ら
降
っ
て
、
人
間
型
の
目
と
唇
裂
形
の
口
を
持
っ
た
地
上
の
獣
面
神
に
憑
依
す

る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
上
述
し
た
龍
山
・
石
家
河
文
化
玉
器
の
三
つ
の
類
型
は

み
な
同
じ
こ
と
の
一
部
分
を
表
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
、
天
上
に
帰
属
す
る

神
格
が
、
鉤
形
の
喙
を
持
っ
た
神
鳥
に
乗
っ
て
地
上
に
降
り
、
獣
面
神
も
し
く
は

よ
り
ま
し
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
依
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
物
語
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
天
上
の
神
格
が
地
上
に
降
る
目
的
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
同
じ
く
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
部
を
物
語
っ
た
凌
家
灘
の
玉
鷹
に
従
え
ば
、

豚
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
天
上
の
恵
み
を
地
上
に
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
言

え
る
。三

、
殷
周
青
銅
器
の
虎
表
現

（
一
）
阜
南
の
龍
虎
尊

前
章
で
は
、
新
石
器
時
代
の
玉
器
を
中
心
に
神
々
の
降
臨
を
み
て
き
た
が
、
こ

の
章
で
は
殷
周
時
代
の
青
銅
器
を
中
心
に
降
臨
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
取
り

上
げ
る
の
は
、
一
九
五
七
年
に
安
徽
阜
南
県
朱
砦
潤
河
で
出
土
し
た
有
名
な
龍
虎

尊
で
あ
る（

（9
（

。
こ
の
青
銅
器
（
図
75
ａ
）
は
高
さ
五
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口

径
四
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
尊
で
、
頸
部
よ
り
上
は
ラ
ッ
パ
形
の
大

き
な
口
が
開
き
、
肩
部
に
は
く
ね
る
龍
を
三
頭
配
し
て
、
長
い
角
を
戴
い
た
頭
を

腹
部
の
鰭
の
上
に
立
体
的
に
表
し
、
腹
部
に
は
虎
と
人
像
の
対
三
組
を
主
文
に

し
て
、
獣
面
文
（
饕
餮
文
）
二
組
を
下
部
に
配
す
る
。
こ
こ
で
虎
と
人
間
の
表

現
（
図
75
ｂ
）
に
注
目
す
る
と
、
虎
は
頭
を
中
心
に
胴
体
が
左
右
相
称
に
分
け
ら

れ
、
器
体
か
ら
と
び
出
る
よ
う
に
円
彫
り
で
表
さ
れ
た
頭
部
は
、
大
き
な
Ｃ
字
形

の
耳
と
半
円
球
状
の
目
を
持
ち
、
口
を
大
き
く
開
け
て
下
の
人
像
の
頭
に
お
お
い

か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
人
間
の
像
は
裸
で
、
膝
と
肘
を
曲
げ
て
正
面
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図79 �湖北随州曽侯乙墓出土 彩漆衣装箱（模本） 戦国
長72㎝

図78 �四虎文鏡（拓本）戦国 径12.2㎝  
上海博物館

図77b 河南安陽武官村出土 司母戊鼎（部分） 殷

図77a 河南安陽殷墟婦好墓出土 婦好鉞（部分） 殷

図76 広漢三星堆１号祭祀坑 龍虎尊 殷 高44.5㎝

図75b 龍虎尊（部分）
図75a 安徽阜南朱砦潤河出土 龍虎尊 殷 高50.5㎝
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を
向
き
、
大
き
な
耳
と
鼻
を
着
け
た
頭
の
上
部
は
口
を
開
け
た
虎
の
頭
で
隠
れ
て

い
る
。

こ
の
虎
と
人
間
が
一
対
と
な
っ
た
龍
虎
尊
は
、
ま
た
広
漢
三
星
堆
一
号
祭
祀
坑

か
ら
も
発
見
さ
れ（

（9
（

、
こ
の
器
（
図
76
）
に
は
肩
部
の
龍
、
腹
部
の
虎
と
人
像
の
一

対
も
同
じ
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
虎
の
尾
は
阜
南
の
場
合
は
上
に
跳

ね
て
い
た
の
に
対
し
、
三
星
堆
の
場
合
は
下
に
垂
れ
下
が
り
、
そ
の
結
果
、
下
部

の
獣
面
文
は
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
く
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
虎
の
頭

の
下
の
人
像
も
、
腕
と
足
が
著
し
く
細
く
な
り
、
龍
も
虎
も
含
め
頗
る
躍
動
的
で

あ
っ
た
阜
南
の
龍
虎
尊
の
表
現
に
対
し
、
や
は
り
矮
小
化
し
た
感
は
否
め
な
い
。

殷
中
期
に
属
す
る
阜
南
の
龍
虎
尊
が
先
行
し
、
そ
の
文
化
的
影
響
を
受
け
て
、
殷

代
後
期
に
三
星
堆
の
龍
虎
尊
が
模
擬
的
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
殷
代
の
龍
虎
尊
に
表
さ
れ
た
虎
と
人
間
の
一
対
の
モ
チ
ー
フ
は
、
当
時

都
の
あ
っ
た
華
北
の
安
陽
殷
墟
で
も
、
少
し
変
わ
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
た
。
殷
墟

の
五
号
墓
か
ら
出
土
し
た
「
婦
好
」
の
銘
の
あ
る
銅
鉞
（
図
77
ａ
）
で
は
、
方
形

の
区
画
の
中
央
に
人
頭
を
置
き
、
そ
れ
を
両
側
に
左
右
相
称
で
配
さ
れ
た
頭
部
の

大
き
な
虎
二
頭
が
後
ろ
足
で
立
ち
上
が
り
、
口
を
大
き
く
開
け
て
呑
み
込
も
う
と

す
る
よ
う
な
姿
勢
に
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
こ
れ
は
一
九
三
九
年
に
殷
墟
の
武
官

村
で
出
土
し
た
、
最
重
量
を
誇
る
大
型
の
司
母
戊
鼎
（
図
77
ｂ
）
に
も
見
ら
れ
、

把
手
の
耳
の
部
分
に
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
浮
彫
さ
れ
て
い
た（

（10
（

。
耳
が
誇
張
さ
れ
た
虎

の
大
き
さ
に
比
し
て
首
だ
け
の
人
頭
の
小
さ
さ
が
特
徴
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
や

や
擬
人
化
さ
れ
た
虎
の
表
し
方
は
、
龍
虎
尊
と
比
べ
同
じ
表
現
で
あ
る
に
し
て

も
、
余
り
信
仰
の
裏
付
け
の
な
い
形
式
化
と
後
代
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

で
は
、
こ
の
虎
と
人
間
の
一
対
に
な
っ
た
モ
チ
ー
フ
は
何
を
意
味
し
て
い
よ
う

か
。
従
来
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
虎
が
人
間
を
食
お
う
と
し
て
い
る
光
景
と
解
し
、

「
虎
食
人
文
」
と
称
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
疑
義
が
提
出
さ
れ

た（
（10
（

。
最
も
具
象
的
に
表
さ
れ
た
阜
南
出
土
の
龍
虎
尊
を
見
る
と
、
虎
は
人
間
を
咬

む
よ
う
な
恐
ろ
し
い
形
相
を
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
人
間
の
方
も
恐
怖
に
お
の
の
く

よ
う
な
表
情
で
も
な
く
、
両
者
は
む
し
ろ
嬉
嬉
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
、
と
い

う
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
阜
南
、
三
星
堆
の
龍
虎
尊
の
場
合

は
、
人
間
の
頭
部
は
虎
の
頭
に
半
分
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、
殷
墟
青
銅
器
の
場
合

を
見
る
と
、
人
頭
と
虎
の
口
は
離
れ
て
、
喰
ら
い
つ
い
て
い
な
い
の
は
勿
論
、
擬

人
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
司
母
戊
鼎
の
虎
の
和
や
か
な
表
情
は
印
象
的
で
、
む
し

ろ
人
頭
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、「
虎
が
人
を
食
う
」

と
い
う
意
味
に
対
し
疑
義
を
提
出
し
た
研
究
者
達
も
、
そ
こ
か
ら
先
の
解
釈
は
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
登
場
す
る
虎
、
人
間
の
各
々
に
対
す
る

解
釈
が
一
様
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
虎
と
人
間
の
関
係
を
、
上
述
し
た
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
玉

佩
（
図
41
）
等
に
透
し
彫
り
さ
れ
た
鳥
と
人
頭
と
の
関
係
と
同
様
に
捉
え
る
。
つ

ま
り
、
下
の
人
間
は
玉
佩
と
同
じ
く
よ
り
ま
し
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
り
、

虎
は
鳥
と
同
じ
く
天
上
か
ら
降
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
っ
て
来
た
神
獣
と
解
す
る

の
で
あ
る
。
人
間
を
下
に
、
動
物
を
上
に
配
し
た
位
置
関
係
だ
け
で
な
く
、
と
も

に
足
の
爪
や
口
の
歯
と
い
っ
た
動
物
の
武
器
で
人
間
の
頭
を
掴
ん
だ
り
噛
ん
だ
り

し
よ
う
と
す
る
捕
獲
的
動
作
が
共
通
し
、
し
か
も
動
物
た
ち
は
そ
の
獰
猛
な
動
作

に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
は
獲
物
の
頭
に
は
一
切
触
れ
な
い
一
種
の
象
徴
的
動
作
で

あ
り
、
対
す
る
人
間
の
方
が
穏
や
か
な
表
情
を
み
せ
る
の
も
共
通
す
る
。
つ
ま

り
、
虎
が
人
間
に
近
づ
い
て
頭
を
呑
み
込
む
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
の
は
、
神
鳥
が

シ
ャ
ー
マ
ン
の
頭
に
近
づ
い
て
爪
で
掴
む
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
の
と
同
じ
く
、
天

上
の
神
獣
が
降
っ
て
地
上
の
よ
り
ま
し
に
対
し
て
と
る
憑
依
の
仕
方
な
の
で
あ

る
。阜

南
出
土
の
龍
虎
尊
を
例
に
更
に
細
か
く
考
察
す
る
と
、
ま
ず
人
像
に
つ
い
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て
、
頭
部
が
被
髪
か
ど
う
か
は
、
虎
の
頭
に
隠
れ
て
知
り
得
な
い
が
、
衣
類
を
何

も
着
け
な
い
裸
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
し
た
殷
墟
婦
好
墓
の
玉
人
像
（
図
50
）
や

霊
台
白
草
坡
の
玉
人
像
（
図
51
）
等
と
共
通
し
て
、
よ
り
ま
し
像
の
条
件
に
合
致

す
る
ば
か
り
か（

（10
（

、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術
館
の
玉
製
人
物
像
（
図
52
）
の
膝
を

折
っ
た
姿
勢
と
も
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
新
石
器
以
来
の
神
々
の
憑
依
を

受
け
る
際
の
姿
勢
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
人
像
が
、
獣
面
文
と
と
も
に
青
銅

器
腹
部
の
下
層
に
隣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
考
証
し
た
よ
う
に（

（10
（

、
獣
面
神

は
こ
の
地
上
に
住
む
土
地
神
で
あ
る
か
ら
、
地
上
の
よ
り
ま
し
と
し
て
位
置
を
得

た
も
の
と
い
え
る
。

他
方
、
虎
に
つ
い
て
は
、
人
像
の
真
上
に
頭
を
置
い
て
、
長
い
胴
体
を
左
右
に

連
ね
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
人
像
の
上
に
君
臨
す
る
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

し
か
も
浅
い
浮
彫
の
人
像
と
対
照
的
に
頭
部
を
円
彫
り
し
て
外
に
突
出
さ
せ
て
い

る
の
は
、
主
役
で
あ
る
聖
な
る
虎
の
存
在
感
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
虎
が
外
か

ら
や
っ
て
来
た
こ
と
を
暗
示
し
、
聖
獣
の
人
像
へ
の
憑
依
像
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

い
演
出
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
の
虎
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
て
人
間
の
上
に
君
臨
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
上
述
し
た
北
京
故
宮
博
物
院
の
玉
佩
の
場
合
も
、
鉤
形
の
喙
を
持
っ
た
鳥
の

帰
属
先
と
性
格
が
不
明
な
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
そ
の
意
味
が
理
解
不
能
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
龍
虎
尊
の
場
合
も
、
虎
の
帰
属
先
と
性
格
が
不
明
な
た
め
に
、
そ
の
意

味
を
正
し
く
理
解
し
損
ね
て
き
た
。
こ
の
虎
は
地
上
に
住
む
よ
う
な
、
あ
り
き
た

り
の
虎
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
虎
の
帰
属
先
を
示
す
端
的
な
例
に
上
海
博
物
館
が
収
蔵
す
る
戦
国
時
代
の

四
虎
文
鏡
（
図
78
）
が
あ
る
。
こ
の
鏡
背
の
文
様
は
、
鈕
を
中
心
と
し
て
小
さ
な

円
圏
が
あ
り
、
幅
の
あ
る
外
側
の
大
き
な
円
圏
の
間
に
は
、
尻
を
上
げ
て
飛
び
跳

ね
る
四
頭
の
虎
を
、
同
一
方
向
を
向
い
て
時
計
回
り
に
隙
間
な
く
配
し
て
い
る
。

鏡
の
文
様
は
一
般
的
に
蓋
天
説
に
則
っ
て
、
中
央
の
小
円
圏
が
大
地
を
、
外
側
の

大
円
圏
は
天
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
虎
は
天
の
方
に
足
を
置
い
て
い
る
の
で
、

天
上
に
住
む
虎
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（10
（

。

ま
た
、
湖
北
随
州
市
擂
鼓
墩
の
曽
侯
乙
墓
か
ら
は
戦
国
初
期
の
彩
漆
衣
装
箱
が

五
件
出
土
し
、
非
常
に
興
味
深
い
図
像
が
描
か
れ
て
い
た（

（10
（

が
、
そ
の
う
ち
の
四
獣

図
衣
装
箱
（
 E.‌

67
）（
図
79
）
に
は
四
頭
の
虎
が
稍
や
文
様
化
し
て
表
さ
れ
て
い

た（
（10
（

。
即
ち
ド
ー
ム
状
に
弯
曲
し
た
蓋
の
表
面
を
見
る
と
、
中
央
両
端
の
把
手
を
結

ぶ
二
本
の
線
を
境
に
、
向
き
合
っ
た
二
頭
ず
つ
の
神
獣
が
左
右
相
称
に
配
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
四
頭
が
天
上
の
虎
を
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ

ら
衣
装
箱
の
蓋
は
、
他
の
天
文
図
衣
装
箱
（
 E.‌

66
）
で
は
北
斗
七
星
の
「
斗
」
字

や
二
十
八
宿
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
天
上
の
星
宿
を
表
わ
す
四
神
の

青
龍
・
白
虎
が
描
か
れ（

（10
（

、
八
花
文
衣
装
箱
（
 E.‌

45
）
で
は
天
の
九
宮
が
幾
何
学
的

に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
に（

（10
（

、
弯
曲
し
た
蓋
は
笠
状
の
天
に
見
立
て
ら
れ
て（

（11
（

、
そ
こ

に
描
か
れ
た
四
頭
の
神
獣
が
天
文
図
衣
装
箱
の
四
神
の
白
虎
に
似
て
、
虎
を
表
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
四
獣
衣
装
箱
の
側
面
に
、
そ
の

同
じ
虎
二
頭
が
向
き
合
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
蓋

の
天
上
界
に
対
し
、
側
面
は
、
鳥
を
追
う
人
間
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
地
上
界

を
表
し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
虎
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
天

上
界
の
虎
が
地
上
に
降
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
側
面

の
虎
は
龍
虎
尊
の
虎
と
同
じ
く
天
上
界
か
ら
降
っ
た
虎
を
表
し
て
お
り
、
龍
虎
尊

の
虎
は
地
上
の
シ
ャ
ー
マ
ン
へ
の
憑
依
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な

姿
で
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
龍
虎
尊
に
表
さ
れ
た
、
よ
り
ま
し
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
依
す
る
天
上
の
虎

と
い
う
テ
ー
マ
の
図
像
は
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
み
ら
れ
る
。
次
の
節

で
は
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
虎
卣
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
二
）
泉
屋
博
古
館
の
虎

泉
屋
博
古
館
が
収
蔵
す
る
虎
卣
（
図
80
）
は
、
一
説
に
湖
南
省
の
広
化
県
と
寧

郷
県
潙
山
と
の
境
界
あ
た
り
の
出
土
と
伝
え
ら
れ（

（11
（

、
パ
リ
の
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美

術
館
に
も
ほ
と
ん
ど
同
型
の
虎
卣
（
図
81
）
が
収
蔵
さ
れ
る（

（11
（

が
、
こ
こ
で
は
前
者

に
つ
い
て
主
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

器
は
後
足
と
尾
で
立
ち
上
が
る
虎
を
円
彫
り
で
大
き
く
捉
え
、
そ
の
前
面
に
後

足
に
足
を
の
せ
て
両
手
で
し
が
み
つ
く
人
間
を
正
面
背
中
向
き
に
配
す
る
。
虎
が

大
き
く
鋭
い
爪
を
持
っ
た
前
足
で
人
間
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
な
姿
に
表
わ
す
と

と
も
に
、
虎
が
牙
の
あ
る
大
き
な
口
を
あ
け
て
、
あ
た
か
も
人
間
の
頭
を
食
お
う

と
す
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
酒
を
入
れ
る
容
器
で
あ
る
か
ら
虎
の
背
に
蓋
を

付
け
て
、
そ
の
上
に
鹿
の
形
を
し
た
動
物
を
の
せ
て
つ
ま
み
代
わ
り
と
し
、
Ｕ
字

形
を
し
た
釣
り
手
を
両
肩
に
付
け
て
い
る
。
ま
た
虎
卣
の
器
表
面
に
は
様
々
な
文

様
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
が
、
背
面
に
は
水
牛
型
の
角
を
も
っ
た
大
き
な
獣
面
文

が
あ
り
、
そ
の
鼻
が
象
の
よ
う
に
長
く
伸
び
て
虎
の
尻
尾
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
す
る
の
は
、
い
ま
な
お
一
部
で
「
虎
食
人
卣
」
と
器
名
が

称
さ
れ
る（

（11
（

よ
う
に
、
虎
が
大
き
な
口
を
開
け
て
人
間
の
頭
を
食
お
う
と
す
る
よ
う

な
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
上
述
の
龍
虎
尊
に
み
た
虎
と
人

間
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
こ
で
虎
が
恐
ろ
し
い
形
相
を
す
る
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
和
や
か
な
嬉
嬉
と
し
た
表
情
を
み
せ
る
の
も
龍
虎
尊
と
同
様
で
あ

り
、
虎
が
人
を
食
う
と
い
う
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
は
近
年
の
大
方
の
意

見
の
通
り
で
あ
る（

（11
（

。

そ
こ
で
龍
虎
尊
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
間
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
よ
り
ま
し
で
あ

る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
横
を
向
い
た
人
物
の
頭
は
確
か
に
髪
を
結
わ
ず
、

よ
り
ま
し
と
す
る
条
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
ざ
ん
ば
ら
髪
の
被
髪
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
同
じ
条
件
の
裸
体
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
首
の
と
こ

ろ
に
菱
形
文
を
あ
し
ら
っ
た
帯
状
の
も
の
が
み
え
、
ま
た
背
中
に
獣
面
文
が
あ

り
、
尻
の
と
こ
ろ
は
細
地
文
の
上
に
二
匹
の
蛇
が
背
中
合
わ
せ
に
浮
彫
さ
れ
て
い

る
。
着
衣
の
一
部
を
推
測
さ
せ
る
帯
状
の
も
の
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
主
体
の
神

霊
的
性
格
を
装
飾
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
め
か
ね
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
よ
り
ま
し
的
性
格
を
窺
わ
せ
る
の
は
、
こ
の
人
間
の
表
情
で
あ

り
、
そ
の
動
物
じ
み
た
異
様
な
風
貌
は
、
祭
官
と
も
異
な
る
よ
り
ま
し
の
性
格
を

推
測
さ
せ
る
に
十
分
と
い
え
る
。

一
方
、
虎
に
つ
い
て
は
、
口
を
大
き
く
開
け
な
が
ら
人
間
の
頭
に
触
れ
ず
、
威

嚇
的
表
現
も
み
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
龍
虎
尊
の
場
合
と
同
様
、
神
獣
と
し
て
の

虎
な
ら
で
は
の
行
為
と
い
え
る
。
ま
た
背
中
の
蓋
の
上
に
は
鹿
の
よ
う
な
動
物
が

一
頭
い
る
が
、
こ
の
「
鹿
」
は
上
述
の
四
虎
文
鏡
（
図
78
）
の
場
合
と
同
じ
よ
う

に
、
上
海
博
物
館
の
戦
国
時
代
の
四
山
四
鹿
文
鏡
（
図
82
）
内
区
に
四
頭
描
か

れ
、
同
じ
く
外
側
の
円
圏
に
足
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
天
上
に
帰
属
す
る
神

獣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（11
（

。
そ
し
て
そ
の
神
獣
の
鹿
が
虎
卣
の
虎
の
背
中
に
乗
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
述
す
る
江
西
新
干
大
洋
洲
遺
跡
出
土
の
伏
鳥
双
尾
銅

虎
（
図
92
）
に
お
い
て
、
鳳
凰
に
類
す
る
鳥
が
虎
の
背
に
乗
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
そ
の
虎
も
神
獣
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ン
と
虎
の
表
現
は
、
上
海
博
物
館
の
西
周
早
期
の
獣
面

文
銅
轅
飾
（
図
83
ａ
）、
即
ち
車
馬
具
の
轅
の
先
端
に
付
け
ら
れ
た
飾
り
に
も
み

ら
れ
、
正
面
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
た
人
頭
が
、
上
に
大
き
な
耳
を
付
け
た
虎
の
頭

を
か
ぶ
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
宝
鶏
茹
家
荘
一
号
車
馬
坑
出
土
の

飾

（
図
83
ｂ
）
で
は
、
正
面
に
虎
の
頭
を
浮
彫
し
て
、
裏
面
に
虎
の
胴
体
に
か
じ
り

附
く
人
間
を
高
浮
彫
し
、
人
間
は
被
髪
で
、
帯
と
パ
ン
ツ
を
着
け
る
だ
け
の
裸
で

表
さ
れ
て
い
た（

（11
（

。
憑
依
す
る
場
面
の
表
現
で
は
な
い
が
、
よ
り
ま
し
の
シ
ャ
ー
マ
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図84 �河南洛陽小屯村出土  
人物騎獣玉佩 戦国 高2.5㎝

図83b 西宝鶏茹家荘１号車馬坑 銅 飾（模本）西周 高13㎝ 図83a �青銅獣面文轅飾 西周  
高15.1㎝ 上海博物館

図82 �四山四鹿文鏡（拓本）戦国 径17.3㎝  
上海博物館

図81 �虎卣 殷 高35.2㎝ チェルヌスキー美術館 図80 虎卣 殷 高35.7㎝ 泉屋博古館
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図88b 銅甗（部分）立耳鹿

図88a 江西新干大洋洲遺跡 銅甗 殷 高105㎝

図87b 鳥耳円鼎（部分）立耳鳳凰

図87a 江西新干大洋洲遺跡 鳥耳円鼎 殷 高27.4㎝

図86 江西新干大洋州遺跡 虎耳円鼎 殷 高44.5㎝

図85 江西新干大洋州遺跡 虎耳方鼎 殷 高97㎝
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ン
と
そ
れ
に
憑
っ
た
神
獣
の
虎
を
一
体
に
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ン
と
虎
が
一
体
に
な
っ
た
表
現
は
戦
国
時
代
の
玉
器
に

も
表
さ
れ
、
洛
陽
市
小
屯
村
出
土
の
人
物
騎
獣
玉
佩
（
図
84
）
で
は
、
裸
の
人
間

が
虎
の
背
に
跨
が
り
耳
を
つ
か
ん
で
騎
乗
す
る
さ
ま
が
円
彫
さ
れ
て
い
た
。
時
代

も
降
る
と
、
互
い
に
戯
れ
る
よ
う
な
関
係
で
表
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（11
（

。

江
西
新
干
大
洋
洲
の
遺
跡
で
は
、
こ
の
神
獣
と
し
て
の
虎
は
ま
た
祭
器
で
あ
る

青
銅
器
に
表
さ
れ
た
。
次
章
で
は
祭
祀
に
お
け
る
虎
の
役
割
を
含
め
考
察
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

（
三
）
新
干
大
洋
洲
の
虎
耳
鼎
と
双
尾
銅
虎

江
西
省
を
北
流
し
、
南
昌
を
経
て
鄱
陽
湖
に
注
ぐ
贛
江
の
中
流
沿
岸
、
新
干
県

大
洋
洲
で
、
一
九
八
九
年
、
殷
代
後
期
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た（

（11
（

。
青
銅
器
四
七
五

件
、
玉
器
七
五
四
件
な
ど
が
出
土
し
、
中
央
の
安
陽
殷
墟
文
化
と
も
異
な
る
、
こ

の
地
方
独
自
の
文
化
を
知
る
極
め
て
重
要
な
発
見
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
降
臨
す
る
神
々
の
テ
ー
マ
と
関
連
し
、
始
め
に
、
青
銅
器
に
付

け
ら
れ
た
特
殊
な
表
現
に
着
目
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
の
遺
跡
出
土
の
青
銅
器
を
概
観
す
る
と
、
把
手
に
当
た
る
耳
の
上
に

動
物
の
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
特
に
虎
の
造
形
が
多
く
、

青
銅
の
祭
器
四
八
件
の
う
ち
一
六
件
に
あ
り
、
鳥
は
二
件
、
鹿
は
一
件
に
付
け
ら

れ
て
い
た
。
例
え
ば
大
型
の
乳
釘
文
立
耳
方
鼎
（
図
85
）
や
虎
形
の
足
を
持
つ
虎

耳
虎
形
扁
足
円
鼎
（
図
86
）
で
は
両
耳
の
上
に
虎
が
、
龍
形
の
足
を
持
つ
鳥
耳
夔

形
扁
足
円
鼎
（
図
87
）
で
は
鳥
が
、
一
〇
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
り
最

も
大
型
の
四
足
銅
甗
（
図
88
）
で
は
鹿
が
取
り
付
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ

る（
（11
（

。こ
れ
ら
の
動
物
は
何
を
意
味
し
て
い
よ
う
か
。
ま
ず
鳥
の
例
を
取
り
上
げ
る

と
、
こ
の
鳥
は
頭
の
頂
き
に
冠
羽
が
あ
り
、
鳳
凰
の
類
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

青
銅
器
に
鳳
凰
が
止
ま
る
例
は
、
陜
西
岐
山
賀
家
村
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
鳳
柱

（
図
89
）、
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
鳳
柱

に
あ
り
、
銅

に
特
有
の
口
沿
に
立

つ
二
本
の
柱
の
先
端
に
ど
ち
ら
も
立
派
な
冠
羽
を
つ
け
た
鳳
凰
が
止
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
考
察
し
た（

（12
（

よ
う
に
、『
書
経
』
商
書
の
高
宗
彤

日
篇
に
、

高
宗
祭
成
湯
、
有
飛
雉
升
鼎
耳
而
雊
、
祖
己
訓
諸
王
、
作
高
宗
肜
日
、
高
宗

之
訓
。

と
あ
り
、
殷
の
武
丁
が
湯
王
を
祭
っ
た
時
、
鳳
凰
の
類
で
あ
る
雉
が
飛
ん
で
来
て

鼎
の
耳
に
止
ま
っ
て
鳴
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
鳳
柱

の
柱
、
引
い

て
は
新
干
大
洋
洲
遺
跡
の
方
鼎
の
立
耳
に
止
ま
る
鳳
凰
は
、
祭
り
の
時
に
祭
壇
に

し
つ
ら
え
ら
れ
た
青
銅
の
祭
器
に
止
ま
っ
た
鳳
凰
を
表
す
。
鳳
凰
は
卜
辞
に
も

「
帝
史
（
使
）
鳳
」
と
刻
ま
れ
て
い
た（

（12
（

よ
う
に
、
も
と
も
と
天
帝
の
使
い
で
あ
る

か
ら
、
天
上
世
界
か
ら
降
り
て
き
た
こ
と
も
暗
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
帝

の
側
近
を
示
す
独
特
の
冠
を
つ
け
た
鳳
凰
が
、
天
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
て
祭
壇
の
璧

に
憑
っ
た
例
は
、
既
に
前
漢
初
期
の
長
沙
砂
子
塘
墓
の
外
棺
漆
画
（
図
46
）
で
見

た
通
り
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
鳳
凰
の
歴
史
が
新
石
器
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
は
、

殷
墟
婦
好
墓
か
ら
出
土
し
た
石
家
河
文
化
の
優
雅
な
玉
鳳
凰（

（12
（

（
図
90
）
を
始
め
、

天
門
羅
家
柏
嶺
、
澧
県
孫
家
崗
遺
跡
鳳
凰
像（

（12
（

（
図
91
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り

で
あ
る
。

従
っ
て
、
青
銅
器
の
耳
に
止
ま
る
虎
も
鹿
も
、
鳳
凰
と
同
じ
よ
う
に
天
上
世
界

か
ら
降
り
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
先
に
戦
国
時
代
の
四
虎
文
鏡
（
図

78
）
や
四
山
四
鹿
文
鏡
（
図
82
）
を
見
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
と
も
に
背
面
鏡
文

の
内
区
に
あ
っ
て
足
を
天
の
側
に
置
い
て
お
り
、
虎
も
鹿
も
天
上
世
界
に
住
む
神

獣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
鹿
の
場
合
は
、
四
足
銅
甗
（
図
88
ｂ
）
で
も
四
山
四
鹿
文
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鏡
で
も
首
を
ひ
ね
っ
て
振
り
向
く
様
に
表
さ
れ
、
と
も
に
鹿
の
体
形
に
似
せ
て
い

る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
角
も
無
く
、
こ
れ
を
鹿
と
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
言

え
る
。
し
か
し
、
鹿
と
体
形
、
性
格
が
似
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
上
述
の
泉
屋
博
古
館
な
ど
の
虎
卣
（
図
80
）
で
は
角
を
持
っ
た
鹿
が
表
さ
れ

た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
新
干
大
洋
洲
遺
跡
で
虎
の
表
現
が
多
い
こ
と
は
特
筆
さ
れ

る
。
青
銅
器
の
立
耳
以
外
に
も
、
円
鼎
の
脚
が
虎
形
を
し
て
い
た
り
、
更
に
足
を

曲
げ
て
臥
す
虎
一
頭
を
円
彫
り
し
た
伏
鳥
双
尾
銅
虎
（
図
92
）
は
、
体
長
が
五

三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
奇
妙
に
も
尾
を
二
本
垂
ら
し
、
背
に
は
小
さ

な
鳥
が
一
羽
止
ま
っ
て
い
た（

（12
（

。
鳥
に
は
冠
羽
が
な
い
け
れ
ど
も
、
体
の
文
様
か
ら

鳳
凰
の
類
い
と
思
わ
れ
、
こ
れ
を
虎
の
背
中
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
銅
器
の

立
耳
上
の
臥
虎
と
同
じ
く
天
上
か
ら
降
っ
た
神
聖
な
獣
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
虎
の
表
現
に
対
す
る
あ
ま
り
の
執
着
ぶ
り
に
は
、
必
ず
や
虎
に
対

す
る
熱
烈
な
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
彭
明
澣
氏

は
、
当
時
、
贛
江
、
鄱
陽
湖
地
区
に
は
虎
氏
が
土
着
民
と
と
も
に
建
て
た
虎
方
と

称
す
る
集
団
が
あ
り
、
そ
の
中
心
が
新
干
県
大
洋
洲
の
西
北
に
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
樟
樹
市
の
呉
城
遺
跡
で
あ
っ
た
と
言
い
、
そ
の
呉
城
文
化
の
青
銅
器
が

虎
の
形
象
を
芸
術
的
モ
チ
ー
フ
と
し
た
た
め
、
虎
の
形
象
が
多
い
の
だ
と
説
明
す

る（
（12
（

。殷
代
に
は
、
殷
王
自
身
が
直
接
統
治
す
る
地
区
を
王
畿
と
称
し
、
そ
の
周
囲
に

王
が
多
く
の
同
姓
あ
る
い
は
異
姓
の
諸
侯
を
分
封
し
た
諸
侯
国
が
あ
り
、
更
に
諸

侯
国
の
間
、
及
び
周
囲
に
は
殷
王
朝
に
臣
服
す
る
大
小
の
方
国
集
団
が
あ
っ
た（

（12
（

。

虎
方
は
そ
の
方
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
確
か
に
、
彭
明
澣
氏
も
指
摘
す
る
通

り
、
殷
代
の
卜
辞
に
虎
方
が
登
場
す
る（

（12
（

。

貞
、
令
望
乘
暨
挙
途
虎
方
、
十
一
月
。

□
挙
其
途
虎
方
、
告
于
大
甲
、
十
一
月
。

□
挙
其
途
虎
方
、
告
于
丁
、
十
一
月
。

□
挙
其
途
虎
方
、
告
于
祖
乙
、
十
一
月
。

望
と
挙
は
族
名
で
あ
り
、
途
に
は
征
伐
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
意
は
、
王

が
虎
方
を
征
伐
す
る
た
め
に
、
祖
先
の
大
甲
や
祖
丁
、
祖
甲
に
向
か
っ
て
卜
問

し
、
告
祭
を
挙
行
し
た
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
虎
方
は
殷
王
朝
に
と
っ
て
征
伐

す
べ
き
対
象
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り
、
か
な
り
強
力
な
方
国
集
団
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
胡
厚
宣
氏
は
、
次
の
卜
辞
に
、

翌
辛
王
在
虎

と
、
即
ち
王
が
虎
方
国
に
い
た
と
あ
り
、
そ
の
虎
方
国
も
遂
に
殷
王
朝
に
よ
っ
て

征
服
さ
れ
、
属
国
に
な
っ
た
と
す
る（

（12
（

。

彭
明
澣
氏
は
、
こ
れ
ら
卜
辞
に
登
場
す
る
虎
方
国
を
現
在
の
江
西
省
の
贛
江
、

鄱
陽
湖
地
区
に
展
開
し
た
呉
城
文
化
と
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き

一
つ
の
見
解
と
い
え
る
。
と
い
う
の
は
、
虎
の
形
象
は
新
干
大
洋
洲
遺
跡
の
青
銅

器
に
数
多
く
み
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
虎
は
上
述
の
よ
う
に
単
な
る
虎
で
は

な
く
、
明
ら
か
に
天
上
よ
り
青
銅
の
祭
器
に
降
っ
た
神
聖
な
獣
で
あ
り
、
呉
城
文

化
の
人
々
の
信
仰
に
関
わ
る
重
要
な
意
味
を
帯
び
た
聖
獣
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

新
干
遺
跡
の
出
土
品
は
、
こ
れ
ら
の
青
銅
器
以
外
に
も
、
神
話
、
宗
教
に
関
わ

る
文
物
が
数
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
古
代
蜀
に
お
け
る
典
型
的
な
祭
祀
王
国
で

あ
っ
た
三
星
堆
の
文
物
と
共
通
性
を
有
す
る
の
は
興
味
深
い
。
類
例
を
挙
げ
れ

ば
、
玉
製
の
側
身
羽
人
飾
（
図
93
）
は
、
鳥
の
喙
と
爪
を
持
ち
、
肩
に
羽
根
を
着

け
た
羽
人
が
側
身
形
で
表
さ
れ
、
頭
頂
に
繋
が
る
鎖
の
表
現
に
優
れ
た
彫
刻
技
術

を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
天
上
世
界
に
住
む
羽
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
既
に
明
確
に

持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
羽
人
は
ま
た
三
星
堆
の
銅
鳥
足
羽
人
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図92b 伏鳥双尾銅臥虎（背面） 図92a �江西新干大洋洲遺跡 伏鳥双尾銅臥虎 殷  
長53.5㎝

図91b �湖南澧県孫家崗遺址 玉鳳  
石家河文化 長11.6㎝

図91a �湖北天門羅家柏嶺遺址 玉鳳  
石家河文化 径4.89㎝

図90 �河南安陽殷墟婦好墓 玉鳳凰 石家河文化 
長13.6㎝

図89 � 西岐山賀家村１号墓 鳳柱 殷  
高41㎝



44

像
（
図
22
）
に
も
見
ら
れ
、
上
半
身
は
損
壊
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
神
鳥
の
頭
に

乗
り
天
上
よ
り
降
る
さ
ま
を
表
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る（

（12
（

。
ま

た
、
双
面
神
人
銅
頭
像
（
図
94
）
は
、
頭
上
に
長
い
角
を
持
ち
目
も
鼻
も
口
も
奇

怪
な
面
相
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
神
人
は
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
双
鳥
神
人
銅
鼓

（
図
95
）
に
も
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
魚
な
ど
の
い
る
水
中
に
あ
っ
て
上
方
の
獣

面
神
が
住
む
大
地
を
両
手
と
角
で
支
え
て
お
り
、
と
も
に
大
地
を
支
え
る
機
能
を

も
っ
た
神
格
で
あ
る
こ
と
を
先
に
考
証
し
た（

（13
（

。
こ
の
大
地
を
支
え
る
神
格
も
三
星

堆
の
、
天
上
、
地
上
、
地
下
に
わ
た
る
宇
宙
の
構
造
を
具
現
し
た
銅
神
壇
に
見
ら

れ
、
最
下
段
地
下
世
界
の
曲
が
っ
た
角
と
長
い
尾
を
持
っ
た
四
足
獸
（
図
14
ｂ
）

が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

従
っ
て
樟
樹
市
の
呉
城
遺
跡
を
中
心
に
、
三
星
堆
と
同
じ
よ
う
な
祭
祀
王
国
が

存
在
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
祭
器
と
し
て
の
青
銅
器
に
見
ら
れ
た
虎
の

形
象
は
そ
の
具
体
的
か
つ
最
も
高
次
な
表
象
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
祭
祀
王

国
が
、
彭
明
澣
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
虎
方
国
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
王
国

に
は
国
名
に
因
ん
で
虎
に
対
す
る
崇
拝
が
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
に
そ

の
祭
祀
王
国
に
属
す
る
新
干
大
洋
洲
の
遺
跡
か
ら
は
、
虎
を
熱
烈
に
崇
め
る
よ
う

な
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
場
合
の
虎
と
は
虎
方
の
国
名
に
因
む
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
崇

め
る
べ
き
具
体
的
な
存
在
と
し
て
は
、
祖
先
神
も
し
く
は
祖
霊
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
い
や
、
一
応
虎
方
国
と
い
う
よ
う
に
国
を
名
乗
っ
た
集
団
で
あ
る
以
上
、
個

人
的
な
祖
先
神
で
は
な
く
、
国
の
遠
祖
と
も
い
う
べ
き
祖
霊
と
称
す
る
の
が
適
当

で
あ
ろ
う
。

祖
霊
の
祭
祀
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
三
星
堆
王
国
で
は
祖
霊
を
象
っ
た
大
型

の
銅
人
面
具
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
古
代
蜀
王
国
の
蚕
叢
、
柏
灌
、
魚
鳬
、
杜

宇
、
開
明
の
五
代
王
朝
の
う
ち
、
三
代
目
の
魚
鳬
王
国
に
当
た
る
三
星
堆
の
王
国

で
は
、
建
国
者
魚
鳬
の
祖
霊
祭
祀
に
は
魚
鳬
を
象
る
巨
大
な
通
常
型
人
面
具
と
従

者
達
の
人
面
具
（
図
29
）
を
用
い
、
更
に
併
せ
て
古
代
蜀
王
国
の
開
祖
と
も
言
う

べ
き
蚕
叢
の
祖
霊
を
ま
つ
る
祭
祀
も
行
わ
れ
、
蚕
叢
の
祖
霊
に
相
当
す
る
大
型
の

縦
目
人
面
具
と
二
体
の
従
者
た
ち
の
小
型
縦
目
人
面
具
（
図
28
）
が
用
い
ら
れ

た
。『
蜀
王
本
紀
』
に
よ
る
と
、
建
国
者
た
ち
は
死
ぬ
と
、
神
格
化
し
て
天
上
に

昇
る
と
考
え
ら
れ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
天
上
の
祖
霊
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
祭
祀
が
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

呉
城
王
国
で
も
天
上
の
太
一
神
を
ま
つ
る
上
天
祭
祀
と
は
別
個
の
祖
霊
祭
祀
も

行
わ
れ
た
は
ず
で
、
上
述
し
た
羽
人
佩
飾
や
神
頭
像
は
上
天
祭
祀
に
関
わ
り
、
臥

虎
を
立
耳
に
飾
っ
た
青
銅
器
や
伏
鳥
双
尾
銅
虎
は
祖
霊
祭
祀
に
関
わ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
遺
跡
出
土
の
鼎
を
見
る
と
、
耳
に
臥
虎
を
飾
っ
た
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
と
が
あ
り
、
方
鼎
六
件
の
う
ち
三
件
が
臥
虎
を
飾
り
、
残
り
の
三
件
は

飾
っ
て
い
な
か
っ
た
。
概
し
て
臥
虎
を
飾
る
方
鼎
は
大
型
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
徴

的
で
あ
る
。
ま
た
円
鼎
は
二
一
件
出
土
し
、
通
常
型
の
柱
足
の
円
鼎
は
す
べ
て
耳

に
何
も
飾
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
扁
足
の
円
鼎
は
一
四
件
の
う
ち
、
内
七
件
が
耳

に
臥
虎
を
飾
り
、
二
件
が
鳳
凰
を
飾
り
、
残
り
は
何
も
飾
っ
て
い
な
か
っ
た（

（13
（

。
恐

ら
く
祭
祀
別
に
鼎
も
区
別
し
て
使
わ
れ
、
方
鼎
と
扁
足
円
鼎
で
は
お
よ
そ
半
数
が

祖
霊
の
祭
祀
に
使
わ
れ
、
残
り
が
上
天
祭
祀
そ
の
他
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
呉
城
王
国
の
祭
祀
に
お
い
て
、
虎
が
格
別
に
重
要
な
聖
獣
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
同
出
し
た
伏
鳥
双
尾
銅
虎
（
図
92
）
の
持
つ
意
義
も
変

わ
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
銅
虎
は
、
体
長
四
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
通
高
二

五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
虎
一
頭
を
円
彫
り
し
た
像
で
、
体
は
空
洞
で
、
底
は

開
い
て
い
る（

（13
（

。
口
を
開
い
て
牙
を
露
わ
に
し
て
い
る
が
、
獰
猛
な
様
子
は
み
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
穏
や
か
な
風
情
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
脚
は
前
後
と
も
膝
を
曲
げ
て
伏
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し
、
奇
妙
な
こ
と
に
尾
は
両
端
に
二
本
あ
り
、
と
も
に
垂
れ
て
先
端
を
巻
い
て
い

る
。
ま
た
背
中
に
小
さ
な
鳥
が
一
羽
止
ま
っ
て
お
り
、
短
尾
で
頭
頂
に
鶏
冠
や
冠

羽
も
見
え
な
い
。

一
見
、
酒
を
入
れ
る
容
器
の
虎
尊
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
堂
々
た
る
円
彫
り
の

彫
像
で
、
穏
や
か
な
顔
貌
や
、
両
脚
の
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
仕
草
に
、
か
え
っ
て
神

格
と
し
て
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
背
中
の
鳥
も
何
気
な
い
普
通
の
鳥
の
よ
う

に
み
え
る
が
、
上
述
し
た
湖
南
出
土
の
銅
豕
尊
（
図
35
）
な
ど
の
例
に
照
ら
し
、

鳳
凰
の
類
い
と
思
わ
れ
る
。
尾
が
二
本
あ
る
と
い
う
の
も
、
神
聖
な
動
物
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
銅
虎
が
呉
城
国
の
祖
霊
そ
の
も
の
を
表
し
、

祖
霊
祭
祀
の
祭
壇
に
置
か
れ
て
主
神
を
つ
と
め
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ

う
。虎

を
祖
霊
と
し
た
こ
の
よ
う
な
信
仰
、
祭
祀
が
ど
の
程
度
に
拡
が
っ
た
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
龍
虎
尊
の
出
土
し
た
安
徽
阜
南
や
虎
卣
の
出
土
と
伝
え
ら
れ
る

湖
南
寧
郷
辺
で
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
四
川
広
漢
の
三
星

堆
の
三
星
堆
一
号
祭
祀
坑
か
ら
も
金
箔
で
虎
を
象
っ
た
虎
形
箔
飾
（
図
96
ａ
）
が

出
土
し
、
祭
祀
坑
近
く
の
鴨
子
河
で
ト
ル
コ
石
を
象
嵌
し
た
虎
形
板
飾
り
（
図
96

ｂ
）
が
発
見
さ
れ
た（

（13
（

。
同
種
、
同
形
の
虎
形
板
飾
り
（
図
96
ｃ
）
は
成
都
の
金
沙

遺
跡
で
も
出
土
し
、
ト
ル
コ
石
は
ほ
と
ん
ど
抜
け
落
ち
て
い
た（

（13
（

。
貴
重
な
金
箔
や

ト
ル
コ
石
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
虎
が
最
大
級
の
神
格
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
三
星
堆
で
も
金
沙
で
も
祭
祀
な
ど
そ
れ
以
上
の
痕

迹
は
見
ら
れ
な
い
。

更
に
、
隣
の
湖
南
省
の
邵
東
県
か
ら
西
周
の
虎
飾
鎛
（
図
97
）
が
出
土
し
、
類

品
は
上
海
博
物
館
、
泉
屋
博
物
館
や
ワ
シ
ン
ト
ン
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
に
も
伝

世
す
る（

（13
（

が
、
四
頭
の
虎
が
二
頭
ず
つ
に
分
か
れ
て
鎛
の
側
面
を
上
か
ら
駆
け
下
り

て
い
る
。
変
則
的
な
下
向
き
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
虎
も
天
か
ら

降
っ
て
こ
の
楽
器
に
憑
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
国
の
曽
侯
乙
墓
の
四
獣
文
衣
装
箱

や
四
虎
文
鏡
で
見
た
よ
う
に
、
天
上
世
界
に
四
頭
の
虎
が
い
る
と
い
う
観
念
が
既

に
西
周
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
四
虎
文
も
祖
霊
と
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

四
獣
文
衣
装
箱
の
側
板
に
描
か
れ
た
図
（
図
79
）
を
詳
し
く
見
る
と
、
天
上
世
界

か
ら
降
っ
た
二
頭
の
虎
の
下
に
は
、
先
に
祖
霊
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

蕨
手
文
状
の
双
頭
巻
雲
文（

（13
（

が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
遺
物
の
出
土
地
で
も
虎
を
祖
霊
と
す
る
信
仰
が
あ
っ
た
と

同
時
に
、
そ
の
信
仰
の
度
合
い
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
新
干
大
洋
洲
遺
跡
に
み
ら
れ
た
程
の
虎
の
祖
霊
に
対
す
る
熱
い
信
仰

は
見
当
た
ら
な
い
。
三
星
堆
の
例
で
み
れ
ば
、
別
に
縦
目
人
面
具
な
ど
に
み
ら
れ

た
蚕
叢
や
魚
鳬
の
祖
霊
へ
の
熱
烈
な
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ

ら
に
加
え
て
虎
の
祖
霊
に
対
す
る
信
仰
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
他
の

地
域
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
虎
の
祖
霊
信
仰
が
長

江
の
中
流
、
上
流
域
一
帯
に
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
干
大
洋
洲
遺
跡
出
土
の
青
銅
礼
器
の
立
耳
に
止
ま
る
虎

や
伏
鳥
双
尾
銅
虎
の
虎
が
、
呉
城
王
国
の
祖
霊
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
こ

と
は
、
貴
重
な
例
と
い
え
る
。

四
、
祖
霊
表
現

祖
霊
表
現
の
問
題
は
、
前
稿
で
広
漢
三
星
堆
祭
祀
坑
出
土
の
縦
目
銅
人
面
具
、

通
常
型
人
面
具
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
古
代
蜀
王
国
の
最
初
の
建
国
者
で
あ

る
蚕
叢
の
祖
霊
、
三
星
堆
王
国
の
建
国
者
魚
鳬
の
祖
霊
を
表
し
て
お
り
、
ま
た
成

都
金
沙
遺
跡
の
杜
宇
王
朝
を
建
て
た
杜
宇
の
祖
霊
は
、
金
冠
帯
に
線
刻
さ
れ
た
円
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図97 湖南邵東賀家村出土 虎飾鎛 西周 高43㎝ 図96c 成都金沙遺跡 虎形飾 殷〜西周 長26.5㎝

図96b 広漢三星堆鴨子河付近出土 虎形飾 殷 長43.4㎝

図96a 広漢三星堆１号祭祀坑 金虎形箔飾 殷 長11.6㎝図95 双鳥神人銅鼓 神人（拓本） 殷 泉屋博古館

図94 �江西新干大洋洲遺跡 双面神人頭像  
高53㎝

図93 �江西新干大洋洲遺跡 側身羽人玉飾  
高11.5㎝
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形
人
面
が
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
更
に
本
稿
の
前
章
で
は
、

江
西
新
干
大
洋
洲
遺
跡
出
土
の
伏
鳥
双
尾
銅
虎
の
虎
が
、
樟
樹
市
の
呉
城
遺
跡
を

中
心
と
し
た
虎
方
国
の
祖
霊
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

伏
鳥
双
尾
銅
虎
の
場
合
、
こ
の
虎
が
祖
霊
像
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
龍
虎
尊
の

虎
、
虎
卣
の
虎
も
祖
霊
像
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
虎
は
、
上

述
し
た
よ
う
に
天
上
か
ら
地
上
に
降
っ
た
聖
獣
が
、
よ
り
ま
し
と
し
て
の
シ
ャ
ー

マ
ン
に
憑
依
す
る
と
こ
ろ
を
表
し
て
い
た
。
そ
の
聖
獣
の
虎
と
は
、
実
は
祖
霊

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
祖
霊
と
は
、
あ
る
部
族
、
国
と
か
の
集
団
の
遠
祖

が
亡
く
な
る
と
、
不
死
の
身
と
化
し
て
天
上
に
上
り
、
天
上
世
界
の
太
一
の
そ
ば

近
く
に
あ
っ
て
、
地
上
で
子
孫
た
ち
に
よ
っ
て
祖
霊
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
呼
ば
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
上
に
降
っ
て
祭
祀
を
受
け
る
と
い
う
存
在
で
あ
る（

（13
（

。
そ
し

て
地
上
に
降
る
際
に
は
必
ず
憑
り
代
が
必
要
で
あ
っ
た
。
龍
虎
尊
や
虎
卣
に
表
さ

れ
た
図
像
は
、
祭
祀
に
先
立
っ
て
、
裸
体
、
被
髪
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
よ
り
ま
し
と

な
っ
て
祖
霊
の
憑
依
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
光
景
が
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
遡
っ
て
新
石
器
時
代
の
祖
霊
表
現
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の

新
石
器
の
玉
器
の
考
察
で
は
、
天
上
に
帰
属
す
る
と
思
わ
れ
る
神
人
を
表
し
た
例

は
、
良
渚
文
化
の
玉
冠
状
器
、
玉
三
叉
形
器
、
玉
琮
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
龍
山
・

石
家
河
文
化
の
神
面
文
玉
器
が
あ
り
、
神
面
と
獣
面
の
双
方
を
表
裏
に
表
し
た

り
、
神
面
だ
け
を
片
面
に
表
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
神
人
が
祖
霊
か
否
か

検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
良
渚
玉
器
で
は
、
余
杭
瑶
山
二
号
墓
出
土
の
玉
冠
状
器
（
図
57
）
を
取
り

上
げ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
神
人
と
獣
面
神
と
神
鳥
が
そ
ろ
っ
て
お

り
、
中
央
の
神
人
獣
面
文
の
う
ち
、
下
の
円
い
目
を
し
た
土
地
神
の
獣
面
神
が
先

に
こ
の
玉
に
憑
り
、
そ
こ
へ
両
端
の
神
鳥
に
乗
っ
た
神
人
が
天
上
か
ら
降
り
て
来

て
、
獣
面
神
に
憑
り
付
い
て
合
体
す
る
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
し
て
い
た
。

そ
こ
で
は
じ
め
に
神
鳥
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
鉤
形
の
喙
を
特
徴
と
す
る
神
鳥

は
、
各
地
の
文
化
に
登
場
し
て
、
三
星
堆
の
金
杖
（
図
23
）
で
は
人
面
文
の
祖
霊

が
射
止
め
た
魚
を
運
び
、
ま
た
凌
家
灘
の
玉
鷹
（
図
31
）
で
は
胸
に
北
極
星
を
象

徴
し
た
八
角
星
文
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
両
翼
に
は
祖
霊
の
恵
み
物
で
あ
る
豚
を

積
ん
で
、
天
上
か
ら
降
り
て
来
た
こ
と
を
表
し
て
い
た
。
従
っ
て
玉
冠
状
器
で
神

鳥
が
乗
せ
て
き
た
神
人
と
は
、
祖
霊
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
事
実
、

三
星
堆
の
円
形
銅
掛
飾
（
図
27
）
で
は
、
円
形
人
面
を
二
羽
の
神
鳥
が
頭
に
乗
せ

て
運
ん
で
お
り
、
こ
の
円
形
人
面
は
杜
宇
王
朝
の
祖
霊
で
あ
る
杜
宇
を
表
し
て
い

た
。
ま
た
玉
冠
状
器
の
神
人
は
獣
面
神
に
憑
っ
て
い
る
が
、
天
上
に
帰
属
す
る

神
々
の
う
ち
、
三
星
堆
祭
祀
坑
の
遺
物
を
観
察
す
る
と
、
鳳
凰
、
羽
人
、
句
芒

に
似
た
神
な
ど
の
天
上
の
神
格
は
神
樹
、
玉
器
に
憑
っ
て
い
る
。
よ
り
ま
し
の

シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
る
虎
の
祖
霊
を
表
わ
し
た
龍
虎
尊
や
虎
卣
を
み
た
よ
う
に
、
よ

り
ま
し
や
獣
面
神
に
憑
っ
た
り
す
る
の
は
祖
霊
を
置
い
て
な
い
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
こ
の
玉
冠
状
器
の
神
人
は
祖
霊
で
あ
り
、
そ
の
他
の
玉

三
叉
器
、
玉
佩
飾
、
玉
琮
な
ど
に
刻
さ
れ
た
神
人
も
み
な
祖
霊
を
表
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
余
杭
反
山
一
二
号
墓
出
土
の
、
玉
琮
中
で
も
最
も
王
者
の
風
格
を

備
え
た
「
琮
王
」（
図
7
）
の
四
面
中
央
に
刻
さ
れ
た
神
人
獣
面
文
（
図
61
）
の

神
人
、
即
ち
獣
面
神
と
合
体
し
た
神
人
も
、
祖
霊
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

反
山
一
二
号
墓（

（13
（

は
、
良
渚
王
国
の
中
核
を
占
め
る
莫
角
山
遺
跡（

（13
（

の
す
ぐ
隣
に
位
置

し
て
、
琮
王
を
含
め
六
四
七
点
も
の
玉
器
が
出
土
し
、
神
権
と
王
権
を
併
せ
有
し

た
良
渚
王
国
の
大
巫
師
の
墓
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
こ
の
琮
王
を
祭
壇
の
中
央
に
据

え
て
祭
祀
を
行
う
様
子
が
彷
彿
と
さ
れ
る
。
祭
祀
の
対
象
は
祖
霊
で
あ
り
、
神
鳥

に
乗
っ
た
祖
霊
が
天
上
か
ら
降
っ
て
獣
面
神
に
憑
り
、
魚
や
豚
と
い
っ
た
恵
み
物

を
も
た
ら
す
こ
と
が
祈
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
琮
王
に
刻
さ
れ
た
神
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人
の
正
体
を
明
か
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た（

（14
（

が
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
の
資
料
を
援
用

し
て
敢
え
て
こ
こ
に
推
測
す
る
。

次
に
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
神
面
文
玉
器
は
、
表
裏
に
異
な
る
神
面
を
刻
し
た

ワ
シ
ン
ト
ン
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
の
蔵
品
（
図
65
）
を
見
る
と
、
表
に
人
間
型

の
目
と
長
い
牙
を
持
っ
た
神
人
、
裏
に
円
目
と
唇
裂
形
の
口
を
持
っ
た
獣
面
神
を

表
し
て
い
た
。
い
ま
天
津
博
物
館
の
透
彫
玉
佩
（
図
56
）
を
見
る
と
、
先
に
考
証

し
た
よ
う
に
下
の
亭
式
文
を
つ
け
た
獣
面
神
に
鷹
形
の
神
鳥
の
憑
る
さ
ま
が
彫
ら

れ
て
い
る
が
、
神
鳥
は
乗
物
で
あ
る
か
ら
何
か
を
乗
せ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ

れ
を
先
程
の
良
渚
玉
器
の
玉
冠
状
器
に
照
ら
せ
ば
、
乗
客
は
神
人
で
あ
り
、
神
人

は
祖
霊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
こ
れ
に
北
京
故
宮
博
物
院
の
透
彫
玉
佩
（
図

41
）
を
加
え
れ
ば
、
先
程
と
同
じ
よ
う
に
、
獣
面
神
に
憑
っ
た
り
、
よ
り
ま
し
の

シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
っ
た
り
す
る
の
は
、
祖
霊
以
外
に
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
江
蘇
呉
県
張
陵
山
か
ら
出
土
し
た
良
渚
文
化
早
期
の
玉
琮（

（14
（

（
図
98
）
を
み

る
と
、
側
面
に
円
目
と
唇
裂
形
の
口
を
持
っ
た
獣
面
神
が
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

玉
琮
は
、
江
蘇
武
進
県
寺
墩
四
号
墓
出
土
の
玉
琮（

（14
（

（
図
99
）
が
、
目
の
左
右
眼
角

に
小
さ
な
突
起
の
あ
る
神
人
を
上
に
、
円
目
の
獣
面
神
を
下
に
配
し
併
せ
て
一
段

と
す
る
の
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
下
半
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

下
の
獣
面
文
が
玉
神
面
の
裏
の
獣
面
文
に
対
応
す
れ
ば
、
欠
け
た
上
の
神
人
は
表

の
神
面
文
に
対
応
し
、
表
の
神
面
文
は
良
渚
玉
器
の
神
人
即
ち
祖
霊
を
表
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
立
つ
良
渚
文
化
か
ら
龍
山
・
石
家
河
文
化
へ
の
影
響

を
物
語
る
と
同
時
に
、
互
い
に
信
仰
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
珍
し
い
例
と

い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
神
人
も
祖
霊
を
表
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
神
人
が
登
場
し
な
い
神
鳥
と
よ
り
ま
し
、
或
い
は
神
鳥
と
獣
面
神
の
取
り
合

わ
せ
の
玉
器
の
場
合
で
も
、
つ
ま
り
は
天
上
の
祖
霊
の
地
上
へ
の
降
臨
を
表
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
新
石
器
時
代
の
良
渚
文
化
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
、
殷
代

の
三
星
堆
文
化
、
呉
城
文
化
な
ど
に
お
い
て
、
祖
霊
信
仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ

と
が
判
明
し
た
が
、
そ
の
信
仰
の
度
合
い
は
、
上
天
信
仰
と
相
半
ば
す
る
か
、
或

い
は
勝
る
程
で
あ
っ
た
。

三
星
堆
で
は
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
上
天
信
仰
を
物
語
る
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
に
も
達
す
る
巨
大
な
銅
神
樹
や
、
高
さ
二
六
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
の
銅

立
人
像
な
ど
が
祭
祀
坑
か
ら
発
見
さ
れ
る
一
方
、
祖
霊
を
象
っ
た
幅
一
三
八
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
大
な
縦
目
銅
人
面
具
や
、
そ
れ
よ
り
更
に
大
型
の
通
常
型
銅

人
面
具
な
ど
が
出
土
し
、
両
者
は
ま
さ
に
相
伯
仲
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
呉

城
文
化
の
新
干
大
洋
洲
遺
跡
で
も
、
出
土
し
た
方
鼎
や
円
鼎
を
み
る
と
、
耳
に
臥

虎
を
付
け
、
明
ら
か
に
虎
の
祖
霊
信
仰
を
物
語
る
青
銅
器
と
、
付
け
な
い
青
銅
器

と
で
は
数
量
が
相
拮
抗
し
て
い
た
。
背
中
に
鳳
凰
の
類
い
の
鳥
を
乗
せ
た
双
尾
銅

虎
と
、
鎖
を
つ
け
た
精
巧
な
出
来
の
玉
製
羽
人
像
も
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
霊
信
仰
と
上

天
信
仰
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

遡
っ
て
新
石
器
時
代
の
祖
霊
信
仰
の
盛
況
振
り
は
、
何
よ
り
も
余
杭
反
山
十
二

号
墓
出
土
の
「
琮
王
」
が
物
語
っ
て
お
り
、
こ
の
王
者
の
風
格
を
有
し
祭
壇
の
中

央
に
据
え
た
と
も
推
測
さ
れ
る
玉
琮
の
表
面
に
は
、
羽
の
冠
を
着
け
た
神
人
の
祖

霊
が
荒
ぶ
る
地
上
の
獣
面
神
に
降
臨
す
る
様
（
図
100
）
が
、
精
巧
な
技
法
で
細
緻

に
生
々
し
く
表
さ
れ
て
い
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
文
様
が
同
出
の
玉
鉞
や
玉

権
杖
な
ど
権
力
を
示
す
玉
器（

（14
（

に
刻
さ
れ
た
ほ
か
、
瑶
山
で
は
小
型
玉
器
の
玉
冠
状

器
や
玉
三
叉
形
器
な
ど
に
表
さ
れ
、
佩
玉
と
し
て
個
々
人
の
信
仰
振
り
を
示
し
て

い
た
。
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
神
人
、
神
鳥
、
獣
面
神
を
刻
し
た
小
型
玉
器
も
同

様
と
い
え
る
。
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図100 浙江余杭反山12号墓 琮王（部分）神人獣面文

図99 �江蘇武進寺墩４号墓 玉琮 良渚文化  
高7.2㎝

図98 �江蘇呉県張陵山４号墓 玉琮 良渚文化  
径10㎝
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お
わ
り
に

四
川
広
漢
三
星
堆
の
二
つ
の
祭
祀
坑
の
発
掘
は
、
実
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。
蜀

の
古
代
王
国
で
祭
祀
に
用
い
た
道
具
が
ま
る
ご
と
坑
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
青
銅
で
作
ら
れ
た
祭
器
は
、
た
と
え
埋
め
る
際
に
破
壊
さ
れ
た
り
火
に

遭
っ
た
り
し
て
も
、
破
片
は
全
て
残
っ
て
お
り
、
復
原
可
能
で
あ
っ
た
。
事
実
、

あ
の
四
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
の
一
号
大
型
銅
神
樹
は
み
ご
と
に
復
原
さ
れ
て
、
今

に
偉
容
を
誇
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
遺
物
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
て

い
く
と
、
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
つ
は
、
上
天
信
仰
に
関
わ
る
遺
物
で
あ
り
、
大
型
銅
神
樹
、
大
型
銅
立
人

像
、
銅
神
壇
、
銅
鳥
足
羽
人
像
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
復
原
さ
れ
た
銅
神
壇
を
見

る
と
、
既
に
天
上
、
地
上
、
地
下
に
わ
た
る
宇
宙
観
は
成
立
し
て
お
り
、
天
上
世

界
と
地
上
世
界
を
連
絡
す
る
天
梯
と
し
て
の
神
山
や
神
樹
も
成
立
し
て
、
後
の
崑

崙
山
に
相
当
す
る
神
山
の
遙
か
上
空
に
は
、
神
官
の
坐
す
天
上
世
界
が
形
作
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
神
官
の
親
玉
が
太
一
で
あ
り
、
姿
は
み
え
な
い
け
れ
ど
も
、
太
一

の
指
揮
系
統
は
天
上
、
地
上
、
地
下
世
界
に
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
住
む
神

官
た
ち
は
一
様
に
着
衣
に
目
文
の
し
る
し
を
つ
け
て
い
た
。

そ
し
て
天
上
と
地
上
の
往
来
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が
関
わ
り
、
冠
羽
を
つ
け

尾
羽
根
が
長
く
発
達
し
た
鳳
凰
、
四
角
い
顔
を
し
た
人
面
鳥
身
の
神
、
鳥
の
喙
、

爪
、
羽
根
を
も
つ
羽
人
な
ど
が
天
上
か
ら
降
り
、
羽
人
は
喙
が
鉤
状
に
曲
が
っ
た

神
鳥
の
頭
に
立
乗
し
て
降
っ
て
い
た
。
ま
た
逆
に
地
上
か
ら
天
上
へ
昇
る
際
に
は

龍
が
使
わ
れ
、
後
の
建
木
に
相
当
す
る
大
型
神
樹
を
よ
じ
登
っ
て
、
頂
き
か
ら
天

上
へ
と
舞
い
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
祭
祀
坑
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
祭
祀
を
行
う
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫
覡
）
た
ち
も

登
場
し
、
大
型
立
人
像
は
着
衣
に
四
頭
の
龍
を
描
い
て
、
天
地
交
通
の
象
徴
た
る

龍
を
管
掌
し
、
獣
首
冠
人
物
像
は
大
地
を
支
え
る
四
足
獣
の
頭
部
を
象
っ
た
冠
を

着
け
て
、
こ
の
四
足
獣
を
管
掌
し
、
鉤
状
の
喙
を
持
つ
神
鳥
を
棒
の
先
に
つ
け
て

祭
っ
た
り
し
た
。
上
天
を
ま
つ
る
祭
祀
は
、
銅
神
壇
や
玉
辺
璋
線
刻
画
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
山
の
頂
き
の
聖
殿
で
行
わ
れ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
は
跪
坐
し
、
手
を

環
状
に
作
る
仕
草
を
し
て
、
天
上
世
界
に
祈
り
の
サ
イ
ン
を
送
っ
た
。
す
る
と
、

天
上
世
界
か
ら
応
答
の
サ
イ
ン
が
送
ら
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
や
恵
み
物
が
地

上
に
降
り
、
地
上
で
は
そ
れ
ら
の
憑
り
代
と
し
て
大
小
の
神
樹
や
玉
璋
な
ど
の
玉

器
が
使
わ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

三
星
堆
祭
祀
坑
の
遺
物
か
ら
判
明
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
こ
れ
ら
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
地
上
、
地
下
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と
も
、
天
上
を
至
上
の
世
界
と
し
て

崇
め
て
諸
々
の
祭
祀
を
行
い
、
ま
た
天
上
の
太
一
の
指
揮
系
統
の
も
と
に
あ
っ
た

と
い
う
点
で
、
上
天
信
仰
に
関
わ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
古
代
の
遺
物
か
ら
こ
れ

ま
で
知
り
得
た
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
収
穫
は
こ
れ
で
も
十
分
過
ぎ
る
か
に
思

え
た
。

と
こ
ろ
が
、
祭
祀
坑
の
遺
物
の
物
語
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

で
は
ま
だ
半
分
に
も
達
せ
ず
、
以
上
の
上
天
信
仰
と
並
ん
で
祖
先
信
仰
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
安
陽
殷
墟
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
た
甲
骨
の
卜
辞
を

み
て
も
、
上
帝
崇
拝
と
並
ん
で
祖
先
崇
拝
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
具
体
的
遺
物
に
乏
し
く
、
特
に
祖
先
崇
拝
に
関
し
て
は
、
考
古
学
、

美
術
史
学
の
領
域
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

三
星
堆
祭
祀
坑
で
は
、
そ
の
祖
先
信
仰
に
関
わ
る
遺
物
と
し
て
、
あ
の
巨
大
な

縦
目
銅
人
面
具
、
通
常
型
銅
人
面
具
や
、
棒
に
金
の
皮
を
か
ぶ
せ
た
金
杖
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
縦
目
の
人
物
に
つ
い
て
は
、『
蜀
王
本
紀
』
や
『
華
陽
国
志
』
の

記
事
か
ら
、
古
代
蜀
王
国
最
初
の
王
朝
を
建
て
た
蚕
叢
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る

が
、
こ
の
人
面
具
は
た
だ
単
な
る
蚕
叢
の
肖
像
で
は
な
か
っ
た
。
遠
い
祖
先
神
に
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当
た
る
蚕
叢
を
ま
つ
る
祭
祀
が
行
わ
れ
、
そ
の
霊
魂
が
招
き
寄
せ
ら
れ
て
祭
祀
の

場
に
降
臨
し
、
こ
れ
か
ら
子
孫
た
ち
の
祭
祀
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

祖
先
神
の
中
で
も
、
王
朝
や
王
国
に
と
っ
て
重
要
な
遠
い
祖
先
神
は
祖
霊
と
呼
ば

れ
、
盛
大
な
祭
祀
が
行
わ
れ
た
。
蚕
叢
は
亡
く
な
る
と
神
と
な
っ
て
天
上
世
界
に

上
り
、
祭
り
に
な
る
と
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
地
上
に
降
り
、
祭
祀
の
場
に
現
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
蚕
叢
の
祖
霊
を
表
わ
す
縦
目
人
面
具
に
対
し
て
、
通
常
型
人
面
具
は
、
古

代
蜀
王
国
三
代
目
の
魚
鳬
王
国
、
つ
ま
り
三
星
堆
王
国
の
建
国
者
魚
鳬
の
祖
霊
で

あ
り
、
三
星
堆
王
国
で
は
自
ら
の
王
朝
の
祖
霊
に
加
え
て
、
蜀
王
国
初
代
の
祖
霊

を
も
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
魚
鳬
の
祖
霊
は
、
王
の
持
物
で
あ
る
金
杖
に

刻
ま
れ
た
図
像
に
も
登
場
し
、
そ
こ
に
は
魚
鳬
の
人
面
像
に
加
え
て
、
鳥
・
矢
・

魚
の
三
点
セ
ッ
ト
が
描
か
れ
、
天
上
に
お
い
て
魚
鳬
の
祖
霊
が
放
っ
た
矢
が
神
魚

を
射
止
め
、
鉤
状
の
喙
を
持
っ
た
神
鳥
が
矢
も
ろ
と
も
担
い
で
地
上
に
運
ぶ
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
し
て
い
た
。
祖
霊
は
子
孫
た
ち
の
祈
願
に
応
え
て
天
上
の

様
々
な
恵
み
物
を
地
上
に
降
す
こ
と
を
役
目
と
し
、
こ
こ
で
は
神
魚
が
恵
み
物
と

し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
祀
坑
で
は
、
こ
れ
ら
の
恵
み
物
は
憑
り
代
の
小
型

神
樹
の
枝
に
吊
さ
れ
た
魚
形
、
貝
形
や
鈴
形
の
銅
掛
飾
や
金
箔
飾
と
し
て
無
数
に

出
土
し
、
い
か
に
祖
霊
に
よ
る
恵
み
物
に
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
か
が
知
れ
る
。

ま
た
、
祖
霊
と
三
点
セ
ッ
ト
の
図
像
は
、
次
の
杜
宇
王
朝
に
当
た
る
成
都
金
沙
遺

跡
の
遺
物
に
も
見
ら
れ
、
王
の
か
ぶ
る
金
冠
帯
に
は
、
円
形
人
面
の
形
を
し
た
杜

宇
の
祖
霊
が
子
孫
た
ち
に
神
魚
を
も
た
ら
す
さ
ま
が
表
さ
れ
、
古
代
蜀
王
国
に

あ
っ
て
は
王
朝
を
越
え
た
普
遍
的
な
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
星
堆
王
国
に
お
け
る
祖
先
信
仰
、
祖
霊
信
仰
の
盛
況
ぶ
り

は
、
上
天
信
仰
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
人
々
が
祖
霊
に
期
待

し
た
の
は
、
祖
霊
に
よ
る
手
厚
い
保
護
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
天
上
か
ら
魚
や
貝

や
鈴
と
い
っ
た
恵
み
物
が
降
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
方

は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
古
代
に
お
け
る
祖
霊
信

仰
の
起
源
と
実
態
を
知
る
べ
く
、
更
に
新
石
器
時
代
に
遡
り
主
に
玉
器
を
通
し
て

探
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
殷
代
に
お
け
る
拡
が
り
を
、
他
地
域
で
の
青
銅
器
を

通
し
て
探
ろ
う
と
し
た
で
あ
る
。

ま
ず
、
安
徽
含
山
の
凌
家
灘
遺
跡
で
は
、
玉
版
、
玉
鷹
、
玉
人
な
ど
の
玉
器
が

発
見
さ
れ
た
。
玉
版
に
は
当
時
の
宇
宙
観
が
示
さ
れ
、
戦
国
、
漢
代
の
式
盤
や
銅

鏡
な
ど
に
図
示
さ
れ
た
、
天
極
の
北
極
星
を
中
心
に
据
え
た
九
天
、
天
柱
な
ど
か

ら
成
る
構
造
的
な
宇
宙
観
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
た
。
こ
れ
ま
で
指

摘
さ
れ
た
良
渚
文
化
の
玉
琮
な
ど
に
み
ら
れ
た
単
純
な
天
円
地
方
の
宇
宙
観
だ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
玉
鷹
に
は
上
述
の
三
星
堆
、
金
沙
遺
跡
の
三

点
セ
ッ
ト
図
像
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
が
表
さ
れ
、
玉
版
に
示
さ
れ
た
宇
宙
を
舞

台
に
、
鉤
形
の
喙
の
同
じ
神
鳥
が
、
天
上
の
祖
霊
が
授
け
た
豚
の
恵
み
物
を
翼
に

載
せ
て
地
上
に
降
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
祭
官
の
玉
人
は
そ
の
神
鳥
を
迎
え

る
べ
く
膝
を
曲
げ
拝
礼
し
て
い
た
。
三
星
堆
の
文
化
と
新
石
器
の
文
化
は
確
か
に

繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
場
合
は
、
中
国
、
台
湾
、
欧
米
の
博
物
館
等
に

収
蔵
さ
れ
る
伝
世
玉
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
主
に
検
証
し
た
。
小
品
の
佩
玉
や
玉

圭
、
玉
刀
な
ど
の
祭
器
に
は
、
人
間
型
の
目
と
牙
を
も
っ
た
神
人
、
円
目
と
唇
裂

型
の
口
の
獣
面
神
、
被
髪
に
し
て
裸
体
の
人
間
、
鉤
形
の
喙
を
し
た
神
鳥
の
四
種

類
が
登
場
し
た
。
こ
の
四
種
類
が
三
通
り
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
役
を
演
じ
て
い

た
が
、
総
合
す
る
と
、
神
人
が
神
鳥
に
乗
っ
て
天
上
か
ら
降
り
、
地
上
の
獣
面
神

も
し
く
は
被
髪
裸
体
の
人
物
を
憑
り
代
と
し
て
憑
依
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
神
人
は
即
ち
祖
霊
を
意
味
し
て
お
り
、
神
霊
の
降
る
目
的
は
凌
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家
灘
の
玉
鷹
と
同
じ
く
、
恵
み
物
を
地
上
に
も
た
ら
し
福
を
授
け
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
被
髪
裸
体
の
人
間
は
こ
れ
ま
で
神
も
し
く
は
シ
ャ
ー
マ
ン
と
み
な
さ
れ
て
き

た
が
、
神
で
は
な
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
中
で
も
よ
り
ま
し
で
あ
り
、
神
人
も
し
く

は
神
鳥
の
憑
依
を
受
け
る
と
い
う
役
回
り
で
あ
っ
た
。

更
に
、
近
年
の
盛
ん
な
発
掘
に
よ
っ
て
出
土
件
数
が
著
し
く
増
加
し
た
良
渚
文

化
の
玉
器
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
が
表
さ
れ
、
最
も
有
名
な
、
玉
琮
中
の

玉
琮
と
し
て
「
琮
王
」
と
称
さ
れ
る
余
杭
反
山
一
二
号
墓
の
玉
琮
で
は
、
や
は
り

神
人
、
獣
面
神
、
神
鳥
が
登
場
し
、
神
鳥
に
乗
っ
た
神
人
が
玉
琮
中
の
獣
面
神
に

憑
依
し
て
合
体
し
た
有
様
が
、
神
人
獣
面
文
と
し
て
四
面
の
中
央
に
精
細
な
刻
法

に
よ
っ
て
堂
々
と
表
さ
れ
て
い
た
。
大
き
な
羽
の
冠
を
着
け
、
目
の
左
右
眼
角
に

小
さ
な
突
起
を
つ
け
た
神
人
は
、
余
杭
瑶
山
な
ど
の
玉
器
に
も
登
場
し
、
莫
角
山

遺
跡
を
中
核
と
す
る
良
渚
王
国
の
祖
霊
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。

  

要
す
る
に
、
新
石
器
の
玉
器
の
図
像
は
、
祖
霊
信
仰
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
を
し
た
祖
霊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
で
天
上
か
ら
地
上
に
恵
み
を
降
す
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
致
し
て
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
異
な
る
文

化
を
越
え
て
共
通
要
素
が
み
ら
れ
、
例
え
ば
鉤
状
の
喙
を
持
っ
た
神
鳥
は
ど
の
文

化
の
玉
器
に
も
登
場
し
て
、
恵
み
物
を
運
ぶ
役
割
を
演
じ
て
い
た
。

こ
の
祖
霊
信
仰
は
玉
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
に
入
っ
た
殷
代
に
お
い
て
も
衰

え
る
こ
と
な
く
、
三
星
堆
の
青
銅
器
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
安
徽
阜
南
の
龍

虎
尊
、
湖
南
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
虎
卣
、
江
西
新
干
大
洋
洲
の
虎
耳
鼎
、
銅
虎
な

ど
を
取
り
上
げ
た
。
龍
虎
尊
の
場
合
は
青
銅
器
の
表
面
に
、
下
に
被
髪
裸
体
の
人

間
を
配
し
て
、
虎
が
上
か
ら
大
き
な
口
を
開
け
て
呑
み
込
も
う
と
す
る
姿
勢
で
表

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
虎
卣
の
場
合
も
、
大
き
な
虎
が
被
髪
裸
体
の
人
間
を
抱
き
な

が
ら
、
口
を
開
け
て
食
う
よ
う
な
仕
草
を
し
て
い
た
。
虎
が
人
を
食
う
と
い
う
動

作
は
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
透
彫
玉
珮
に
見
ら
れ
た
、
猛
禽
を
象
っ
た
神
鳥
が

舞
い
降
り
て
人
間
の
頭
を
鋭
い
爪
で
掴
も
う
と
す
る
動
作
と
同
じ
く
、
人
間
の
よ

り
ま
し
に
憑
依
す
る
時
の
一
種
の
儀
礼
的
動
作
で
あ
り
、
龍
虎
尊
の
人
間
の
嬉
嬉

と
し
た
表
情
、
虎
卣
の
虎
の
穏
や
か
な
面
貌
は
、
虎
が
人
を
食
う
と
い
う
動
作
と

は
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
江
西
新
干
大
洋
洲
遺
跡
の
虎
耳
方
鼎
や
虎
耳
円
鼎
は
、
鼎
の
二
つ
の
立
耳

に
臥
し
た
虎
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
陜
西
岐
山
賀
家
村
出
土
の
鳳

柱
斚
が
口
沿
の
二
本
の
柱
に
鳳
凰
が
止
ま
る
の
と
同
じ
く
、
虎
が
天
上
か
ら
降
り

て
来
て
祭
壇
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
鼎
に
憑
っ
た
様
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の

虎
が
天
上
に
帰
属
す
る
こ
と
は
、
上
海
博
物
館
の
四
虎
鏡
の
内
区
に
お
い
て
虎
が

天
の
側
に
足
を
置
い
て
立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
傍
証
さ
れ
る
。
青
銅
の
祭
器
四

八
件
中
、
一
六
件
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
虎
に
対
す
る
熱
い
信
仰
を
物
語
っ
て
い

る
が
、
体
長
五
三
・
五
㎝
の
虎
一
頭
を
円
彫
り
し
た
伏
鳥
双
尾
銅
虎
は
、
ま
さ
に

虎
そ
の
も
の
が
祖
霊
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
た
。
こ
の
地
方
で
は
樟
樹
市
の
呉

城
遺
跡
を
中
心
に
呉
城
文
化
が
栄
え
、
甲
骨
文
の
卜
辞
に
登
場
す
る
虎
方
国
は
贛

江
、
鄱
陽
湖
一
帯
に
栄
え
、
こ
の
呉
城
文
化
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
虎

方
国
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
虎
の
形
を
し
た
祖
霊
像
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

従
っ
て
龍
虎
尊
の
虎
、
虎
卣
の
虎
も
祖
霊
で
あ
り
、
天
上
か
ら
降
っ
た
祖
霊
の
虎

が
、
被
髪
裸
体
の
よ
り
ま
し
に
憑
依
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
た
。
虎
の
祖
霊
が
い

ず
れ
も
南
方
の
長
江
流
域
に
見
ら
れ
た
の
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
祖
霊
信
仰
は
新
石
器
時
代
か
ら
殷
代
に
か
け
て
広
汎
な
地
域
で

栄
え
、
祖
霊
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
数
多
く
表
さ
れ
て
き
た
が
、
何
故
、
こ
れ
ま
で

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
。
恐
ら
く
上
天
信
仰
に
基
づ
く
造
形
に
匹
敵

す
る
規
模
の
造
形
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
埋
も
れ
た
ま
ま
で
認
識
さ
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れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
こ
に
齟
齬
が
生
じ
た
の
か
。
例
え
ば
古
代

の
青
銅
器
、
玉
器
を
専
門
に
研
究
し
た
林
巳
奈
夫
は
、
北
京
故
宮
博
物
院
の
透
彫

玉
佩
や
泉
屋
博
古
館
の
虎
卣
に
登
場
し
た
被
髪
の
人
間
を
、
長
年
来
の
主
張
に

従
っ
て
鬼
神
も
し
く
は
神
と
み
な
し
た（

（14
（

。
ま
た
同
じ
透
彫
玉
佩
の
鳥
の
原
型
を
イ

ヌ
ワ
シ
と
し
た
が
、
こ
れ
は
三
星
堆
二
号
祭
祀
坑
の
大
型
銅
神
樹
を
扶
桑
も
し
く

は
若
木
と
み
な
し
た
が
た
め
、
そ
の
枝
に
止
ま
っ
た
「
イ
ヌ
ワ
シ
型
」
の
鳥
を
太

陽
信
仰
と
の
関
連
で
捉
え
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
が
他
の
「
イ
ヌ
ワ
シ
型
」
の
鳥

（
神
鳥
）
の
考
察
に
も
引
き
ず
っ
た
の
で
あ
る（

（14
（

。

ま
た
、
考
古
学
と
同
時
に
人
類
学
を
研
究
し
た
張
光
直
は
、
古
代
社
会
に
お
け

る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
を
強
調
し
、
ま
た
「
人
獣
母
題
」（
人
と
動
物
の
モ
チ
ー

フ
）
を
提
倡
し
、
動
物
が
人
を
助
け
る
人
獣
同
伴
の
関
係
に
着
目
し
た（

（14
（

。
虎
卣
に

登
場
す
る
被
髪
の
人
間
に
つ
い
て
も
シ
ャ
ー
マ
ン
と
み
な
し
、「
虎
食
人
」
説
に

対
し
て
も
早
く
か
ら
異
議
を
唱
え
た
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
洛
陽
小
屯
村
か

ら
出
土
し
た
人
物
騎
獣
玉
佩
（
図
84
）
に
つ
い
て
、
裸
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
動
物 

に
跨
が
り
騎
乗
す
る
と
こ
ろ
と
み
な
し
た
の
は
頷
け
る
が
、
更
に
『
抱
朴
子
』
と

『
太
上
登
真
三
蹻
霊
応
経
』
を
援
用
し
た
独
自
の
三
蹻
説
に
従
っ
て
、
シ
ャ
ー
マ

ン
が
虎
と
い
う
動
物
の
助
け
を
借
り
て
天
に
の
ぼ
る
姿
を
象
っ
た
も
の
と
解
釈
し

た（
（14
（

。
虎
卣
の
虎
に
乗
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ン
が
天
に
上
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
、
仰
韶
文
化
の
河
南
濮
陽
西
水
坡
四
五
号
墓（

（14
（

で
発
見
さ
れ
た
、
蚌
殻
を
並
べ
て

象
っ
た
龍
、
虎
と
考
え
ら
れ
る
造
形
が
あ
り
、
西
水
坡
の
別
の
遺
跡
で
は
そ
の
龍

に
人
物
が
乗
っ
た
造
形
が
あ
っ
て
、
三
蹻
説
に
は
ず
み
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
虎
は
祖
霊
で
あ
り
、
天

上
世
界
か
ら
降
っ
た
虎
が
よ
り
ま
し
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
憑
依
し
た
後
の
一
体
に

な
っ
た
関
係
を
表
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
虎
は
天
に
上
る
た
め
の
乗
り
物

（
蹻
）
で
は
な
く
、
祖
霊
と
し
て
天
か
ら
降
臨
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
祖
霊
の
虎

と
シ
ャ
ー
マ
ン
と
の
親
密
な
関
係
は
、
時
代
と
と
も
に
増
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
祖
霊
の
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、
未
だ
正
式
の
定
義
も
な

く
、
な
お
多
く
の
祖
霊
の
造
形
が
認
識
さ
れ
ず
に
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
祭
祀
道
具
の
一
切
を
埋
め
、
祖
霊
信
仰
の
造
形
的
存
在
を
気
付
か
せ
て
く
れ

た
三
星
堆
祭
祀
坑
の
遺
物
の
考
察
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
他
地
域
の
造
形
に

対
す
る
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
綿
密
な
観
察
に
よ
り
、
更
な
る
祖
霊
研
究
の
展
望

が
拡
が
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

註は
じ
め
に

（
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）�Berthold Laufer. A

rchaic Chinese Jade, N
ew

 Y
ork, 1927.

A
lfred Salm

ony. Carved Jade of A
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梅
原
末
治
『
支
那
古
玉
図
録
』（
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
叢
刊
第
四
冊
、
一
九
五

五
年
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M
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 the G

renvill L. W
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in the Fogg A
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useum
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arvard U
niversity, Cam
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（
2
）�

劉
敦
愿
「
記
両
城
鎮
遺
址
発
現
的
両
件
石
器
」（『
考
古
』
一
九
七
二
年
四
期
）。

（
3
）�

林
巳
奈
夫
「
中
国
古
代
の
獣
面
紋
を
め
ぐ
っ
て
」（『
M
U
S
E
U
M
』
三
〇
一
号
、
一

九
七
六
年
）
二
三
～
二
七
頁
。

（
4
）�

林
巳
奈
夫
「
先
殷
式
の
玉
器
文
化
」（『
M
U
S
E
U
M
』
三
三
四
号
、一
九
七
九
年
）。

（
5
）�D

oris J D
ohrenw

end, Jade D
em

onic Im
ages from

 E
arly C

hina, A
rs 

O
rientalis X

. 1975.

（
6
）�

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
反
山
（
上
）』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
浙
江
省

文
物
考
古
研
究
所
『
瑶
山
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
7
）�

安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
『
凌
家
灘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
8
）�
石
家
河
考
古
隊
『
蕭
家
屋
脊
（
上
・
下
）』（
文
物
出
版
社

一
九
九
六
年
）。

（
9
）�
林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
一
六
巻
、
一

九
九
九
年
）。

（
10
）�

張
明
華
『
中
国
古
玉

発
現
与
研
究
一
〇
〇
年
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
四
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年
）。
方
向
明
「
良
渚
文
化
玉
器
紋
飾
研
究
」（
浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
良
渚
文
化

研
究
』
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
鄧
聰
編
『
東
亞
玉
器
』（
香
港
中
文
大
学
中
國
考

古
藝
術
研
究
中
心
、一
九
九
八
年
）。
鄧
淑
蘋
「
中
国
新
石
器
時
代
玉
器
上
的
神
秘
符
号
」

（『
故
宮
学
術
季
刊
』
第
一
〇
巻
三
期
、
一
九
九
三
年
）。

（
11
）�
曽
布
川
寛
「
三
星
堆
祭
祀
坑
銅
神
壇
の
図
像
学
的
考
察
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
六
九
巻

第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）（
以
下
「
三
星
堆
の
銅
神
壇
の
考
察
」
と
す
る
）。

同
上
「
三
星
堆
祭
祀
坑
大
型
銅
神
樹
の
図
像
学
的
考
察
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
二
七

巻
、
二
〇
一
一
年
）（
以
下
「
三
星
堆
の
銅
神
樹
の
考
察
」
と
す
る
）。

同
上
（
賀
小
萍
訳
）「
三
星
堆
祭
祀
坑
大
型
銅
神
樹
的
図
像
学
的
考
察
」（『
四
川
文
物
』

二
〇
一
二
年
五
期
）。

同
上
「
三
星
堆
祭
祀
坑
銅
獣
面
と
良
渚
玉
器
神
人
獣
面
文
―
長
江
文
明
の
系
譜
的
つ
な
が

り
―
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
二
八
巻
、
二
〇
一
二
年
）（
以
下
「
三
星
堆
の
銅
獣
面

と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
と
す
る
）。

同
上
「
三
星
堆
祭
祀
坑
の
縦
目
銅
人
面
具
、
金
杖
と
金
沙
遺
跡
の
金
冠
帯
―
古
代
蜀
王
国

祖
霊
信
仰
の
図
像
学
的
考
察
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
三
〇
巻
、
二
〇
一
四
年
）（「
以

下
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
と
す
る
）。

（
12
）�

曽
布
川
寛
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」。

（
13
）�

同
上
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」。

（
14
）�

江
西
省
文
物
考
古
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』

（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
15
）�

曽
布
川
寛
「
漢
鏡
と
戦
国
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
と
そ
の
系
譜
」（『
古
文
化
研
究
』
第

一
三
号
、
二
〇
一
四
年
）（
以
下
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
と
す
る
）。

一
、
凌
家
灘
遺
跡
出
土
玉
器

（
16
）�

安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
『
凌
家
灘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
17
）�

同
上
、
四
七
頁
。

（
18
）�

同
上
。

（
19
）�

曽
布
川
寛
「
六
博
の
人
物
坐
像
銅
鎮
と
博
局
紋
に
つ
い
て
」（『
古
史
春
秋
』
第
五
号
、

一
九
八
八
年
）。
同
上
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」。

（
20
）�

同
上
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
一
三
～
三
六
頁
。

（
21
）�

同
上
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
九
～
一
六
頁
。

（
22
）�

同
上
、
六
～
一
二
頁
。

（
23
）�

林
巳
奈
夫
「
中
国
古
代
に
お
け
る
蓮
の
花
の
象
徴
」（『
東
方
学
報
』
京
都
五
九
冊
）。

（
24
）�

曽
布
川
寛
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
五
、
七
～
八
頁
。

（
25
）�

同
上
、
二
～
五
頁
。

（
26
）�

同
上
、
二
八
～
三
四
頁
。

（
27
）�

安
徽
省
文
物
工
作
隊
、
阜
陽
地
区
博
物
館
、
阜
陽
県
文
化
局
「
阜
陽
双
古
堆
西
漢
汝
陰

侯
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
七
八
年
八
期
）。
殷
滌
非
「
西
漢
汝
陰
侯
墓
的
占
盤
和

天
文
儀
器
」（『
考
古
』
一
九
七
八
年
五
期
）。
厳
敦
傑
「
関
于
西
漢
初
期
的
式
盤
和
占
盤
」

（
同
上
）。

（
28
）�

厳
敦
傑
「
式
盤
綜
述
」（『
考
古
学
報
』
一
九
八
五
年
四
期
）
四
五
一
～
四
五
二
、
四
五

七
～
四
六
〇
頁
、
図
四
。
山
田
慶
兒
「
九
宮
八
風
説
と
少
師
派
の
立
場
」（『
東
方
学
報
』

京
都
五
二
冊
、
一
九
八
〇
年
）
一
九
九
～
二
四
二
頁
。
同
上
「
古
代
人
は
自
己-

宇
宙
を

ど
う
読
ん
だ
か
―
「
式
盤
」
の
解
読
」（『
制
作
す
る
行
為
と
し
て
の
技
術
』、
朝
日
新
聞

社
、
一
九
九
一
年
）
一
七
七
～
二
一
三
頁
。
李
零
「
式
与
中
国
古
代
的
宇
宙
模
式
」（『
中

国
方
術
正
考
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
六
九
～
一
四
〇
頁
。
曽
布
川
寛
「
鏡
の
宇

宙
表
現
の
図
像
」
三
一
～
三
二
頁
。

（
29
）�

曽
布
川
寛
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
三
一
～
三
二
頁
。

（
30
）�

甘
粛
省
博
物
館
「
武
夷
磨
咀
子
三
座
漢
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
七
二
年
一
二

期
）。
厳
敦
傑
「
式
盤
綜
述
」
四
四
九
～
四
五
〇
頁
、
図
二
。

（
31
）�

厳
敦
傑
「
式
盤
綜
述
」
四
四
八
～
四
四
九
頁
。

（
32
）�

淮
南
子

墬
形
訓
「
八
紘
之
外
、
乃
有
八
極
、
自
東
北
方
曰
方
土
之
山
、
曰
蒼
門
、
東

方
曰
東
極
之
山
、
曰
開
明
之
門
、
東
南
方
曰
波
母
之
山
、
曰
陽
門
、
南
方
曰
南
極
之
山
、

曰
暑
門
、
西
南
方
曰
編
駒
之
山
、
曰
白
門
、
西
方
曰
西
極
之
山
、
曰
閭
闔
之
門
、
西
北
方

曰
不
周
之
山
、
曰
幽
都
之
門
、
北
方
曰
北
極
之
山
、
曰
寒
門
」。

（
33
）�

王
樹
明
「
談
陵
陽
河
与
大
朱
村
出
土
的
陶
尊
〝
文
字
〟」（『
山
東
史
前
文
化
論
文
集
』

斉
魯
書
社
、
一
九
八
六
年
）
図
一
。
李
学
勤
「
論
新
出
大
汶
口
文
化
陶
器
符
号
」（『
文

物
』
一
九
八
七
年
二
期
）
図
二
。
張
明
華
「
関
于
一
批
良
渚
型
古
玉
的
文
化
帰
属
問
題
」

（『
考
古
』
一
九
九
四
年
一
一
期
）。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
『
蒙
城
尉
遅
寺

―
皖
北
新
石
器
時
代
聚
落
遺
存
的
発
掘
与
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
34
）�

曽
布
川
寛
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
一
四
頁
。

（
35
）�

方
格
規
矩
鏡
で
は
、
Ｖ
字
文
の
鉤
は
、
中
心
の
四
弁
花
文
で
象
徴
さ
れ
た
天
極
星
の
方

を
は
っ
き
り
向
く
だ
け
で
、
綱
が
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
同
じ
く
方
格
と
Ｔ
・

Ｌ
・
Ｖ
字
文
を
備
え
た
六
博
の
局
盤
で
は
、
山
東
臨
沂
慶
雲
山
二
号
墓
の
画
像
石
棺
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｖ
字
文
と
方
格
の
四
隅
が
四
本
の
綱
で
し
っ
か
り
結
ば
れ
て
い
る
。
臨

沂
市
博
物
館
「
臨
沂
的
西
漢
甕
棺
、
磚
棺
、
石
棺
墓
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
一
〇
期
）

図
一
二
。

（
36
）�

曽
布
川
寛
「
三
星
堆
の
銅
神
壇
の
考
察
」。

（
37
）�
安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
『
凌
家
灘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
六
～
二

五
九
頁
。

（
38
）�
八
角
星
文
は
新
石
器
時
代
の
多
く
の
遺
跡
の
遺
物
に
み
ら
れ
る
。
特
に
大
汶
口
文
化
の

県
大

子
や

県
野
店
な
ど
の
彩
陶
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
別
稿
で
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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（
39
）�

陳
久
金
、
張
敬
国
「
含
山
出
土
玉
片
図
式
」（『
文
物
』
一
九
八
九
年
四
期
）
一
四
～
一

七
頁
。
兪
偉
超
「
含
山
凌
家
灘
玉
器
反
映
的
信
仰
状
況
」（『
文
物
研
究
』
五
輯

一
九
八

九
年
初
出
、『
凌
家
灘
文
化
研
究
』
所
収
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
五
～
一
六

頁
。
林
巳
奈
夫
『
中
国
古
代
の
神
が
み
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
六
～
二

二
三
頁
。
な
お
、
栾
豊
実
氏
は
大
地
の
象
徴
、
馮
時
氏
は
北
斗
七
星
と
み
な
す
。
栾
豊
実

「
海
岱
地
区
彩
陶
芸
術
初
探
」（『
海
岱
地
区
考
古
研
究
』
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七

年
）
一
七
八
頁
。
馮
時
『
中
国
天
文
考
古
学
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

一
七
二
～
一
七
四
頁
。

（
40
）�

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
河
姆
渡
―
新
石
器
時
代
遺
址
考
古
発
掘
報
告
』（
文
物
出

版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
八
四
頁
、
図
一
九
四
│
五
、
彩
版
五
六
。

（
41
）�

成
都
文
物
考
古
研
究
所
、
北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
『
金
沙
淘
珍
―
成
都
市
金
沙
村
遺

址
出
土
文
物
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
図
二
、
図
七
。

（
42
）�

林
巳
奈
夫
『
中
国
古
代
の
神
が
み
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
九
頁
。

（
43
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
縦
目
銅
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
一
二
～
二
一
頁
。

（
44
）�

同
上

二
二
頁
。

（
45
）�

同
上

二
～
一
二
頁
。

（
46
）�

同
上

七
～
八
頁
。

（
47
）�

成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
、
北
京
大
学
考
古
文
博
院
『
金
沙
淘
珍
』
図
二
。
蕭
璘
、
楊

軍
昌
、
韓
汝
玢
「
成
都
金
沙
遺
址
出
土
金
属
器
的
実
験
分
析
与
研
究
」（『
文
物
』
二
〇
〇

四
年
四
期
）
八
一
〜
八
二
頁
。

（
48
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
縦
目
銅
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
二
九
頁
。

（
49
）�

胡
厚
宣
「
殷
卜
辞
中
的
上
帝
和
王
帝
（
上
下
）」（『
歴
史
研
究
』
一
九
五
九
年
九
期
、

一
〇
期
）。
同
上
「
殷
代
之
天
神
崇
拝
」（『
甲
骨
学
商
史
論
叢
初
集
（
上
）』
所
収
、
河
北

教
育
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
）。
小
南
一
郎
「
天
命
と
徳
」（『
東
方
学
報
』
京
都
六
四
冊
、

一
九
九
二
年
）
三
五
〜
三
七
頁
。

（
50
）�

岡
村
秀
典
『
中
国
の
古
代
王
権
と
祭
祀
』（
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
）
一
一
二
～
一
一

七
頁
。

（
51
）�

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
河
姆
渡
―
新
石
器
時
代
遺
址
発
掘
報
告
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）、
五
四
～
五
五
、
六
六
頁
。

（
52
）�

林
巳
奈
夫
『
中
国
古
代
の
神
が
み
』
一
一
九
頁
、
図
四
─
二
五
。

（
53
）�

何
介
鈞
「
湘
潭
出
土
的
商
代
豕
尊
」（『
湖
南
考
古
輯
刊
』
第
一
輯
、
一
九
八
二
年
）。

（
54
）�

安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
『
凌
家
灘
』
二
四
六
～
二
四
八
頁
。

（
55
）�

遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
「
牛
河
梁
第
十
六
地
点
紅
山
文
化
積
石
冢
中
心
大
墓
発
掘
簡

報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
期
）
図
一
五
。
張
明
華
「
撫
胸
玉
立
人
姿
式
意
義
曁
紅

山
文
化
南
下
之
探
討
」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
一
〇
期
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
56
）�

安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
『
凌
家
灘
』
三
七
頁
。

（
57
）�

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
男
は
覡
、
女
は
巫
と
呼
ば
れ
た
。『
国
語
』
楚
語
下
で
は
次
の
よ
う

な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
語

楚
語
下
「
古
者
民
神
不
雜
、
民
之
精
爽
不
攜
貳
者
、

而
又
能
齋
肅
衷
正
、
其
智
能
上
下
比
義
、
其
聖
能
光
遠
宣
朗
、
其
明
能
光
照
之
、
其
聰
能

聽
徹
之
、
如
是
則
明
神
降
之
、
在
男
曰
覡
、
在
女
曰
巫
、
是
使
制
神
之
處
位
次
主
、
而
為

之
牲
器
時
服
」。
曽
布
川
寛
『
三
星
堆
の
銅
神
壇
の
考
察
』
二
〇
頁
。

（
58
）�

銅
神
壇
に
お
い
て
、
山
上
の
聖
殿
内
で
祈
り
を
捧
げ
る
一
六
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
な
ど

（
図
14
ａ
、
43
、
47
）。
玉
辺
璋
線
刻
画
像
に
お
い
て
山
上
で
祈
る
三
人
の
女
性
シ
ャ
ー

マ
ン
（
図
48
）。

（
59
）�

大
地
を
支
え
る
神
獣
の
頭
部
を
象
っ
た
冠
を
着
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
図
49
）。

（
60
）�

跪
坐
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
図
39
、
40
ａ
）。

（
61
）�

太
陽
を
象
る
冠
を
着
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
図
17
）。

（
62
）�

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
一
六
九
頁
、
図
八
五
。

（
63
）�

曽
布
川
寛
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
二
八
頁
。

二
、
龍
山
・
石
家
河
文
化
の
玉
器

（
64
）�

劉
敦
愿
「
記
両
城
鎮
遺
址
発
現
的
両
件
石
器
」（『
考
古
』
一
九
七
二
年
四
期
）。
林
巳

奈
夫
「
中
国
古
代
の
獣
面
紋
を
め
ぐ
っ
て
」
二
三
〜
二
四
頁
。

（
65
）�

林
巳
奈
夫
「
先
殷
式
の
玉
器
文
化
」
四
～
九
頁
。

（
66
）�

石
家
河
考
古
隊
編
著
『
肖
家
屋
脊
（
上
・
下
）』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
67
）�

石
尨
過
江
水
庫
指
揮
部
文
物
工
作
隊
「
湖
北
京
山
、
天
門
考
古
発
掘
報
告
」（『
考
古
通

訊
』
一
九
五
六
年
三
期
）。
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

「
湖
北
石
家
河
羅
家
柏
嶺
新
石
器
時
代
遺
址
」（『
考
古
学
報
』
一
九
九
四
年
二
期
）。

（
68
）�

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
、
澧
県
文
物
管
理
処
「
澧
県
孫
家
崗
新
石
器
時
代
墓
群
発
掘

簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
一
二
期
）。

（
69
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」。

（
70
）�

『
中
国
玉
器
全
集
2

商
・
西
周
』（
河
北
美
術
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
図
一
八
〇

「
黄
玉
鷹
攫
人
首
佩
」（
故
宮
博
物
院
）。

（
71
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
一
六
頁
。

（
72
）�

後
代
の
例
に
な
る
が
、
長
沙
子
弾
庫
楚
墓
出
土
の
人
物
御
龍
帛
画
に
お
い
て
、
昇
仙
す

る
墓
主
（
霊
魂
）
が
御
す
龍
（
舟
）
の
尾
に
乗
っ
て
、
鳳
凰
が
帰
属
先
の
天
を
見
上
げ
て

い
る
。
ま
た
長
沙
馬
王
堆
一
号
前
漢
墓
の
朱
地
彩
絵
棺
左
側
板
漆
画
に
お
い
て
、
崑
崙
山

の
険
し
い
巌
に
見
立
て
ら
れ
た
龍
の
胴
体
の
上
に
立
ち
、
鶉
の
形
を
し
た
鶉
鳥
が
主
人
の

天
帝
の
い
る
天
を
見
上
げ
て
い
る
。
曽
布
川
寛
「
崑
崙
山
と
昇
仙
図
」（『
東
方
学
報
』
京

都
五
一
冊
、
一
九
七
九
年
）。
同
上
『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）

六
七
～
六
八
頁
、
四
一
～
四
四
頁
。

（
73
）�

一
九
八
〇
年
、
陜
西
周
原
の
召
陳
西
周
宮
室
建
築
遺
跡
群
遺
址
で
二
件
の
蚌
彫
人
頭
像

が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
件
は
、
高
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
鼻
深
目
の
西
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域
人
を
象
り
、
頭
頂
に
古
字
で
「

（
巫
）」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
巫
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）

の
可
能
性
が
高
く
、
竪
に
線
を
入
れ
た
頭
部
の
表
現
も
、
毛
織
り
の
帽
子
と
み
な
さ
れ
た

け
れ
ど
も
、
ま
た
被
髪
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
尹
盛
平
「
西
周
蚌
雕
人
頭
像
種
族
探
索
」

（『
文
物
』
一
九
八
六
年
一
期
）
挿
図
三
。

（
74
）�
曽
布
川
寛
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
三
三
～
三
四
頁
。

（
75
）�

林
巳
奈
夫
「
中
国
古
代
の
祭
玉
と
瑞
玉
」（『
東
方
学
報
』
京
都
四
〇
冊
、一
九
六
九
年
）

二
九
七
～
三
〇
六
頁
。

（
76
）�

湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
砂
子
塘
西
漢
墓
発
掘
簡
報
」（
一
九
六
三
年
一
期
）。
曽
布
川
寛

『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』
五
〇
～
五
一
頁
。

（
77
）�

曽
布
川
寛
『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』
四
九
～
五
〇
頁
。

（
78
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
神
樹
の
考
察
」
一
八
～
二
〇
頁
。

（
79
）�

同
上
、
二
〇
～
二
二
頁
。

（
80
）�

小
南
一
郎
『
古
代
中
国

天
命
と
青
銅
器
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）

八
六
～
一
〇
七
頁
。

（
81
）�

註
（
57
）
に
引
い
た
『
国
語
』
楚
語
下
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
定
義
で
い
え
ば
、「
明
神
こ

れ
に
降
る
」
の
が
「
よ
り
ま
し
」
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
り
、「
神
の
処
位
（
位
置
）

と
次
主
（
順
序
）
を
制
し
、
牲
器
（
犠
牲
・
祭
器
）
と
時
服
（
祭
服
）
を
為
る
」
の
が
祭

司
・
祭
官
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
前
者
が
本
来
の
意
味
で
の
巫
で
あ

り
、
後
者
は
祭
祀
を
司
る
祝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
82
）�

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
墟
婦
好
墓
』（
文
物
出
版
社

一
九
八
〇
年
）
一

五
三
～
一
五
四
頁
、
彩
版
二
五
。
甘
粛
省
博
物
館
文
物
隊
「
甘
粛
霊
台
白
草
坡
西
周
墓
」

（『
考
古
学
報
』
一
九
七
七
年
二
期
）
図
。
林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ

て
」
図
五
〇
。

淑

「

有
神
祖
面
絞
与
相
関
絞
飾
的
有
刄
玉
器
」（
山
東
大
学
考
古

学
系
編
『
劉
敦
愿
先
生
紀
念
文
集
』
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
83
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
九
、
一
四
～
一
六
頁
。
林
巳
奈
夫
は

玉
斧
の
呼
称
を
用
い
る
が
、
祭
器
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
玉
圭
と
す
る
。

（
84
）�

王
勁
「
石
家
河
文
化
玉
器
与
江
漢
文
明
」（
何
介
鈞
主
編
『
長
江
中
游
史
前
文
化
曁
第

二
届
亜
州
文
明
学
術
討
論
会
論
文
集
』
岳
麓
書
社
、一
九
九
六
年
）
二
三
七
、二
三
九
頁
。

（
85
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
一
四
～
一
八
頁
。

（
86
）�

図
九
九
参
照
。

（
87
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
四
、
一
五
頁
。

（
88
）�

同
上
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
一
二
～
一
三
頁
。

（
89
）�

東
京
国
立
博
物
館
編
『
上
海
博
物
館
展
』（
中
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
図
三
八
。

（
90
）�

梅
原
末
治
『
支
那
古
玉
図
録
』
図
版
四
八
。
林
巳
奈
夫
『
中
国
古
玉
器
総
説
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
年
）
二
三
六
～
二
三
八
、
図
五
│
八
一
。

（
91
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
三
頁
。

（
92
）�

劉
敦
愿
「
記
両
城
鎮
遺
址
発
現
的
両
件
石
器
」
図
一
。
林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉

器
を
め
ぐ
っ
て
」
一
四
頁
。

（
93
）�

石
家
河
考
古
隊
編
著
『
蕭
家
屋
脊
（
上
・
下
）』（
文
物
出
版
社

一
九
九
六
年
）
三
一

五
頁
、
彩
版
一
。

（
94
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』（
文
物

出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
一
五
六
、
一
五
九
頁
。

（
95
）�

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
豊
鎬
工
作
隊
「
一
九
八
四
─
八
五
年
澧
西
西
周
遺
址
、

墓
葬
発
掘
報
告
」（『
考
古
』
一
九
八
七
年
一
期
）
二
三
頁
。
張
長
寿
「
記
澧
西
新
発
現
的

獣
面
玉
飾
」（『
考
古
』
一
九
八
七
年
五
期
）
四
七
〇
～
四
七
三
頁
。

（
96
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
一
二
頁
。

（
97
）�

東
京
国
立
博
物
館
編
『
上
海
博
物
館
展
』（
中
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
図
三
九
。

三
、
殷
周
青
銅
器
の
虎
表
現

（
98
）�

葛
介
屏
「
安
徽
阜
南
発
現
殷
商
時
代
的
青
銅
器
（『
文
物
』
一
九
五
九
年
一
期
）。

（
99
）�

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
三
三
頁
。

（
100
）�

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
墟
婦
好
墓
』
一
〇
五
、
図
六
六
、
六
七
。

（
101
）�

『
中
国
青
銅
器
全
集
二

商
二
』
図
四
七
「
司
母
戊
鼎
」。

（
102
）�

張
光
直
「
商
周
青
銅
器
上
的
動
物
紋
様
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
一
年
二
期
。『
中

国
青
銅
時
代
』
所
収
、
三
聯
書
店
、
一
九
八
三
年
）
三
三
二
～
三
三
三
頁
。
李
学
勤
「
試

論
虎
食
人
卣
」（『
南
方
民
族
考
古
』
第
一
輯
、
一
九
八
七
年
）。

（
103
）�

註
（
81
）（
82
）
参
照
。

（
104
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
八
～
一
三
頁
。

（
105
）�

陳
佩
芬
編
『
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
鏡
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
図
一
。

こ
れ
は
方
格
規
矩
四
神
鏡
に
お
い
て
、
天
上
に
属
す
る
四
神
が
天
上
側
に
足
を
置
く
の
と

同
様
で
あ
る
。
図
五
参
照
。

（
106
）�

湖
北
省
博
物
館
編
『
曽
侯
乙
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
上
冊
三
五
三
～
三

五
九
頁
、
下
冊
図
版
一
二
一
～
一
二
六
。
曽
布
川
寬
「
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
」
二
四
～

二
八
頁
。

（
107
）�

湖
北
省
博
物
館
編
『
曽
侯
乙
墓
』
三
五
五
頁
。

（
108
）�

同
上
三
五
四
～
三
五
五
頁
。

（
109
）�

同
上
三
五
九
頁
。
曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
三
〇
～
三

三
頁
。

（
110
）�
こ
れ
は
黒
川
古
文
化
研
究
所
所
蔵
の
「
青
銅
鍍
金
銀
彩
画

雲
気
文
温
酒
樽
」
に
も
当

て
は
ま
り
、
ド
ー
ム
状
の
蓋
の
器
内
が
天
上
に
見
立
て
ら
れ
、
天
上
世
界
に
住
む
鳳
凰
が

そ
の
象
徴
と
し
て
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
号
掲
載
の
修
理
報
告
参
照
。

（
111
）�

樋
口
隆
康
「
虎
食
人
卣
」
解
説
（『
酒
器
Ⅰ
』
泉
屋
博
古
館
、
一
九
八
四
年
）。

（
112
）�

陳
佩
芬
「
虎
卣
」（『
虎
卣
』
上
海
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）。
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（
113
）�

李
学
勤
「
試
論
虎
食
人
卣
」（『
南
方
民
族
考
古
』
第
一
輯
、
一
九
八
七
年
）。

（
114
）�

註
5
参
照
。
泉
屋
博
古
館
で
は
近
年
ま
で
「
乳
虎
卣
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。『
新

修
泉
屋
清
賞
』（
泉
屋
博
古
館
、
一
九
七
一
年
）
六
二
～
六
五
頁
、
図
六
四
「
鹿
鈕
蓋
乳

虎
卣
」。

（
115
）�
陳
佩
芬
編
『
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
器
』（
上
海
書
画
出
版
社
、一
九
八
七
年
）
図
一
七
。

（
116
）�

盧
連
成
、
胡
智
生
『
宝
鶏

国
墓
地
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
上
冊
四
〇
一

頁
。

（
117
）�

考
古
研
究
所
洛
陽
発
掘
隊
「
洛
陽
西
郊
一
号
戦
国
墓
発
掘
記
」（『
考
古
』
一
九
五
九
年

一
二
期
）、
六
五
七
頁
。
石
志
廉
「
戦
国
小
児
騎
獣
玉
牌
和
猛
虎
食
人
玉
」（『
文
物
』
一

九
七
八
年
四
期
）。

（
118
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』（
文
物

出
版
社
、
一
九
九
七
年
）。
こ
の
遺
跡
は
報
告
書
に
は
「
大
墓
」
と
あ
る
が
、
形
式
、
位

置
、
遺
物
の
内
容
か
ら
み
て
、
墓
葬
と
す
る
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
り
、
む
し
ろ
一
種
の

祭
祀
坑
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
い
ま
は
「
遺
跡
」
と
し
て
お
く
。

明

「
江
西
新
干

大
洋
洲
商
代
遺
存
性
質
新
探
─
兼
与
〝
墓
葬
説
〟
商

」（『
中
原
文
物
』
一
九
九
四
年
一

期
）。

（
119
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
八
～
三

八
頁
。

（
120
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
神
樹
の
考
察
」
七
頁
。

（
121
）�

郭
沫
若
『
卜
辞
通
纂
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
三
三
年
）
三
九
八
片
「
于
帝
史
鳳
、
二

犬
」、
考
釈
三
九
八
片
。

（
122
）�

林
巳
奈
夫
は
殷
墟
婦
好
墓
出
土
の
玉
器
を
再
検
討
し
、
玉
鳳
が
龍
山
文
化
の
特
徴
を
持

つ
こ
と
を
指
摘
し
、
龍
山
文
化
に
属
す
る
と
し
た
。
そ
の
後
、
天
門
石
家
河
羅
家
柏
嶺
の

玉
鳳
が
公
開
さ
れ
、
そ
れ
と
の
類
似
か
ら
石
家
河
文
化
と
す
る
意
見
が
多
い
。
中
国
社
会

科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
墟
婦
好
墓
』
挿
図
八
五
─
八
、
彩
版
三
二
─
三
。
林
巳
奈
夫

「
殷
墟
婦
好
墓
出
土
の
玉
器
若
干
に
対
す
る
註
釈
」（『
東
方
学
報
』
京
都
五
八
冊
、
一
九

八
六
年
）
三
～
六
頁
。

（
123
）�

石
家
河
羅
家
柏
嶺
の
玉
鳳
を
出
土
し
た
墓
は
、
一
九
五
六
年
の
『
考
古
通
訊
』
に
発
表

さ
れ
た
が
、
改
め
て
一
九
九
四
年
の
『
考
古
学
報
』
に
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。
石
尨
過
江

水
庫
指
揮
部
文
物
工
作
隊
「
湖
北
京
山
、
天
門
考
古
発
掘
報
告
」（『
考
古
通
訊
』
一
九
五

六
年
三
期
）
図
四
。
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
「
湖

北
石
家
河
羅
家
柏
嶺
新
石
器
時
代
遺
址
」（『
考
古
学
報
』
一
九
九
四
年
二
期
）
図
二
三
。

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
、
澧
県
文
物
管
理
処
「
澧
県
孫
家
崗
新
石
器
時
代
墓
群
発
掘
簡

報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
一
二
期
）
三
七
～
三
八
頁
。

（
124
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
一
三
一

頁
。

（
125
）�

彭
明
澣
『
呉
城
文
化
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
三
三
頁
。

（
126
）�

江
鴻
（
李
学
勤
）「
盤
龍
城
与
商
朝
的
南
土
」（『
考
古
』
一
九
七
六
年
二
期
）。

（
127
）�

彭
明
澣
「
商
代
虎
方
文
化
初
探
」（『
商
代
江
南
』
所
収
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

一
九
頁
。
胡
厚
宣
主
編
『
甲
骨
文
合
集
釈
文
』
第
一
冊
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
）
〇
六
六
六
七
。

（
128
）�

胡
厚
宣
「
殷
代
封
建
制
度
考
」（『
甲
骨
学
商
史
論
叢
初
集
』
所
収
、
河
北
教
育
出
版

社
、
二
〇
〇
二
年
）
五
一
頁
。

（
129
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
一
五
九

頁
。
曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
神
樹
の
考
察
」
一
五
～
一
七
頁
。

（
130
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
一
三
一

頁
。
曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
八
～
九
頁
。

（
131
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
二
八
～

三
八
頁
、
一
八
～
二
八
頁
。

（
132
）�

江
西
省
文
物
研
究
所
、
江
西
省
博
物
館
、
新
干
県
博
物
館
『
新
干
商
代
大
墓
』
一
三
一

頁
。

（
133
）�

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
六
〇
頁
。『
三
星
堆

中
国
五
〇
〇
〇

年
の
謎
・
驚
異
の
仮
面
王
国
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）（
以
下
『
三
星
堆
』
と
す

る
）
図
一
四
九
。

（
134
）�

四
川
広
漢
三
星
堆
博
物
館
、
成
都
金
沙
遺
址
博
物
館
『
三
星
堆
与
金
沙
』（
四
川
出
版

集
団
等
、
二
〇
一
〇
年
）
図
六
九
。

（
135
）�

湖
南
省
博
物
館
『
湖
南
省
博
物
館
文
物
精
粋
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

図
版
一
三
、
上
海
博
物
館
編
『
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
器
』（
上
海
美
術
出
版
社
、
一
九
六

四
年
）
図
六
三
「
四
虎
卣
」、
泉
屋
博
古
館
『
泉
屋
博
古

中
国
古
銅
器
編
』（
泉
屋
博
古

館
、
二
〇
〇
二
年
）
図
一
六
二
「
虎
卣
」。

T
hom

as Law
ton and others. A

sian A
rt in the A

rthur M
. Sackler G

allery, 
A

rthur M
. Sackler Gallery, Sm

ithonian Institution, W
ashington, D

.C.,1987, 
Pl. 136.

（
136
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
一
八
～
二
〇
頁
。

四
、
祖
霊
表
現

（
137
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の
縦
目
人
面
具
・
金
杖
と
金
沙
の
金
冠
帯
」
三
九
頁
。

（
138
）�

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
反
山
（
上
）』
二
七
～
九
三
頁
。
曽
布
川
寬
「
三
星
堆
の

銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
二
三
～
二
七
頁
。

（
139
）�
張
学
海
「
論
莫
角
山
古
国
」（『
良
渚
文
化
研
究

紀
念
良
渚
文
化
発
現
六
十
周
年
国
際

学
術
討
論
会
文
集
』
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
「
余
杭

莫
角
山
遺
址
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
発
掘
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
一
一
期
）。
浙
江

省
文
物
考
古
研
究
所
「
杭
州
市
余
杭
区
良
渚
古
城
遺
址
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
七
年
的
発
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掘
」（『
考
古
』
二
〇
〇
八
年
七
期
）。
曽
布
川
寬
「
三
星
堆
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面

文
」
二
七
頁
。

（
140
）�

曽
布
川
寬
「
三
星
堆
銅
獣
面
と
良
渚
の
神
人
獣
面
文
」
二
〇
頁
。

（
141
）�
南
京
博
物
院
「
江
蘇
呉
県
張
陵
山
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
資
料
叢
刊
』
第
六
輯
、
一

九
八
二
年
）
二
九
頁
。

（
142
）�

南
京
博
物
院
「
一
九
八
二
年
江
蘇
常
州
武
進
寺
墩
遺
址
的
発
掘
」（『
考
古
』
一
九
八
四

年
二
期
）。

（
143
）�

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
反
山
』（
鉞
）
五
九
、
六
五
頁
、
彩
版
二
九
七
～
三
〇
二
。

（
権
杖
）
六
五
～
六
六
頁
、
彩
版
三
〇
三
～
三
六
八
。
曽
布
川
寬
「
銅
獣
面
と
神
人
獣
面

文
」
二
五
～
二
七
頁
。

お
わ
り
に

（
144
）�

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」。
同
上
『
中
国
古
代
の
神
が
み
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
一
八
一
〜
一
八
四
頁
。

（
145
）�

同
上
「
中
国
古
代
に
お
け
る
日
の
暈
と
神
話
的
図
像
」（『
史
林
』
七
四
巻
四
号
、
一
九

九
一
年
）、
同
上
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」。

（
146
）�

同
上
「
商
周
青
銅
器
上
的
動
物
紋
様
」（『
中
国
青
銅
時
代
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯

書
店
、
一
九
八
三
年
）。

（
147
）�

同
上
「
濮
陽
三
蹻
与
中
国
古
代
美
術
史
上
的
人
獣
母
題
」（『
中
国
青
銅
時
代
：
第
二

集
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。

（
148
）�

濮
陽
市
文
物
管
理
委
員
会
、
濮
陽
市
博
物
館
、
濮
陽
市
文
物
工
作
隊
「
河
南
濮
陽
西
水

坡
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
八
八
年
三
期
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論

ず
る
。
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〇
〇
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）
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文
物
考
古
研
究
所
編
『
凌
家
灘
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省
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家
灘
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3
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。
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漢
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組
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湖
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夢
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漢

墓
発
掘
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報
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文
物
』
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九
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年
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）
図
三
九
。  
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5
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野
徹
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著
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和
泉
市
久
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惣
記
念
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術
館
蔵
鏡
図
録
』（
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泉
市
久
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惣
記
念
美
術

館
、
一
九
八
五
年
）
図
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。

図
6

�

梁
上
椿
『
巌
窟
蔵
鏡
』（
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京
、
一
九
四
一
年
）
第
二
集
上
、
図
一
五
。

図
7
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浙
江
省
博
物
館
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前
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浙
江
省
博
物
館
典
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大
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浙
江
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版
社
、
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〇
九
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）
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一
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8
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張
明
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中
国
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玉

発
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与
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年
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五
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一
。

図
8
ｂ

�

林
巳
奈
夫
「
中
国
古
代
に
お
け
る
日
の
暈
と
神
話
的
図
像
」（『
史
林
』
七
四
巻
四

期
、
一
九
九
一
年
）
図
三
六
─
四
。

図
9
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梁
上
椿
『
巌
窟
蔵
鏡
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一
五
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。
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10

�

川
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漢
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文
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�
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。
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15

�

劉
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姚
仲
源
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中
国
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姆
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文
化
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江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
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版
一
三
三
。

図
16
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成
都
文
物
考
古
研
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京
大
学
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古
文
博
学
院
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金
沙
淘
珍
』
図
版
四
。

図
17

�

同
上
、
図
七
挿
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。

図
18
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術
出
版
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、
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九
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図
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四
。
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四
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文
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考
古
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、
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博
物
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、
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堆
研
究
院
編
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三
星
堆
出
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文

物
全
記
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青
銅
器
』（
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出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
図
一
四
六
。

図
19
ｂ
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三
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堆
』
図
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。

図
20

�

四
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研
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編
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祭
祀
坑
』
図
一
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。

図
21
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中
国
青
銅
器
全
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一
三

巴
蜀
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文
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出
版
社
、
一
九
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四
年
）
図
四
七
。
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22
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四
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省
文
物
考
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編
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三
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堆
祭
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坑
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。

図
23
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一
。

図
23
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同
上
、
図
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四
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二
。

図
24
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禄
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漢
画
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山
東
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術
出
版
社
、
一
九
九
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年
）
図
七
五
。

図
25
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四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
、
三
星
堆
博
物
院
、
三
星
堆
研
究
院
編
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三
星
堆
出
土
文
物

全
記
録

青
銅
器
』
図
一
一
三
。
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四
川
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文
物
考
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所
編
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祭
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坑
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五
。

図
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上
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図
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五
。

図
27

�
同
上
、
図
一
六
五
─
五
。

図
28
ａ

�
香
港
文
化
博
物
館
『
三
星
閃
爍
・
金
沙
流
采

神
秘
的
古
蜀
文
明
』（
康
楽
及
文
化

事
務
署
、
二
〇
〇
七
年
）
図
一
一
六
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図
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四
川
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文
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考
古
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究
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編
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星
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祀
坑
』
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一
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一
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図
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ｂ
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考
古
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輝
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版
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団
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人
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出
版
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、
二
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〇
五
年
）
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。
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ｂ
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文
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考
古
研
究
所
、
北
京
大
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文
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院
『
金
沙
淘
珍
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三
。
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省
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考
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編
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灘
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）
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術
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雕
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編
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国
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海
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民
美
術
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版
社
）

図
二
七
。

図
34

林
巳
奈
夫
『
中
国
古
代
の
神
が
み
』
図
四
─
二
五
。

図
35
『
中
国
青
銅
器
全
集
四

商
四
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
図
一
三
五
。

図
36
ａ

安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
凌
家
灘
』
彩
版
一
九
九
─
二
。

図
36
ｂ

同
上
、
彩
版
一
九
九
─
三
。
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37

遼
寧
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文
物
考
古
研
究
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「
牛
河
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第
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六
地
点
紅
山
文
化
積
石
冢
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大
墓
発
掘
簡

報
」
図
一
五
。

図
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安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
凌
家
灘
』
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一
九
─
一
。

図
39

四
川
省
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物
考
古
研
究
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編
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三
星
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祭
祀
坑
』
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八
五
。

図
40
ａ

四
川
省
文
物
考
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研
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所
、
三
星
堆
博
物
院
、
三
星
堆
研
究
院
編
『
三
星
堆
出
土
文

物
全
記
録

青
銅
器
』
図
一
二
。

図
40
ｂ
『
殷
墟
婦
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墓
』
図
二
四
─
四
。
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41
ａ

�

張
明
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中
国
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玉

発
現
与
研
究
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〇
〇
年
』
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四
四
─
二
。

図
41
ｂ

�

林
巳
奈
夫
「
先
殷
式
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玉
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化
」
図
四
─
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。

図
42
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博
物
館
展
』
図
三
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─
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。
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obert B

agley. A
ncient Sichuan,T

reasures from
 a L

ost C
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, pl.51.

図
44
『
三
星
堆
』
図
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一
─
一
。

図
45

成
都
文
物
考
古
研
究
所
、
北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
『
金
沙
淘
珍
』
図
四
六
─
四
。

図
46

湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
砂
子
塘
西
漢
墓
発
掘
簡
報
」
彩
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図
版
。

図
47
ａ
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中
国
青
銅
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全
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三

巴
蜀
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一
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図
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ｂ

�Robert Bagley. A
ncient Sichuan,T

reasures from
 a Lost Civilization, 

Seattle  A
rt M

useum
, pl.124.

図
48

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
図
一
九
七
。

図
49

同
上
図
八
四
。

図
50
ａ
『
中
国
玉
器
全
集
二

商
・
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周
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河
北
美
術
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
図
五
六
。

図
50
ｂ

同
上
、
図
五
七
。

図
51

同
上
、
図
二
一
八
。

図
52

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
図
五
〇
。

図
53

林
巳
奈
夫
『
中
国
古
玉
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研
究
』
図
五
─
図
七
。

図
54
『
中
国
古
玉
器
総
説
』
図
五
─
一
三
二
。

図
55

林
巳
奈
夫
「
石
家
河
文
化
の
玉
器
を
め
ぐ
っ
て
」
図
四
三
。

図
56
『
中
国
美
術
全
集

雕
塑
編
一

原
始
社
会
至
戦
国
雕
塑
一
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一

九
八
八
年
）
図
五
四
。

図
57

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
瑶
山
』
図
三
二
─
一
。

図
58

同
上
、
図
一
六
三
。

図
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浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
反
山
考
古
隊
「
浙
江
余
杭
反
山
良
渚
墓
地
発
掘
簡
報
」（『
文

物
』
一
九
八
八
年
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期
）
挿
図
四
六
。

図
60

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
瑶
山
』
図
九
一
─
一
。

図
61

浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
『
反
山
（
上
）』
図
三
八
。

図
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ａ

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
、
三
星
堆
博
物
院
、
三
星
堆
研
究
院
編
『
三
星
堆
出
土
文

物
全
記
録

青
銅
器
』
図
一
一
二
。

図
62
ｂ

同
上
、
図
一
〇
四
。

図
62
ｃ

同
上
、
図
一
〇
五
。

図
63
『
上
海
博
物
館
展
』
図
三
八
─
二
。

図
64

林
巳
奈
夫
「
先
殷
式
の
玉
器
文
化
」
図
一
〇
─
三
。

図
65
ａ

江
伊
莉
、
古
方
『
玉
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国
博
物
館
蔵
中
国
早
期
玉
器
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科
学
出
版
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、

二
〇
〇
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年
）
図
六
一
一
─
二
。

図
65
ｂ

同
上
、
六
一
一
─
一
。

図
66

梅
原
末
治
『
支
那
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玉
図
録
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図
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四
─
四
。

図
67
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鄧
淑
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主
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敬
天
格
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中
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玉
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読
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宮
博
物
院
）
図
四
三

─
四
ｄ
。

図
67
ｂ

同
上
、
図
四
三
─
四
ｅ
。

図
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林
巳
奈
夫
『
中
国
古
玉
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研
究
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図
五
─
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。

図
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林
巳
奈
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『
中
国
古
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総
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。

図
70
『
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版
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。

図
71
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林
巳
奈
夫
『
中
国
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器
総
説
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五
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一
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九
。

図
71
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林
巳
奈
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「
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家
河
文
化
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て
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図
三
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。

図
71
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林
巳
奈
夫
『
中
国
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器
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説
』
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五
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─
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中
国
国
家
博
物
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省
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化
庁
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江
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新
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出
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文
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輯
粹
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中
国
社
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出
版
社
、
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〇
〇
六
年
）
図
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